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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　開幕　食い逃にげの罪




　日が沈しずむと、平ひら磐いわ市中心部は死んだような沈ちん黙もくに包まれる。

　きょうびの地方都市の例に漏もれず、平磐市もまた深刻なドーナツ化現象に見み舞まわれている。かつて賑にぎわっていた市の中央部の商店街は、郊こう外がいの大型店の出店ラッシュに押され、緩かん慢まんな滅めつ亡ぼうへの道をたどりつつあった。昔はいついかなる時も客が絶えなかった大通りも、今や半分以上がシャッターを閉じている。

　特に商しよう圏けんとしての陥かん没ぼつが決定的になったのは、駅前の大型デパートの相次ぐ閉店だ。一方は全国的なチェーン店、一方は地方のごく一いち隅ぐうにのみ根を下ろす地元企き業ぎようだが、そのいずれもが閉店してしまった。再利用先も見つからず、ビルは幽ゆう霊れいみたいな姿をさらしている。

　平磐市の住人の主な交通手段は自家用車だ。香か川がわ県よりちょっとちっこい、という面積を持ちながら、市内には駅が十個ほどしかない上に、走る電車は一時間一本ときている。とあれば、戦後に開発された狭せま苦くるしい駅前よりは、道も駐ちゆう車しや場じようも何もかもが広い郊外の方に人が流れるのは、当然である。

　というわけでこの時間の市中心部は、黒死病が全すべての命を食らい尽つくし、去っていった後のごとき雰ふん囲い気きを醸かもし出す。しかも毎日毎日。駅前からすぐのスクランブル交差点の中央にテントを立てても一晩大過なく過ごせそうだし、路地裏は瞑めい想そうの場所に適している。

　その路地裏、街灯もない暗がりに、五人の人間がいた。

　うち三人は男性で、それぞれ髪かみを染めたりピアスをつけたり派手な柄がらのシャツを着たり、とまっとうな勤め人とは言い難がたい服装をしていた。鼻や口から血を垂れ流し、無様にアスファルトを舐なめている。

　一人は女性で、仕事帰りなのだろう、フォーマルな服を着用していた。その胸むな元もとやスカートの裾すそは強い力で無む惨ざんに破り取られている。とはいえボロボロなのは服だけで、彼女の身体からだには傷一つ無い。男三人に捕つかまりかけたものの、どこからともなく現れた五人目の人物が三人をあっという間に叩たたきのめしてしまったからだ。

　五人目の人物、ただ一人立ちつくしている人物は、三人が完全に気絶し、無害な存在になっていることを確かめてから、女性に手を伸のばした。

「大だい丈じよう夫ぶかな、お嬢じようさん」

　女性は手を取って立ち上がり、引っ張られるままに抱だきつく。布越ごしに伝わる感かん触しよくに、女性は気づいた──自分を救ってくれたこの人物もまた女性であるということに。

　チャンパオに身を包んでいるため、ちょっと見の印象は拳けん法ぽう使いの男性である。しかし落ち着いて見てみれば、長い黒髪、白い細ほそ面おもてと明らかに女性的な容姿をしている。加えて、声も男性みたいに低くはない。

「本当に有り難うございます」女性は頭を下げた。「どんなお礼をすればいいのか、──」

「報ほう酬しゆうはこいつらから頂く」チャンパオの人物は殴なぐり倒たおした男達を指さした。「あなたが私に感謝しているというのなら、私がこれからすることを見み逃のがしてほしい」

　チャンパオの人物はしゃがみ込むと、男達の所持品を物色し始めた。懐ふところやポケットに手を突つっ込んで、中から財布を探さぐり出す。

「こいつら、ずいぶん金を持ってるじゃないか。まっとうに働いているとも思えないが」

　呟つぶやきながら、チャンパオの人物は作業を進めた。男たちは時折うなり声を上げたりするが、抵てい抗こうする様子はない。きっと悪い夢を見ているのだろう。

　そのうち一人の首筋に、鎖くさりで絞しめ上げられたような跡あとがある。そのことに気づいて、女性は不思議に思った。鎖なんてどこにも見あたらない。チャンパオの人物が隠かくし持っている様子もない。とはいえ、「見逃してくれ」と言われたばかりだ、女性は質問しなかった。

「これでよし」

　チャンパオの人物は、数十枚のお札を自分の財布に詰つめ替かえると、立ち上がった。

「こんなところに長居は無用だ。あなたも、こんな暗い道を歩くべきじゃないね。襲ってくれと言っているようなものだ」

　チャンパオの人物は、女性を明るい大通りの方へと押し戻もどした。

「お名前を教えてくれませんか」

「名乗るほどの者ではないよ」

「そこをなんとか」

　チャンパオの人物は少し考え込んでから、悪あく辣らつな笑えみを浮うかべた。

「実は私、何を隠そう、刑けい務む所しよから逃げてきた脱だつ獄ごく犯なんだよ」

　言った途と端たん、女性は顔色を変えた。チャンパオの人物を凝ぎよう視ししたまま五歩下がり、くるりと身を翻ひるがえして逃げ出す。

　チャンパオの人物は、その後ろ姿を黙だまって見送った。両手を袂たもとの中に突っ込んで、一息つく。

　と、その袂の中で着信音が鳴った。携けい帯たい電話を取り出し、チャンパオの人物は通話を始めた。

「もしもし？　姉さん？　今、話をしても大丈夫かな」

「いいタイミングだ。たった今、人助けをし終えたところだ」

「と言うと？」

「うら若き女性を強ごう姦かんしようとしていた三人組の男を殴り倒した」

「ウヒャハ！　ヒヒ！」電話の声は不気味な笑い声を立てた。「ということは、収入があったんだね。明日は焼肉だ」

「喜べ。来週一週間朝昼晩と焼き肉食い放題に行っても、まだ余る」

「いや、さすがに毎日焼肉は食べたくないけど」

「ところでおまえの方はどうなんだ、テル」

「でかいあたりを引っかけつつある。今ファミレスで一食おごっているところだよ」

「話は聞けてるか」

「うん。どうやらこの佐さ倉くらって奴やつ、色々知ってるみたいだ。やっぱり、船ふな子こをやったのは八や阪さか井いで確定らしいよ」

「八阪井三み千ち人とか……」

　チャンパオの人物は、小さい声でその名を呼んだ。大きな声で呼んだら本人に気づかれる、と恐おそれているかのように。

「彼は色々知っているみたいだから、もうちょっとつついて情報を集めてみるよ」

「とうとう」チャンパオの人物は早口に言った。「再び、村の人間と戦うことになるんだな」

「何言ってんだよ姉さん。銀ぎん剣けん持ちが出てきたからってビビることはないって。どうせ僕らは脱走者だ。 いつかは銀剣持ちとだって対決しなきゃならないってこと、 わかってたはずでしょ」

「それは……そうだが」

「いつかってのは、今のことさ。それに、僕らが八阪井をやれば、僕らの発言権も強まるってもんさ」

「待て。我々だけで八阪井先生と対決するのか」

「大だい丈じよう夫ぶ、現地調達した優ゆう秀しゆうな戦力があるじゃないか。船子もうれしいことをしてくれたもんだねえ。ウヒャハ！　ヒヒ！」

「…………」

「八阪井三千人も現地の人間を助手に使っているらしいし、お互たがい様さ。佐倉ってのもその一人らしい……あいつを待たせるのも悪いから、そろそろ電話切るよ」

「ああ」チャンパオの人物は電話を切りかけて、「ちょっと待て。ファミレスにいるとか言っていたよな」

「うん。食い物で買収しようと思って。まずかったかな」

「いや、それはいい。気になるのは、おまえが今金を持っているのかという点だ」

「馬ば鹿か言うなよ姉さん。金ならここに……」がさごそという音。「あれ？　財さい布ふがないよ」

「そりゃそうだ。今朝、私に財布を預けていただろ」

「そうだ。そうだよ。姉さん、別れる時にどうして教えてくれなかったの」

「私も忘れてたからな」

「仕方がないなあ。僕の力でなんとかするよ」

「待て！」チャンパオの人物は大声を出した。「私が今からそっちに行く！　何も騒さわぎを起こすんじゃないぞ！」

「ダメダメ。姉さん、今僕がどこにいるかなんてわからないだろ？　ものすごい方向音おん痴ちなんだから。大丈夫、うまいことやるよ。ついでに佐倉って奴の始末もつけるから、一石二鳥って奴だね。じゃ、またあとで」

　そう言って、相手は通話を一方的に切った。

　チャンパオの人物は手の中の携帯電話を見つめた。視線をぶつけ続けていれば、やがて向こうから電話がかけ直されてくるとでも考えているかのように。だが、当然電話はうんともすんとも言わなかった。こちらからかけ直しても、相手は絶対出ないだろう。

　チャンパオの人物は自問した。今自分にできることはなんなのか。

　…………

　なんにもない。

　チャンパオの人物は大きなため息をついた。




　その日遅おそくのローカルニュースで、平磐市のファミレスが爆ばく発はつ炎えん上じようしたという事件が報道された。夜九時半頃ごろ、国道沿いのファミリーレストラン「マックスキッチン」の厨ちゆう房ぼうで突とつ然ぜんコンロ付近から出火爆発、死者二名重軽傷者八名の惨さん事じになったという。事件当時厨房に詰つめていた従業員は「なんの前まえ触ぶれもなく突然コンロが爆発し、連れん鎖さ的に爆発音が続いた。すごい勢いで煙けむりが立ち上って後はもうわけが分からなくなった」などと供述している。警察は従業員の火器取り扱あつかいミス、建物の構造的問題の両面から調査を行い、原因追つい及きゆうに努めているという。

　翌日、大手新聞の地方ページと地方紙とでも、この事件は報道された。しかし当然、この事件の直後、マッシュルームカットの青年が悠ゆう々ゆうとファミレスを歩いて離はなれていったという点について触ふれているものはなかった。




　　あわあわ毒どく手しゆ拳けん




「実はな」長なが坂さかは声を潜ひそめて言った。「今、毒手拳の研究をしているんだ」

「…………」

　長坂の告白に、僕はどんな答えを返せばいいのか分からなかった。

　目の前でたこ焼きをつついている男子学生は、名を長坂陵りよう梧ごという。僕と同じ平ひら磐いわ二高に通う同学年生だ。

　今の台詞せりふを聞いて分かる通り、かなりの変人である。

　彼はオカルトや怪かい奇き現象の研究を行うミステリー研究会に所属している。部の方では「二年生エース」と呼ばれているとのこと。変人というレッテルは、僕がつけたものではない。二高生プラス教職員全員が共有している認識だ。

　僕が彼と知り合ったのはついこの間のことなのだが、今ではまるで十年来の友人であるかのようにつるんでいる。どういうわけだか見事に気が合ってしまったらしい。我ながら不思議である。「運命の黒い意図」で結ばれていた、としか言いようがない。

　今日もこうして、特に目的もなくぶらついて、ＡアンドＰストアにたこ焼きを食べに来ている。最近増えつつある、典型的な郊こう外がい型がたの大型スーパーだ。半ばショッピングモール的な性質を持っていて、僕のように家事とは無む縁えんな学生でも、本屋に寄ったりＣＤを探したりフードコート──つまり食事コーナー──で軽食を摂とったり、と暇ひまつぶしの手段には事欠かない。駅前商店街を滅ほろぼす直接的な元げん凶きようでもある。

　五時という時間帯だけあって、フードコートには人ひと気けがなかった。こんな時間に食事を摂ろうとするのは、どれだけ食っても食い足りない、常に腹を空すかせている学生くらいのものである。その一いち隅ぐうに僕らは陣じん取どっていた。

　長坂は、突然打ち明け話でもするかのような調子で身をかがめると、真しん剣けんな面おも持もちで言い出したのだった。

「えーと、今、『毒手拳』と言ったように聞こえたんだけど」

　理性を振ふり絞しぼって僕は聞き直した。

「その通り。今、俺はたしかに毒手拳と言った。おめェの耳に問題はない」

「問題があるのは君の頭の方か」

「おめェは毒手拳が本当に実行できるのか、不思議に思ったことはねェのか。いいや、ねェとは言わせねェ」

　長坂は語気を荒あららげた。

「何度も手を毒に浸つけたり出したりを繰くり返すと毒が手に染しみこんで、爪つめでひっかいただけで相手を殺せる、っていうアレのことだよね」

　少年漫まん画がでよく見かける謎なぞの武術であるが、実際に存在するのかどうかすら考えたことがない。

「まさか、自分で毒手拳を実行しようとしてるの」

「その通り」長坂は胸を張った。「コルシカ忍にん法ぽうのレパートリーに加えようと思って」

　長坂は「コルシカ忍者」を名乗り、彼自身が創作した架か空くうの忍法体系「コルシカ忍法」の伝道師として日夜活動を続けている。はじめは口から出任せで名乗ったらしいのだが、このアイデアを長坂本人が気に入ってしまった。今では、コルシカ忍法がいかにも本物らしく見えるよう、その歴史から技術から全すべてを一から編み上げるという一大事業に取りかかっている。

「もっとも、毒だと実際の生活に差し障さわりがあるんで、代わりに洗せん剤ざいを使ってるがな」

「なんでだ」

「本当に毒を使うと、蚊かに食われたところを搔かいただけで頓とん死しする恐おそれがある。俺はそんなマヌケな死に方はしたくねェ。『あそこの息子むすこさん、毒手拳を習得するのに失敗して死んだらしいですよ』なんて近所に噂うわさされたら、親に迷めい惑わくだ。長坂家末代までの恥はじになる」

「だからって、どうして洗剤を使うの」

　ちっちっちっ、と長坂は舌打ちしながら指を振った。

「右手に洗剤を染みこませて、自在に洗剤が出せるようにしてみろ。毎日家事に従事している全国の奥様方がほっとかねェぞ。俺は『誰だれにでもできるあわあわ毒手拳』という本を書いて、印税で大おお儲もうけする。ゆくゆくはノーベル家庭の知ち恵え賞だって夢じゃねェぜ」

「そんなノーベル賞は初めて聞いた」

「おめェは人生の真実というものを全く理解していねェ。生しよう涯がい独身だったアルフレッド・ノーベルは、毎日の食器洗いが大だい嫌きらいだった。台所がすっかり汚きたなくなっちまったので、こりゃ爆ばく破はして吹ふき飛ばすしかねェ、と考えたのがダイナマイト発明のそもそものきっかけだぜ」

「それは、僕が知らない誰か別のアルフレッド・ノーベルのような気がする」

「とにかく、最近は毎日毎日、ブレンドした洗剤に右手を突つっ込んでは出し、突っ込んでは出しを繰り返しているんだ。おかげで手がこの通り」

　広げた右手を差し出し、表裏ともよく見えるように広げる。主に指の皮の部分が剝むけ、ボロボロに荒あれていた。

　僕は思わず身を引いた。

「なんだこりゃ。硫りゆう酸さんプールにでも手を突っ込んだのか」

「実は俺、皮ひ膚ふが弱くてな。洗剤負けするんだ」

「じゃあやめればいいのに」

「何度も浸け込めば皮膚が鍛きたえられると思ったんだがなあ」

「その手、ほっといたらそのうち肉がこそげ落ちるんじゃないの。かゆくない？」

「実はクソタレかゆい」

「皮膚科に行け」

　僕は提案した。

「あっさり言うなよ。俺のこの一週間の努力を無む駄だにしろってェのか」

　なおも渋しぶる長坂に、僕は重ねて言った。

「そもそも、洗剤が固着するっていうんなら、毎日家事に従事している主婦の方々はどうなの。主婦の方々は毎日洗剤溶よう液えきに手を突っ込んでるよ」

　しばらく考え込んだ後、長坂はハタと手を打った。

「なんてこった！　なんでそんなクソタレ簡単なことに気がつかなかったんだ」

　頭を抱かかえ、深刻にうずくまる。

「ああクソ。ノーベル家庭の知恵賞が文字通り水の泡あわかよ。毒どく手しゆ拳けんってのはありゃウソだったのかッ」

　なにやら、レンタルビデオの延えん滞たいが発覚した時のような悔くやしがりようである。

「まあまあ。毒手拳は僕たちの心の中にある。それでいいじゃないか」

　せめてもの慰なぐさめを、僕は口にした。

　長坂は天を仰あおいだ。神に祈いのる信徒のように。

「皮膚科に行くしかねェよォだな」

「それがいい。僕の兄さんも、薬を塗ぬればすぐ治るって言ってたよ」

　テーブル中央に置かれた笹ささ舟ぶねの上には、たこ焼き最後の一個だけが残っていた。それを食べようとして手を伸のばした時、テーブル全体に影かげが落ちた。

　ふと見上げると、見知らぬ男性がテーブルのすぐそばに立ち、僕をじっと見ていた。




　　鉄の虎とら




　青年はなんの前まえ触ぶれもなく突とつ如じよとして現れた。隣となりのテーブルから椅い子すを引っ張ってくると、四角いテーブルの一辺を占せん拠きよしてどかりと座る。

　知らない顔だった。どっかで会ったことあったっけ、と僕は脳内交友録をざっとあたってみたものの、該がい当とうする人物はいなかった。

　たっぷり十秒経たってから、僕は言った。

「長坂、君の知り合い？」

「知らん」

「失礼ですが、どちらさまですか」

　直接尋たずねる。

　青年は、低い姿勢から顔をのぞき込むようにして言った。

「……三み鶴つる城ぎ大だい助すけだろ？」

「そうですが」

「やっぱりな」学生は二つ頷うなずいて、「じゃあ、俺がここに来た理由も、わかるよな」

「いえ、さっぱりわかりません」

　僕が首を振ふると、青年もそれをまねたように首を振った。それから僕の手元に置いていたお冷やを取り上げて一気に飲み干すと、力任せにコップをテーブルに叩たたきつけた。

「とぼけようったってそうはいかねーぜ！　ドロシーちゃんよォーッ」

　ただただ、僕は面食らうばかりだった。ドロシーちゃんですと？

　唐とう突とつにやってきた人物を観察する。髪かみを茶に染め、額にバンダナを巻いた青年だ。細身ではあるが、ノースリーブシャツから飛び出た腕うでには結構筋肉が付いている。学生だとすれば、どこかの運動部にでも所属しているものと思われる。その割には、髪を染めているのがやや妙みようだが。平磐みたいな田舎いなかでは、運動部の人間が髪を染めるのにはまだまだ偏へん見けんがある。

　青年は敵意を剝むき出しにして僕のことを睨にらんでいた。

　僕は極力平静を装よそおいながら、言葉をかけた。

「えーと、君の名前は？」

「ジョニーだ。俺のことはジョニーと呼べ」

「…………」

　青年──ジョニーはアジア人らしい平板な顔つきをしており、身長も日本人の平均だ。欧おう米べい人の血が少しでも混じっているとは考えにくい。とはいえ、そう呼べというのなら仕方がない。本当に親からジョニーという名前が与あたえられたのかもしれないし。

「わかった、ジョニー。で、君は何が言いたいの」

「おまえ、この間、磐ばん工こうに来ただろ？」

「バンコー？」

　僕は聞き返した。磐工とは、二高の近所にある平磐工業高校の略である。わからないのは、最近僕は磐工には行っていないという点だ。

「えーと、その──」

「黙だまれよ。俺の話を最後まで聞いてもらおうか」ジョニーは手を振って遮さえぎった。「こそこそと俺達の周りを嗅かぎまわるのはやめた方がいい。これは忠告だ」

　僕は腕を組んだ。なんだか分からないが、ここは適当に話を合わせた方が良さそうだ。

「えーと、もし仮に、仮定の話だよ──その忠告を守らなかったら、どうなるの」

「忠告を守らなかったら？」

　ジョニーは口元をゆがめた。と、その姿が二重にぶれた。彼の背後に幽ゆう体たいが──彼の姿を模し、彼の魂たましいを具象化したものが現れる。幽体は姿を失って崩くずれると、しかしその独特な質感はジョニーの右手付近に集まってまとわりつく。

　次の瞬しゆん間かん、幽体は鉄の爪つめの形状を成していた。

　ジョニーはテーブルに視線を落とした。たこ焼きを乗せた笹舟を引き寄せると、最後の一個に小さく爪を振り下ろし、両断する。ぱっくりときれいな切断面を残し、たこ焼きは左右に分かたれた。

　そのうちの片方を、ジョニーは楊よう枝じで突つき刺さして自分の口に放り込んだ。

「これに似たことが起こる」

　すぐさまジョニーは鉄の爪を僕の鼻先に突きつけた。

「この『アイアン・タイガー』が見えねーとは言わせねー。おまえも魂たま裸ら醒せなんだろ？」

「…………」

　魂裸醒、という単語に僕と長坂は同時に反応した。

　魂裸醒。

　奥おう州しゆうは戸と有あると呼ばれる場所に、自らをタマラセビトと呼ぶ一族が住んでいる。彼らは、生得的に身につけている超ちよう常じよう能力のことを、魂裸醒と呼んでいた。己おのれの魂を常人には不可視な物質に転てん換かんするという能力で、その形状は人により千差万別。当人の性格や人生経験といったものを反映すると言われるが、概がいして攻こう撃げき性の象しよう徴ちよう──武器の姿を取る。

　武装だけではない。特とく殊しゆな血中成分が身体からだ中を駆かけめぐることにより、怪け我がの治りが早くなる、怪かい力りきを発揮できるといった恩おん恵けいを受けることができる。超人的な肉体活動を可能にするのだ。

　本来、これは戸有の中でのみ伝えられていた力である。ところがつい最近、平磐市の住民が大量にこの力に覚かく醒せいしていることが判明した。戸有出身の船子という男が、魂裸醒は血液感染するという特徴を利用し、平磐市民に次々と魂裸醒の力を分け与えていたのである。戸有からやってきた追っ手が船子を止めるのには成功したが、現状、平磐市にはたくさんの超能力者が潜せん伏ぷくしているという状じよう況きようが生まれている。

　ジョニーもその時に覚醒した一人なのだろう。問題は、魂裸醒という単語を使った点だ。

　魂裸醒という単語を知っているのは、基本的に戸有の人間に限られる。あるいは僕のように、戸有の人間から知識を与えられた者に。通常、平磐の人間が知っているはずはない。

　ジョニーは険しい表情のまま、言った。

「おとなしく手を引いて、二度と俺たちの目の前に姿を現さないと誓ちかうんなら、この話はおしまいだ。俺もおまえも、お互たがいが幸せな人生を送っていくことができる。だが、そうじゃない場合は、俺が少々不ふ愉ゆ快かいな思いをすることになる。人が苦しみながら死んでいく場面に直面するのは、楽しいもんじゃあねーからな」

　事情はいまだによく分からない。はっきり分かっているのは、目の前にいるこのジョニーとかいう野や郎ろうに、僕が腹を立てているということだ。突とつ然ぜん人の目の前にやってきて、「忠告を聞かなかったら殺す」などと言い立てるだなんて、どういうつもりなんだか。

　僕は椅い子すに深く腰こし掛かけた。

「えーと、実のところ、君の言っていることがよく分からないんだけど」

　ジョニーの目を見み据すえて、僕は言った。

「分からない？　冗じよう談だんだろ？　目の前で実演して見せたのに、か？」

　ジョニーは残り半個のたこ焼きも食べた。そして声のトーンを落とす。

「なんなら、もう一回実演して見せてもいいんだぜ。ただし、今度切るのはたこ焼きじゃねー」

「そうそう」僕は肯こう定ていした。「たこ焼きよりもっと大きいものだ」

　下を見ろ、とジョニーに指で示す。

　僕は小こ脇わきに棍こんを抱かかえていた。棍はジョニーの股またの下に潜もぐり込んでおり、その先せん端たんからは白く光る刃やいばが天に向かって生えている。

　その切っ先は、ジョニーの尾びてい骨こつから数センチ離はなれたところにあった。持ち上げるだけでジョニーの体を縦に真っ二つにできる格好である。

　これが僕の魂裸醒──パープル・シックルだ。普ふ段だんは棍の形をしているが、その先端からは隠かくし武器、鎌かまの刃が飛び出る。

「どっちが早いか、試すのはやぶさかじゃない。運が良ければ、君は僕を傷つけられるかもしれない。けど、代わりに君は、今後の余生をリアル足長おじさんと呼ばれながら生きていくことになる」

「それに、俺も黙だまって見ていると思うなよ」

　横から長坂が口を挟はさんだ。彼の胸むな元もとのネクタイが光を放っていた。そのネクタイはまるで自己の意志を持つかのごとく鎌首をもたげ、その先端はジョニーの手元を窺うかがっている。

　これは長坂の魂裸醒、ナイン・トゥ・ファイブマンだ。戦せん闘とう力はほぼ皆かい無むながら、長坂の意志のもと蛇へびのように自在に動いて嫌いやがらせを行う。

　ジョニーは長いことその場を動かずにいたが、不利を悟さとってか、やがて爪を引っ込めて立ち上がった。席を外し、ゆっくりと鎌の刃から離れる。

「まあ、いいだろ。忠告はしたぜ」

　ジョニーは言った。

　合わせて、僕も棍を引っ込める。

「こんな場所で立ち回るわけにはいかねーしな。今日のところは引いてやる。ただし、俺達はおまえのことを観察している。俺じゃないぜ、俺達だ──言いたいこと、わかるよな」

「それはだいたいわかる」

　僕は答えた。仲間がいるということを主張したいのだろう。

「バカな真ま似ねはしねーでくれよ」

　言いたいことを言うと、身を翻ひるがえして去っていった。一直線にフードコートを出て行く……かと思ったら、たこ焼きを売っている店の方にふらふらと歩いていった。そこでたこ焼きを購こう入にゆうしてから、ジョニーは姿を消した。

　即そく座ざに席を立って、彼の後を追うべきだったのかもしれない。しかし、状況の不可思議さが、行動に移ることをためらわせた。ジョニーは、なにか僕の知らない事実、前提に基づいて話をしていた。磐工？　俺達の周りを嗅かぎまわる？　一体何のことだろう。

「やったら切せつ羽ぱ詰つまったような顔をしていたな。ありゃ一体なんだ」

　長坂も気持ちは同じようだ。

「トイレに行きたかったんじゃないの」僕は適当に答えた。「ところで長坂、最近磐工に行った？」

「いいや。行く理由がねェ。おめェこそどォなんだ」

　逆に聞き返されて、僕は首を捻ひねった。

　考えているうちに、ふと脳のう裏りに閃ひらめくことがあった。そういえば数日前に、九く里り浜はまが妙みような話をしていたような──




　　自じ称しよう天才美少女探たん偵ていの冒ぼう険けん




　数日前の放課後。帰宅しようと学校の廊ろう下かをふらふらと歩いている最中、とある教室のドアが開け放たれたままになっているのに気がついた。

　誰だれかがドアを閉めずに教室を出て行ったのだろう。見過ごしてこのままにしておくのは少々気持ちが悪いので、ドアを閉めるべく数歩近づく。すると、教室内で二人の女の子が何事かを話し込んでいるのが見えた。

　一人は、胸の前におさげをぶら下げた女の子だった。何事があったのか、泣きじゃくっている。左手で眼め鏡がねを外し、右手で止めどなくあふれ出る涙なみだを拭ぬぐっていた。

　もう一人の女の子も、眼鏡をかけていた。泣いている女の子と相対するように立ち、相手の肩かたに手をかけている。

　彼女の顔には見覚えがあった。僕はすぐさま教室に入り、言った。

「九里浜。何女の子を泣かせてんの」

　途と端たん、泣いている女の子に憐れん憫びんのまなざしを向けていた九里浜は、僕をウォーターカッターのような視線で突つき刺さした。

「あんたねえ！　この状じよう況きようを見てどうしてそうなるのよぅ」

　彼女の名は九里浜純じゆん。髪かみをツインテールにまとめた、背の低い子だ。幅はばの細い眼鏡をかけているが、その苛か烈れつに過ぎる視線の鋭するどさを和やわらげる役は為なしていない。

　性格もまた苛烈である。「人間枯かれ葉は剤ざい」「悪あく魔ま憑つき」「情け無用の残ざん虐ぎやくファイター」等々、九里浜は種々のあだ名を奉たてまつられ、平磐中の人間から恐おそれられている。学生のみならず、場合によっては教師からも。異常に気が短く、気に入らないことがあれば郵便ポストでも殴なぐる。理性を失うことを「堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れる」と表現するが、彼女にはそもそも堪忍袋の緒が存在しないらしい。

　そのような予備知識を持っている人間からすれば、九里浜が女の子を泣かせていると解かい釈しやくするのがもっとも妥だ当とうである。二高の人間がこの光景を見れば、百人中百人ともそう判断するに違ちがいない。

「何があったの」

　聞くと、九里浜は脇わきの方に僕を引っ張り、女の子に聞こえないよう小さな声で言った。

「事件よ。ちょうどいい、九里浜探たん偵てい局専属助手のあんたにも手伝ってもらうからね」

　九里浜探偵局（仮かつこかり）。それは、平磐に住まう人間を、魂裸醒の犯罪の手より守るという目的の下もと、九里浜がでっち上げた団体名である。

　今の平磐に、どれだけの魂裸醒がいるのか？　実数を知る者は誰もいないが、少なくとも両手足の指で数えきれるような数ではない。魂裸醒は常人には不可視の力、悪事に利用する輩やからが出てくるのは必然である。そいつらを通常の法で裁くことは不可能だ。ならば誰かが法の番人となり、魂裸醒にも法があることを平磐中に示さねばならない。そのような理念の下、九里浜主導で結成されたのが、九里浜探偵局である。

　九里浜は依い頼らい人にんから話を聞いている最中のようだ。女の子の様子から察するに、なにやら話は深刻そうである。これは僕もつきあった方がいい。九里浜一人に任せたら何をやらかすやら、知れたものではない。九里浜探偵局専属助手の主たる仕事は、探偵の暴走を食い止めることである。

「話を聞こうか」

　その言葉を聞いて、九里浜は改めて女の子を慰なぐさめにかかった。しかし、女の子はなかなか泣きやもうとしない。痺しびれを切らして、九里浜は自ら事情を話した。

「彼女は高たか宮みやさん、あたしのクラスメート。彼氏が失しつ踪そうしたのよ」

　言われてすぐに思い出した。つい最近、地方紙の片かた隅すみに小さい記事が載のっていたことを。その記事は平磐工業の男子生徒の捜そう索さく願ねがいが出されたことに触ふれており、「警察は事件と事故の両面から調査している」という決まり文句で結ばれていた。

「えーと、失踪した生徒の名前は大おお河が原わらとか言ったかな」

　問うと、高宮は必死に嗚お咽えつをこらえながら何度も頷うなずいた。

　しばらくして、高宮はようやく落ち着いてきた。十分に呼吸を整えてから、改めて説明を始めた。

「実は私、磐ばん清せい園えんの人間なんです」

　磐清園とは、平磐市内にある養護施し設せつの名前だ。

　十一年前の八月一日、平磐市の隣となりにある沼ぬま渡と田だ市に隕いん石せきが落ち、五万人の死者が出るという大だい惨さん事じが起きた。大惨事を運良く生き残ったものの、親を亡なくして身寄りも無い子供達が大量に生まれたことを受けて、平磐市は複数の養護施設を作った。その一つが磐清園である。

「大河原君も、同じ園にいた幼おさな馴な染じみなんです。それがある日、部活の帰り道でぱっといなくなっちゃったみたいで──」

「失踪の理由に心当たりは？」

　高宮は横に首を振ふった。

「わかりません。一枚、書きかけの遺書が見つかったんですけど──」

「書きかけ？」

　それはまた妙な話だ。

「はい、文の内容は明らかに遺書らしいんですけど、文が途と中ちゆうで切れているんです。別に完全な遺書があるんじゃないかと探してみたんですけど、見つからなくて」

「もちろん、警察が捜そう査さしてるんだろ？」

「はい。でも、警察の方々もお手上げ状態みたいなんです。その……失踪当日の足取りはある程度までつかんでいるそうなんですけど、そこから先はまるで神かみ隠かくしにでも遭あったみたいだ、って。だから、九里浜さんにお話ししたんです。もしかしたら、警察が見つけられなかった何かを見つけてくれるかもしれない、と思って」

「なるほどね」

　話をしていると、教室の入り口に一人の女子生徒が現れた。彼女も磐清園の人間で、お互たがいの身を案じ一いつ緒しよに登下校するようにしている、とのことだった。引き留めても悪いので、話を打ち切ることにした。別れの挨あい拶さつを口にし、高宮は帰っていった。

　高宮の背中を見送りながら、僕は九里浜に話しかけた。

「あのね、九里浜。警察が見つけられなかった何かを見つけられると思っているのか？　警察もお手上げな事件を、君が解決できるわけないだろ」

　はぁぁ──ッ、と九里浜は深いため息をついた。

「原因不明の失踪！　書きかけの遺書！　こんな謎なぞに直面してなんの興味も示さないなんて、あんたそれでも探たん偵てい局の一員なのッ。不可解な謎が、あたしたちに解かれるのを待っているのよ!?」

　九里浜はあくまで強気だった。アマチュアである探偵がプロの警察を出し抜ぬいて事件の真相にたどり着く、なんてのは推理小説の中だけの話である。しかし、九里浜は自分が推理小説内の人物であることを望み、推理小説内の人物として行動するという固い信念を持っている。

　むなしさを感じつつ、僕は説得した。

「彼女に変な希望を持たせるのは、良いことではないと思うけど」

「そんなことやってみなくちゃわからないでしょ。それにこれ、魂裸醒がらみの事件だとは思わない？　魂裸醒がらみであれば、あたしたちには警察をはるかに凌しのぐアドバンテージがある」

「本当に魂裸醒がらみかどうか、証しよう拠こはどこにもない」

「だから、まずは証拠を調べるって言ってるんじゃないのよぅ」

「何から調べるつもりなの」

「まずは磐清園の人間に話を聞く。あと、彼氏が通っていた磐工にも行って、学校の友達を捕つかまえて話を聞く。野球部に所属してたって言うから、そこからね。警察には話せなくても、同じ学生なら話せることがきっとあるはずよ。あ、磐工にはあんたもついて来てもらうからね」

「何なに故ゆえに」

　僕は尋たずねた。すると九里浜は自分の身体からだを抱だきしめるようなポーズを取った。

「あたしのような美少女が、実質男子校の磐工に単身乗り込んだら、人目を引いて仕方がないじゃないの」

「人目を引くのか」僕は答えた。「九里浜、君の悪名は磐工でも轟とどろいているんだな」

　九里浜は僕の顎あごの下に地じ獄ごく突つきをねじ込んだ。

「痛い！」

「なに言ってんのよぅ！　ンなわけないでしょ!?」

　僕は顎をさすりながら言った。

「まあ、君が身の危険を感じるのもよくわかる。磐工は実質的に男子校だから、女性に飢うえているだろう。たとえ九里浜でも女の子は女の子だ」

　九里浜は僕の顎の下に地獄突きを二発ねじ込んだ。

「痛いよ！」

「何が『たとえ九里浜でも』なのよこのアホンダラ。訂てい正せいなさい」

「じゃあ訂正する。君は磐工生にも見向きされないよ」

　またもや九里浜は地獄突きをねじ込もうとした。僕もアホではない、咄とつ嗟さに顎の下で手のひらをクロスさせ、ガードする。

　しかし地獄突きはフェイントで、九里浜は逆の手のパンチを僕の鳩みぞ尾おちにめりこませた。

　僕は悶もん絶ぜつした。

「……帰らせていただきます」

　もううんざりだ、とばかり僕は九里浜に背を向けた。

「ちょっと！　どこ行くのよぅ」

「アホか。こんなポコポコ殴なぐられるってわかっているのに、誰だれがつきあうか」

「あんたがいちいちからかうのが悪いんでしょ!?」

　そりゃそうだ。しかし、九里浜のような娘むすめっ子をどうしてからかわずにおれようか。いや無理だ。

「勝手にしてくれ。僕は帰るよ」

　言い捨てて、僕はカバンを持ち上げた。

　僕の裏切りに、九里浜は多大な衝しよう撃げきを受けたようだった。ほんの一いつ瞬しゆんだけ弱気の表情を見せたが、すぐに眉まゆ毛げをつり上げ、説得にかかる。

「泣いてた女の子を見て、なんとも思わないの」

「そりゃ、高宮の境きよう遇ぐうには同情するよ。でも、僕らに何ができるっていうんだ」

「できることを探すのがあたしたち探偵の仕事よ」

「僕は探偵じゃない。夢を追うなら一人でやってくれ」

「かー！　なにその言い方！　根性無し！　バカアホマヌケ！　夢を忘れた古い地球人！」

「なんとでも言ってくれ。僕を連れて行かなくても、君が男装すりゃいいだろ。君は十分男子として通用する」

　僕は教室の出口へ歩き始めた。

「結構！　もー結構よ！」九里浜は僕の背中に言葉を投げつけた。「あたし一人で勝手にやるから！　男装して磐工に行くから！　ただしあんたの名前借りるからね！」

「ご勝手に～」

　適当に手を振ふって、僕は教室から出て行った。




「……ということがあったんだ」

　僕の説明を聞き終えると、長坂は深刻な顔つきをした。

「おめェも、よく九里浜に構うよな。端はたから見ていて、尊敬に値あたいする」

「あいつをほっといたら何をしでかすか分からない。知り合ってしまったが故ゆえの不幸としか言いようがない」

　あの時、「名前を貸せ」という申し出を、僕は深く考えずに許可した。しかしよく考えてみれば、えらいことだ。僕の名を借りた九里浜が僕のあずかり知らぬところで何をやらかすか、知れたものではない。いつか、僕のところにバイオリンケースを抱かかえた大男がやってきたりして。あるいは、ものすごい額の請せい求きゆう書しよが突とつ然ぜん送付されてくるとか。

　あわわ。九里浜を止めねば。できれば今すぐに。

　まず、携けい帯たいに電話をかけてみた。だが当然というかなんというか、電話は繫つながらなかった。聞こえてくるのは「ただいま、電源を切っているか、電波の届かないところにいます」というアナウンスだけだった。

　九里浜は今どこにいるのか。磐工に行く、と言ったのも数日前の話である。現在の居場所を類推する手がかりは、ちょっと思いつかない。

「明日は土曜だ」僕は言った。「九里浜を二日間も野に放っておいたら、どんなことになるやら。どうしよう」

「なんか手がかりはねェのか。あいつが誰かを疑っているとか」

「さあ。九里浜は常に全すべての人を疑ってかかっている。この間は、イエス・キリストは保険金詐さ欺ぎ師しだと言っていた」

「なんでだよ」

「金曜日に死んだはずなのに、日曜日に生き返ったから」

「それはまた斬ざん新しんなキリスト史観だな」

「うん。僕も斬新すぎると思ったから、『キリスト教徒に刺さされないように』と忠告はしておいた」

「とにかく、なんとかして九里浜と連れん絡らくを取ってみるこったな。がんばれよ」

　そう言って、長坂は席から立ち上がった。

「ちょっと待って。手伝ってくれないの」

「手伝えっつっても、なにをすりゃいいんだ。今九里浜がどこにいて何をしてるかなんて、俺だって知らねェし」

「……ムググ」

　僕は言葉に詰つまった。たしかに、今のところなんの手の打ちようもない。ここはまず帰宅して、行動方針を考えるしかあるまい。




　　怒いかれる隣りん人じん




　帰宅後、僕は部屋で着き替がえた後、隣人宅へ向かった。

　四月以降、隣となりの家には八阪井という姓せいの父おや娘こが住み着いている。表向きにはごくありふれた家庭だが、この父娘には裏の顔があった。

　かつて、その異能故に恐おそれ敬われたタマラセビトという一族がいた。彼らは魂裸醒と呼ばれる異能を振るい、奥州の歴史の陰かげで暗あん躍やくしてきた。八阪井父娘は、現代にタマラセビトの血を引き継つぐ末まつ裔えいである。

　末裔達は、今もってその能力を保ち続け、同じ一族としての結束を保っている。現代にあっては探たん偵てい会社という体面の元、種々の仕事を請うけ負って金を稼かせいでいる──その中には非合法活動も含ふくまれる。

　もちろん、魂裸醒のことは企き業ぎよう秘密、彼らの存在意義に関かかわる秘中の秘である。彼らは厳しい掟おきてを以もつて自らを律し、力が外部に漏もれ出ることを防いできた。ウン千年の長きに亘わたり、彼らはそれに成功していたが、ついに掟が破られる事件が起きた。

　つい四年前、戸有の上層部の方針に逆らう反乱分子が、クーデターを起こしたのである。「戸有内乱」と呼ばれるこの事件は、戸有に巨きよ大だいなダメージを与あたえた。多くの死者を出し、さらに魂裸醒十数名が戸有から逃とう亡ぼうするという事態を招いた。

　規模縮小を余よ儀ぎなくされた戸有は、それでもどうにかこうにか体勢を立て直し、新たな出直しを行った。亘わた理り銑せん十じゆう郎ろうなる人物による出直し政権は様々な施し策さくを打ち出し、その中で彼は、脱だつ走そう者しやに対する態度を鮮せん明めいにした。すなわち、外部に逃とう走そうした魂裸醒は皆みな、裏切り者として処しよ刑けいする。彼は村の外へ渉しよう猟りよう手しゆ──村から脱走した者を捕つかまえる仕事に従事する者を、伝統的にこう呼ぶ──を放ち、脱走者のあぶり出しにかかった。

　ある日、戸有に情報がもたらされた。脱走者の一人、船子英えい二じが平磐市に潜せん伏ぷくしている、と。報告してきた渉猟手がその後消息を絶ったことを受け、戸有は新たに使者を派は遣けんすることを決定した。

　そこでやってきたのが、八阪井三千人とその娘むすめ夏か月づきである。

　八阪井父娘の調査により、平磐は想定していたより面めん倒どうな事態になっていることが判明した。魂裸醒の力は、血液もしくは体液を取り込むことで伝染発現する。船子は、平磐市中にたくさんの魂裸醒を生み出していた。

　八阪井父娘は船子を始末することには成功したものの、その過程で船子の残した爪つめ痕あとの大きさを確かく認にんすることになった。この混こん沌とん極きわまりない状態を放置するわけにはいかず、仕事を終えた後も八阪井父娘は平磐に逗とう留りゆうし続けている。僕や九里浜、長坂といった平磐の住人の協力を得て、罪を犯おかす魂裸醒が現れぬよう平磐全体に目を配っているのだ。

　魂裸醒がらみのトラブルに巻き込まれそうな気配の時、僕は必ずこの父娘に相談することにしていた。

　中庭から八阪井家の居間に乗り込むと、ソファにもたれて夏月が居い眠ねむりしているのが見えた。僕の気配に気がつくと、薄うすく目を開く。暫しばしの間寝ねぼけてぼんやりしていたが、

「……大助君!?　ひゃああ」

　相手が僕だと気がつくと夏月は慌あわてて飛び起き、姿勢を正した。寝ね顔がおを見られてしまったのが恥はずかしいようだ。

「そのままでいい」

　僕は手を挙げて楽にするよう促うながしたが、夏月は背筋を伸のばした格好を崩くずそうとしなかった。

　彼女は平磐二高の二年生。四月に転校してきて、偶ぐう然ぜんにも僕のクラスに編入された。背は割とすらりとしていて、整った目鼻立ちは常に暖かな微ほほ笑えみをたたえている。誰だれからも好かれて然しかるべき子であると思うのだが、クラス内では微び妙みように孤こ立りつしている。どうも、戸有という特とく殊しゆな環かん境きようで育ったせいか、他人とのつきあいが苦手らしい。親しくつきあっている人間の数は、僕をはじめとして数えるほどだ。

「三千人さんはいるかな」
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「いるんですけど……」

　夏月は壁かべに目をやった。

　壁の向こうから妙な物音が聞こえていた。よく耳を澄すますと、それは三千人さんの声だった。どうやら、誰かと電話をしているらしい。声は断続的に聞こえてくる。

「……だから、早急な対応をしてほしいと……」

「……君の言うことは矛む盾じゆんしている。私の自己判断で処理しろと言いつつ、それには村の許可がいると言う……」

「……その問題はさっきも言っただろう……」

　少なくとも、数十年来の友人と旧交を温めている、という風ではない。三千人さんにしては珍めずらしく、声を荒あららげている。

「上等だ。私は言うべきことは言ったからな。その時になって泣きついてきても、私の知ったことじゃないぞ。今度会ったら貴様のケツに爆ばく竹ちくをぶち込んで火をつけてやる」

　三千人さんが言葉を切ると同時に爆ばく発はつ音が轟とどろいた。びくり、と僕と夏月が同時に身を震ふるわせる。

　間を置かず、三千人さんは居間に戻もどってきた。右手に固定電話の子機を、左手に携けい帯たい電話を持っている。不ふ機き嫌げんそうな顔をしていたが、僕の姿を認めるとすぐにいつもの不敵な表情に戻る。

「やあ三鶴城君。来ていたのかね。まあ座れ座れ」

　三千人さんは夏月の隣となりの席を示した。促されるままに着席すると、夏月が軽く身体からだが触ふれる程度にすり寄ってくる。目が合うと、「えへへー」と微笑んだ。

　僕も軽く微笑み返してから、三千人さんに視線を向けた。

「今の爆発音は一体なんですか」

　三千人さんは携帯電話を操作し始めた。いくつかボタンを押すと、先ほど同様の爆発音が電話から放たれた。

「着信音さ」三千人さんは平気な顔で言った。「さっきの話はこっちの固定電話でしていたんだが、あまりにむかついたので、送話口に近づけて聞かせてやったのさ」

　空港の中で鳴らしたら、一発で大パニックが起きるに違ちがいない。一体どこでダウンロードできるんだ。

「……向こうの人、今いま頃ごろ耳を押さえてのたうち回ってるでしょうに」

「人の話を聞かぬ耳など、持っていても無む駄ださ。まったく、村の連中もどうしたいんだか」

「戸有の方と連れん絡らくしていたんですか」

「ああ。脱だつ走そう者しやが平磐に大挙してやってくる可能性があるから人をよこせ、と何度もせっついているんだが、なんのかんのと理由をつけて腰こしを上げようとしない。実際に来ていないのならば人は割さけない、だとさ」

「そりゃ困ったもんですね」

「平磐の現状を問題視してはいるようだが、方針が定まらないものと見える。現状維い持じから抜ばつ本ぽん的解決策まで、色々な意見が錯さく綜そうしているらしい」

「抜本的解決策、とは」

「平磐で生まれた魂裸醒は皆みな殺す」

「それは抜本的に過ぎるような気がしますが」

「ま、戸有の上層部にも、色々あるのさ」

　そう言って、三千人さんは言葉を切った。浮うかんでいる複雑な表情からは、その背後にしがらみやら何やら、厄やつ介かいなものが控ひかえていることが読み取れる。

「個人的には、平磐の後天性魂裸醒諸君とは共存共栄を目指したいところではある」

　そうですね、と僕は首を縦に振ふった。

　魂裸醒は、地中から発せられる裸ら光こうと呼ばれる目に見えない光を取り込むことで、その能力を発揮する。裸光を発生させる素となるのは裸光石と呼ばれる鉱物で、これは東北地方全ぜん般ぱんの土ど壌じように薄く広く埋うまっている。放出された裸光を取り込むことで、魂裸醒は超ちよう常じようの力を振るうことができる。

　さて、一方で、魂裸醒に吸収しきれない裸光というものが出てくる。余よ剰じようの裸光は、宇宙の彼方かなたから新たなる裸光石を呼び込むという性質を持つ。メカニズムは分かってはいないが、戸有村の長年の観測によるデータの蓄ちく積せきは、裸光吸収量と飛来する裸光石の間に相関関係があるという事実を示している。

　宇宙から飛んでくる裸光石は、隕いん石せきという形で地上に落ちてくる。戸有ではかねてより「あかがねの悪あく竜りゆう」と呼ばれ、恐おそれられてきた。昔ならば隕石の一つや二つが落ちてもたいしたことはなかったが、現代となるとそうはいかない。

　最新の隕石は十一年前、平磐市の隣の沼渡田市を直ちよく撃げきし、五万人の死者を出した。

　それは日本地図が変化するほどの激しい災害だった。過か疎そ地ちだからこそ犠ぎ牲せい者しやが五万人で済んだのであり、人口稠ちゆう密みつ地ちに落ちていればさらなる惨さん事じを招いていたことだろう。

　話を総合すると──隕石を呼び込むのを防ぐには、魂裸醒が地上から出てくる裸光をきっちり吸収しきらなければならない。そのためには、魂裸醒の数が多い方がいい、ということだ。

「しかし、それはたくさんの人間が超常の能力を得ることになる、ということでもある。超能力を手に入れたが故ゆえに悪の道に走る輩やからは、そう少なくはない」

「表向きは静かですけど、今の平磐市は実質的には無法状態ですからね」

　夏月が口を挟はさんだ。

「船子のやり方はあまりにもまずすぎた、それは間違いない。だが、今いま更さらそれを言い立ててもどうしようもない。現に、平磐には魂裸醒がたくさんいるのだからな」

「たくさんいると言えば、今日どっかの魂裸醒に因いん縁ねんをつけられましてですね」

「ほう？」

　僕は、スーパーのフードコートで出くわした奇き妙みような体験について語った。

「ほう」聞き終えると、三千人さんは唸うなった。「そのジョニーという奴やつは、『魂裸醒』という単語を知っていたんだな」

「はい。戸有の脱走者かとも思ったんですけど、どうでしょう」

「そのような奴はいないと思うね。……君自身、言いがかりをつけられる心当たりがまったくないというんだな」

「ええ、僕自身には。多分九里浜が無茶やってるんじゃないかと思うんですけどね」

「茶ちや髪ぱつにバンダナの青年ねえ。写真でもあれば、助かるんだが」

「似顔絵でも描かきましょうか」

　そう提案すると、三千人さんはペンとチラシを僕に差し出した。僕はそれを受け取り、チラシの裏にペンでさらさらと描き出した。記き憶おくの中にあるジョニーの顔の、特とく徴ちよう的な部分を強調することを心がけて。

　描き終えたところで、チラシをテーブルの上に置く。夏月も横から絵をのぞき込む。

　似顔絵を、三千人さんはじっと眺ながめた。眉み間けんにしわを寄せ、真しん剣けんな面おも持もちで注意深く観察する。記憶の奥底にある誰だれかの断片的な面おも影かげを思い出そうとしているのか──

「聞きたいことがある」

「なんでしょう」

「そのジョニーとかいう青年は、ロボットかなんかなのか」

「何をおっしゃいますやら。その似顔絵がロボットにでも見えるっていうんですか」

「本当のところを言うと、液漏もれしている乾かん電でん池ちのように見える」

　僕は自分の描いた絵をもう一度のぞき込んだ。

　…………

「……そりゃ、角度によっては、液漏れした乾電池に見えないこともないですけどね」

　雅が量りようを示し、僕は認めた。

　三千人さんは似顔絵を百八十度回転させようとした。

「いえ、見方としてはこれで結構です」

　僕は三千人さんの手を取り、似顔絵の向きを強ごう引いんに正しい方へ向き直させた。

「それとも」三千人さんが声を上げた。「そのジョニーって野や郎ろうは、液漏れした乾電池に似た奴なのかね。茶髪でバンダナを巻いた液漏れ乾電池ヅラの青年、ということなら非常に探しやすいな」

　僕はその指し摘てきについて吟ぎん味みして、答えた。

「いや、彼は液漏れした乾電池にはあまり似ていないと思います」

「じゃあ、この似顔絵は役にたたんな」

「なんてことを言うんですか！」僕は逆ギレした。「夏月、君はこの似顔絵をどう思う」

　水を向けられた瞬しゆん間かん、夏月は「まずい」という表情を閃ひらめかせた。

「え、えーと、なかなか独創的なイラストで面おも白しろいんじゃないでしょうか」

　僕はがっくりと肩かたを落とした。

「ま、身の回りには重々気をつけろよ」三千人さんは僕の肩に手を置いた。「君が夏月と四六時中くっついているのがムカツク、とかいう理由で襲おそわれても不思議ではない」

　僕は夏月を見た。均整の取れた身体からだつき、端たん整せいな顔立ち、それでいて時折見せる子犬のような幼ない動作。

「それは十分に考えられる話ですね」

「……うぅ。冗じよう談だんはやめてくださいよー」

　夏月は顔を赤らめながら、プイとあさっての方向を向いた。

　適当に談笑した後、僕は八阪井家を辞した。

　僕は母の実家、花はな谷や家に居い候そうろうしている。僕の生まれた家は沼渡田市にあって両親も健在だが、隕いん石せき災害に端たんを発はつする種々の事情のため、市中心部に近い団地にある花谷家に住み込んでいる。

　自分の部屋に戻もどる。ここはもともと花谷家の娘むすめ、花谷恵めぐ美みの部屋だが、姉さんは今、仙せん台だいの大学に通うため一人暮らしをしている。つい最近まではちょくちょく帰ってきたのだが、最近は仙台に行ったきりだ。なんでも、大学の前期試験があるので忙いそがしいのだとか。

　他人ひと事ごとではない。二高でもそろそろ期末試験が待っているし。

　机の上の端たん末まつを立ち上げる。起動処理の最中、僕は部屋の隅すみのプリント類の山を掘ほり返した。ほどなくして、新年度にもらった学生名めい簿ぼが見つかった。

　名簿には、各クラスごとに生徒の名前と住所、緊きん急きゆう連れん絡らく時の電話番号が書かれている。二年四組の九里浜純の名を探し、九里浜家自宅に電話をかけた。家の方に電話をかけるのはどうも気き後おくれするが、この際文句は言っていられない。

　三コール程度で、相手が出た。

「はい、九里浜です」

　男の声だった。ただし未成年のもので、響ひびきがやや軽い。九里浜に弟でもいたんだろうか、と思いつつ自分の名を名乗る。

「僕は二高の三鶴城という者なんですが、純さんはいるでしょうか」

　九里浜を「純さん」と呼ぶのも違い和わ感かん大だい爆ばく発はつだが、やっぱり文句は言っていられない。電話の相手は「少々お待ち下さい」と言って、電話を保留した。オルゴール音の曲が受話器から流れ出てくる。

　再度電話が繫つながったのは、オルゴール音を三分近く聞かされた後だった。

「すいません」同じ少年の声だった。「お姉ちゃん、『出たくない』って言ってるんですよぅ」

　なにやら、今にも泣き出しそうな声だった。

「緊急の話なんだけど──」

「はいッ。ちょっと待ってて下さいッ」

　言い終えるより早く、また保留。今度は五分近く待たされた。

「すいません、やっぱりダメでした」

　誰が電話に出ているのか知らないが、その人物が憔しよう悴すいしきっているであろうことは電話越ごしにもしっかりと感じ取れた。察するに、電話の相手は九里浜の弟で、常に姉の暴ぼう虐ぎやくに泣かされ続けているのだろう。そう思うと、なにやら同情心がわいてきた。

「なら、いいんだ。また日を改めて電話するよ」

「まことに申し訳ありません」

　少年の謝罪の言葉を耳にしつつ、僕は電話を切った。

　会話を拒きよ絶ぜつされるとは意外だった。となれば、直接九里浜家に乗り込んで直じか談だん判ぱんするよりない。

　先ほどの名簿を取り出し、ブラウザを立ち上げ、九里浜の住所を地図サイトに打ち込む。ほどなくして、目的地近辺の地図が表示された。見たところ、行けない場所では無さそうだ。

　長坂と夏月を巻き込もう。九里浜家に一人で行くなんて、そんな恐おそろしい真ま似ねはできない。

　二人に電話をかける前に、いつもの癖くせでメールチェックを行う。するとメールソフトが一通のメールを受信していた。送信者名には「鶴つる矢や哲てつ三ぞう」とあった。大おお阪さかに住んでいる兄、哲てつ矢やのハンドルネームである。

　どうせいつものくだらないメールだろ、と思いつつ、内容を読む。




　タマネギを冷蔵庫の中に数ヶ月放置していたら三十センチほど芽が伸のびた。ギャー！　冷蔵庫という環かん境きようでも生き抜ぬこうとするタマネギの生命力にちょっと感動した。

　あと今年の夏も墓参りに帰る。昂こう治じ兄さんが死んでからもう十一年にもなるんだな。十一年だから──十二回かい忌きか？　じいちゃんの葬そう儀ぎの時に思ったが、なんで一いつ周しゆう忌きの翌年は三回忌になるのかね。数字のマジックというやつか。

　もういい加減、父さんも母さんも現実を受け入れるべきだと思うがね。


鶴矢哲三






「もうそんな時期か」

　僕はため息をついた。

　三鶴城家の長男、三鶴城昂治は十一年前の隕石災害の際に行方ゆくえ不明となっている。行方不明というのはつまり、遺体が見つかっていないのだ。だから、父さん母さんは今でも、いつか昂治兄さんがふらりと帰ってくるものと信じている。

　隕いん石せき災害の時行方不明になり、今もって遺体がみつかっていない犠ぎ牲せい者しやは他ほかにもたくさんいる。海岸線が変わるような隕石が落ちたのだ、その爆発力の前には人間の肉体など枯かれ葉はにも等しい。兄さんもその「行方不明者」の一人となって眠ねむり続けている──そう考えるのが現実的だ。

　だが、父さん母さんは今もって薄うすい望みにすがりついている。未練がましいんじゃないのか、と思う。そりゃ僕だって、兄さんに生きていて欲しいとは思う。隕石災害の時僕は六歳だったので、記き憶おくはあやふやだが、昂治兄さんが優やさしい人だったことははっきりと覚えている。よくバットとボールで遊んでくれたものだ。

　でも、客観的に見て、兄が生存しているだなんてことはありえない。たしかに遺体が見つかっていない以上、可能性はゼロではないだろう。しかし、そこに有意の確率を見み出いだすのは量子力学くらいのものだ。

　僕の考え方は薄はく情じようだろうか？　とはいえ、死者のことを引きずり続けてなんの益があるというのか。現実を受け止めることが、生者には大事なことだ。僕はそう信じている。

　……兄さんのことを思い出すと辛しん気きになっていけない。僕は頭を振ふって隕石のことを追い出し、長坂と夏月にコールすべく電話帳を操作した。
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　　血は異ならず




　土曜日、僕は夏か月づきと長坂と連れ立ち、九里浜家を訪問した。

「こりゃまた大きいなあ」

　杉すぎやらブナやらの森を抜けたところに建っている家を見て、僕は思わず漏もらした。

　九里浜家は、住宅地から離はなれた山の中にあった。おそらくは江え戸ど時代からあった屋や敷しきを何度も改修しているのだろう、たたずまいは古こ色しよく蒼そう然ぜんとしているが、とにかくでかい。家の横にある、隣りん家かのように見える建物は、おそらく物置だ。正面の扉とびらが開けっ放しになっていて、その奥には耕こう耘うん機きや農具が見える。

「九里浜家ってェのは、昔この辺一帯の土地をあらかた所有していた豪ごう農のうだったらしいからな。農地改革前に持っていた土地は、山三つや四つじゃきかなかったそォだぜ」

　そう説明する長坂は、スーツを着用していた。「これがコルシカ忍にん者じやの忍者服だ」と主張し、プライベートの時は常にスーツを着こんでいる。こんな山の中でスーツを着ている姿は、まるで農耕機具会社の営業マンのようだった。忍しのぶという目的にはかなっていないような気がする。

「九里浜はきっと、旅の芸人一座のテントで寝ね泊とまりしていると信じていたのに」

「なんでだよ」

「猛もう獣じゆう使いとか似合いそうだから」

「おめェは人生の真実というものをわかってねェ」長坂は指し摘てきした。「猛獣使いってのは、ガウガウでかい声でがなりたてる獣けものを、非力そうな女性が操あやつるというところが面おも白しれェんだ。九里浜が非力そうな女性に見えるか」

「むしろ、ガウガウでかい声でがなりたてる獣に見える」

「な？　八阪井が鞭むちを振って、九里浜がそれに従う。やるとすれば、それがベストだ」

　非常に説得力ある言葉だったので、僕は納なつ得とくして深く頷うなずいた。

「あはは。それはちょっと面白そうですねー」

　脳天気そうに夏月は笑った。長坂とは対照的に、夏月は山歩き用の動きやすい服装をして、弁当をリュックに詰つめて背負っていた。すっかりピクニック気分であるらしい。たしかに、九里浜家に至る道はピクニックに適していると言わざるを得ない。

「いやー、純ちゃん家ちって本当に広いですね。森のど真ん中だし、なんか戸有を思い出しますよ」

　辺りを見回しながら、夏月は言った。

　静かだった。耳を澄すまして聞こえてくるのは、山鳥の鳴き声のみ。まるで録音したものを再生しているかのような、きれいな声だ。どこかにスピーカーが設置されていて、そこから環かん境きよう音楽として流しているんじゃないのかと思えるほどである。どれだけ探してもスピーカーらしいものは見つからないので、どうやら本物の鳥の声らしいが。

「昔、森の中に鬼おにが住んでいたとかいう伝説はないの」

　僕が聞くと、長坂は目をぱちくりさせた。

「いや、ねェと思う。なんでまた」

「こんな風に、大自然に囲まれた閑かん静せいで穏おだやかな環境で、どうして九里浜みたいな鬼っ子が生まれるんだ。鬼の子孫と取りかえっ子が行われたとでも考えないと、つじつまが合わない」

「そんな伝説は知らねェな。ただ、あまりの敷しき地ちの広さに泥どろ棒ぼうが迷って、森の中でのたれ死んだとか熊くまに襲おそわれたとか、救出された時にはすっかり髪かみが真っ白になっていたとかいう伝説のよォな話はあるらしいぜ」

「それは本当に日本の話なんだろうか」

「う～ん」夏月は唸うなった。「戸有では結構ありますよ」

「取りかえっ子が？」

「いえ、のたれ死にの方」

「…………」

　その時、家の角の向こうから二匹ひきの猫ねこが現れた。一匹ぴきは黒猫、一匹は白猫。二匹並んでとてとてと歩いてくる。

「あっ。ねこねこー。こっちおいでー！」

　夏月がその場にしゃがんでおいでおいでと手招きした。二匹の猫はさして警けい戒かいするでもなくそばまで寄ってくると、夏月の指を嗅かぎ、それから舐なめだした。

「かわいいですねー」

　もう一方の手で夏月は猫の頭を撫なでた。首輪こそしていないものの、毛並みはつややかで、十分に太っている。あまり人見知りしないし、飼かい猫であることは間ま違ちがいない。

「ケッチー！　シェイミー！　待てよーぅ」

　と、この二匹の猫を探しているとおぼしき家人が角から姿を現した。彼は僕らの姿を認めると、驚おどろいて立ち止まった。

「……どちら様ですか？」

　僕らも驚いてびくりとした。彼の顔が九里浜そっくりそのままだったからだ。

　九里浜本人かとも一いつ瞬しゆん思ったが、声が明らかに違う。昨日聞いた電話の声だ。

　夏月は猫を抱だいて立ち上がり、話しかけた。

「私たちは、純ちゃんと同じ学年の者なんですけど……」

「お姉ちゃんのですかっ」少年は、いきなり慌あわて始めた。「お姉ちゃんがまたなんかやったんですかっ」

「落ち着け少年」長坂が声をかける。「俺達は九里浜に会いに来ただけだ」

　しかし、少年は聞いちゃいなかった。

「お姉ちゃんがまたなんかやらかしたんですねっ。ほんとごめんなさいっ」

　有無を言わせぬ勢いで少年は何度も何度も頭を下げた。なにやら、客のクレームを受ける小売店員のごとくである。

　彼の姿に、なにやら胸を締しめ付けられる思いがした。この少年は、日ひ頃ごろから姉の悪あつ鬼きのごとき所行に苦しめられているのだろう。自分の胸が同情心であっという間に満たされていくのを僕は感じた。

「僕は三み鶴つる城ぎ大助、昨日電話をかけた」僕は自己紹しよう介かいした。「こっちは長坂陵梧、彼女は八阪井夏月」

　手のひらを差し伸のべて示すと、それに合わせて長坂も夏月も会え釈しやくする。

　最後に、僕は手のひらを少年に向けた。できるだけ優やさしく声をかける。

「名前はなんて言うんだ、君」

　少年は僕を見上げた。見れば見るほど九里浜そっくりだ。一点違うのは、その両目に険がまったくないことだ。九里浜を穏やかにしたというか──九里浜から悪あく霊りようを追い払はらったというか。美少年と言って差し支えない。

「九里浜豪ごう、平磐二高の一年生です」

「ゴウ？」

　細ほそ面おもてに全く似合っていない、逞たくましそうな名前である。

「豪君、僕らは九里浜の友達だ。九里浜に会いたいんだけど、いるかな」

「いえ、今日はもう出かけてます」

「そうなの？　どこに行ったか知らないかな」

「さあ……。お姉ちゃん、何も言わずに出て行きましたから。昨日一日がかりで何かを調べてたんですけどねえ」

「そうか」僕は肩かたを落とした。「さすがはホームズ気取り、ワトソン役の僕には捜そう査さの詳しよう細さいを教えたくないらしい」

「じゃ、どうしましょう」

　夏月が言うと、長坂が答えた。

「推理小説的に考えるなら、依い頼らい人にんから話を聞くのが筋じゃねェのか」

「つまり、磐清園に行けってことか」

「他ほかに行く場所があるか。俺には思いつかねェ」

「僕も思いつかない」

「私も思いつきません」

　夏月も言った。

「満場一いつ致ちってェわけだな」と長坂。「ここに来たのは無む駄だ足あしだったみてェだな」

「いや、無駄じゃないさ」僕は豪に言った。「豪君、お願いがある。眼め鏡がねをかけてみてくれないか？　制服を着てくれると、なおいい」

「どうするんですかっ」

「写真を撮とっておけば、知らない人に九里浜のことを説明するのが楽かなと思って」

　豪は納なつ得とくして頷うなずき、家の奥に消えていった。さほど時間をおかず、バタバタと足音をたてながら戻もどってくる。眼鏡をかけてＹシャツを着たその姿は、ますます姉そっくりだった。あとはツインテールさえ再現できれば完かん璧ぺきなのだが、残念なことに豪はロン毛ではなかった。

「それだけそっくりだったら、周りからも間違われるんじゃないの」

　携けい帯たいで写真を撮りながら、豪に言葉をかける。

　豪は大きく肩を落とし、げっそりした表情を見せた。

「そうなんですよぅ。見知らぬ人が突とつ然ぜんやってきて、『この間はよくもやってくれたな』とか言って喧けん嘩かを売ってくることがあるんですよぅ」

「それは災難だね。そんな時はどうしてるの」

「僕に何ができるっていうんですかっ。許してもらうまで土下座一いつ辺ぺん倒とうですよっ」

「ならば少年、コルシカ忍にん法ぽうを習う気はないか？」

　長坂が割り込んできた。

「コルシカ忍法？」

「そう。弱きを助け強きをくじく正義の忍法だ。ちなみにこのスーツはコルシカ忍法の正式な忍者服」

　長坂は自分のスーツ姿を強調するように腕うでを広げた。

「ヨーロッパはコルシカ島に古くから伝わる忍法の一流派で、かのナポレオンもこの忍術を会得していたからこそフランス皇こう帝ていに成り上がることができたという代しろ物ものだ。コルシカ島はその地勢上、統治者が何度も変わったため、島の住民は自衛のための格かく闘とう術を編み出し、──」

　丸っきりのウソッパチを、長坂は立て板に水を流すようにしゃべり始めた。いたいけな少年を惑まどわすのはまずい、と僕は割り込み返した。

「話が長くなるからその辺で。……協力ありがとう。僕らは九里浜を探しに行くよ」

「で、結局お姉ちゃんは、何をしたんですかっ」

　豪が言った。

「何をしたのか、まだよくわかってない。ただ、誰だれかが九里浜の身を狙ねらっているらしい」

「誰かって、誰ですか」

「それをこれから調べに行くんだ。今のところ何とも言えないよ」

　この返答に、豪は明らかに満足していなかった。とはいえ、今の僕にはこれ以上何も確言することはできない。

「安心してくださいよ」夏月が僕の横に進み出た。「私たちの取り越こし苦労かもしれないですから。もし何か問題が起きているとしても、私たちが純ちゃんを守ってみせますよ」

　抱だいた猫ねこを手て渡わたしながら、豪に微ほほ笑えみかける。

　その笑え顔がおに何も言えなくなったのだろう、渋しぶ々しぶながらも豪は引き下がった。

「……お姉ちゃんのこと、よろしくお願いします」

　豪は一礼した。空いた手でもう一匹ぴきの猫を抱き上げると、家の中へと消えていく。

「神は時々よく分からねェことをする」長坂は言った。「なんで同じ親に、九里浜純と九里浜豪という正反対の性格の子供を与あたえるんだ」

　顔が一いつ緒しよなだけに違ちがいが際きわだつ。次に九里浜に会った時、笑いをこらえられればいいのだが。

　念のため、再度九里浜の携けい帯たい電話にコールしてみる。もしかしたらと思ったが、やっぱりなんの反応もなかった。

「全くもう。九里浜の奴やつ、自分でジャミング出してるんじゃないだろうな」

「ジャミング……」

　夏月は急にきょとんとした。恥はずかしげな上うわ目め遣づかいで僕の顔をのぞきこみ、

「すいません、根本的な質問で悪いんですけど、──ジャミングって何ですか？」

　意表をつかれた。

　が、夏月らしい質問ではある。戸有というド田舎いなか出身のためか、夏月は時折やや常識に欠けるところを見せる。まあ、山の中で暮らしていれば、ジャミングなどという単語とは無む縁えんだろう──そもそも民放の電波など届かないだろうから。

「ジャミングってェのは」長坂が答えた。「第二次世界大戦の直前にできた言葉でな。アメリカ陸軍に無線担当の情報技官がいたんだが、こいつがルーズな奴で、飯食いながら仕事をしてたんだ。アメリカ人の食事といえばもちろんパンだが、コイツがある日塗ぬっていたジャムを無線機に落とした。当然無線機は壊こわれちまって、その後の作戦行動に支障を来きたすことになった。それ以来、無線が受信できなくなることをジャミングと言うようになったのさ」

「そうだったんですか」

　夏月はなんの疑いもなく長坂の言葉を信じた。それから僕の顔を見て、

「じゃあ、純ちゃんがジャミングを出しているというのは──」

「つまり」僕は長坂に話を合わせた。「九里浜が自分の携帯にマーマレードでも塗ってるんじゃないか、ということさ」

「名古屋の人間は携帯電話にミソを塗るって言うじゃねェか。それと一緒だ」

　長坂はさらに適当なことを言った。

「……携帯電話にマーマレードを塗ると通話できなくなるんですか？」

　夏月は、人を疑うということを知らない天使のような子だ。僕は思わず目め頭がしらを押さえた。

「……とにかく、磐清園に行こうか」

「九里浜の奴、歩いた後にマーマレードを落としていてくれればいいんだがな」

　長坂は希望的観測を述べた。

「なんだかマーマレードが食べたくなってきました」

　夏月も脳天気なことを言った。頭を抱かかえたくなってきた。

　でも、たまにはこういうのもいいかもしれない。こうしてグダグダ言いながらみんなで遊んで回るのも楽しいもんだ。まさしくピクニックである。

　そんなことを思いながら、僕たちは次の目的地へと歩を進めた。




　　長い死者の列




　平磐の政治の中心、市役所のそばに磐清園はあった。

「小学校みたいですねー」

　正門にぶら下げられた「磐清園」と書かれた看板を見ながら、夏月は言った。

「昔は公立小学校の校舎だったらしいからね」僕は説明した。「沼渡田隕いん石せき災害の時、できるだけ早く孤こ児じを受け入れようってことで、廃はい校こう舎しやを突とつ貫かん工事で改築した養護施し設せつなんだ」

「詳くわしいですね、大助君」

　尊敬のまなざしで夏月は僕を見上げた。

「一歩間違ったら、僕もここに入っていたかもしれないからね」

　僕は苦く笑しようしつつ答えた。

　ところで、勝手に入っていいものなのだろうか。一歩足を踏ふみ入れた途と端たんどこからともなく警備員が現れ出て外に押し返す、なんてことはないだろうが、それでもややためらわれるところである。

　と、門の向こう側、建物のすぐそばの花か壇だんで、何人かの人間が草むしりに従事しているのが見えた。そのうちの一人が身を起こして、けだるそうに伸のびをする。

　高宮だった。

「すいませーん」

　声をかけると、高宮はすぐにこちらに気づいた。手から土を打ち払はらってから、駆かけ寄ってくる。

「どちら様でしょうか……」と尋たずねてから、高宮は僕の顔に気がついた。「あ、以前に学校でお会いした方ですね」

「どうも、三鶴城です。こっちに九里浜が来なかったかな」

「ちょっと前に来ましたよ。男物の制服を着た、変な格好でしたけど……ご一いつ緒しよに行動してるんじゃなかったんですか？」

　高宮は首を傾かしげた。

「諸事情あって二人で別々に捜そう査さしているんだ。ちょっと九里浜に伝えたいことがあるんだけど、電話が繫つながらないんで探している」

「と言いますと」

「九里浜を狙ねらっている奴がいるらしい」

　高宮は息を吞のんだ。

「それは、九里浜さんの捜査と関係があるんですか」

「今のところは何とも」僕は頷うなずいた。「可能性はある。ただ、九里浜が具体的に何をしているのか、僕の方でもつかんでいないんだ。知っていることがあったら、教えてくれないかな」

「わかりました。立ち話も何ですから、こちらへ」

　高宮は僕たちを学園内に導き、一室に招き入れた。食堂らしい広い部屋で、六人掛がけの食しよく卓たくが複数、規則正しく並んでいた。壁かべの一方は庭に面しており、大窓を開けるとすぐに庭に降りられるようになっている。日の光を取り込んだ明るさが、部屋に清潔な印象を与あたえていた。

　待っている間、夏月は窓に張り付いて花壇を見ていた。花壇は十分に手入れが行き届いており、赤や黄色の花々が色とりどりに咲さいている。夏月は目を輝かがやかせながら花に見とれていた。

「平磐に来て初めて知ったんですけど」と夏月は言った。「世の中には私の知らない花がたくさんあるんですね。戸有にいた頃ころは全然知りませんでしたよ」

「戸有には花壇とかねェのかよ」

　笑いながら長坂が聞く。すると夏月は頷いた。

「そうですね。食用植物と毒を持っている植物は栽さい培ばいしてますけど。私もそっち方面なら名前とかたくさん知ってるんですけどねー。トリカブトとかジギタリスとか」

「…………」

　ほどなくして、高宮はわざわざ麦茶を持ってきてくれた。やや名残なごり惜おしそうに、夏月は席に戻もどった。

「聞きたいことが色々あるんだけど」と僕は切り出した。「結局、大河原の行方ゆくえは全く音おと沙さ汰たなしなんだね」

「そうですね。先週の木曜日にいなくなって、もうすぐ十日くらいになりますけど、いいニュースは何もありません。九里浜さんもちょくちょく調査報告に来てくれるんですけど、あまり芳かんばしくないみたいで」

「九里浜がなにを重点的に調べているのか、わかるかな」

「実は、つい昨日妙みようなものが出てきたんです。大河原君の部屋でスクラップノートを見つけたんですけど、九里浜さんがこれにいたく興味を示しまして」

「スクラップノート？」僕は聞き直した。「大河原が新聞記事を集めてたってこと？」

「はい。沼渡田隕いん石せき災害関連の記事がほとんどなんですけど……見ます？」

「差し支えなければ」

　そう言うと、高宮は頷いて席を立ち、部屋から出て行った。

　こちらがコップを干す間もなく、高宮は戻ってきた。小こ脇わきに抱かかえていたスクラップノートをテーブルに置く。

　僕は無言でスクラップノートを手に取った。新品とは言えないが、めちゃめちゃ古いというわけでもない。せいぜい五年物といったところだろうか。

　表紙を開き、中を見る。最初のページには、小さく折りたたまれた白い紙が貼はり付けられていた。慎しん重ちように広げると、中身が見えた。それは、十一年前の沼渡田隕石災害に関する新聞記事一ページのコピーだった。日付は隕石激げき突とつから一週間ほどたった頃のものだった。

　記事の内容は、隕石災害による死者、行方不明者、重傷者の名を居住地区別に並べたリストだった。まだまだ大混乱の続くうちに作られたリストなのだろう、死者よりも行方不明者の数の方がはるかに多い。この頃はまだ被ひ害がいの実態を完全には把は握あくできていなかったのだ。

　ノートの二ページ目以降にも、折りたたまれた人名リストが貼り付けられていた。最終的な死者は五万人に上った災害だ、新聞一ページや二ページでは全すべての名を記すことはできなかったはずだ。

　それぞれの記事を開き、一応内容を確かく認にんする。

「これはなんですか？」

　夏月が、三ページ目の記事の一部を指さした。その一角だけ、何人かの名前に赤ペンで傍ぼう線せんが引かれていた。

「それは」高宮が説明した。「大河原君の通っていた幼よう稚ち園えんの園児の名前みたいです」

「線を引かれた名前、チェックした方がいいかもしれねェぜ」長坂が言った。「そいつらの名前の頭かしら文字を並べていくと文になる、とかいう暗号が隠かくされているかもしれねェ」

「九里浜さんもそんなこと言ってましたけど、結局関係ないという結論になったみたいですよ」

　控ひかえめに高宮は言った。

　長坂は手で顔を覆おおった。九里浜と同じ思考を辿たどってしまったことが恥はずかしかったのだろう。

　さらにノートをめくっていく。添てん付ぷされた記事は、しばらく隕石災害当時のコピーが続いた。おそらく大河原は過去の新聞を図書館かどこかで借り出し、必死にコピーしては切り抜ぬいたとみえる。自分の運命を大きく変えることになった事件について興味を持つことは、さほど不思議な話ではない。

　やがてコピー記事は途と切ぎれ、数ページ空白が続いたが、進んでいくと今度は実際の新聞の切り抜きが現れた。今度は小さい記事で、しかも隕石災害とは何ら関係ないもののように思えた。

「中学二年生が二名行方不明……？」

　失しつ踪そうの記事だ──数日前から行方不明の十四歳の子供二人、今いま根ね幸こう司じと木き村むら麻ま衣いの捜そう索さく願が出されたというニュースを伝えるものだった。

　記事のそばに書き込まれた日付によると、三年前の事件らしい。ノートの見開きに六点の切り抜きが貼ってあり、捜査の経過を追っていたが、事件が解決したという内容は見あたらなかった。これらの記事が全てと信じるならば、失踪事件は未解決ということになる。

　二ページの空白を挟はさみ、次にノートに貼られていたのは自殺の記事だった。

「今度は中三が川に投身……と」

　十五歳の少年が遺書を残して川に身を投じた、というニュースだった。自殺者は沢さわ崎ざき智とも則のりという名らしいが、それ以上詳くわしいことは書かれていなかった。

　その下には、やはり事件の続報が一枚だけ貼り付けられていた。遺書が発見された場所から下流を捜索しているが、死体がいまだに見つからない、ということを伝えていた。

　その後のページは全て白紙だった。

　この二つの事件と沼渡田隕石災害になんの関係があるというのか。

「いや待て」長坂が突とつ然ぜん手を伸のばした。「最後のページに何かあるぜ」

　指し摘てきの通り、最後のページにこれまでとは趣おもむきの違ちがう内容の紙が貼られていた。なにかの名めい簿ぼをコピーしたものだ。

「幼稚園の名簿か？」

　最上部には「川かわ向むかい幼稚園園児名一覧」とあった。六十人程度の名前が二列に分けられていて、それぞれの頭には「年長組」「年少組」という文字が打たれている。

　ただし、名前の部分はあらかた黒い線で消されていた。他ほかには線が引かれていないものが四つ、赤い線で消されているのが三つ。リスト内の大河原自身の名前には、何も線が引かれていなかった。

「黒い線で消された名前は、隕石災害の時に亡なくなった方々の名前みたいです」

　高宮が口を挟んだ。

　言われてページを遡さかのぼり、死亡者行方ゆくえ不明者リストの記事を開く。傍線の引かれた名前とリストの名前を見比べると、たしかに合がつ致ちした。

　では赤い線で消された名前はなんなのか。これは考えるまでもなかった。今根、木村、沢崎。さっきの失踪事件と自殺事件に出てきた三つの名前と一致する。

　要は、このスクラップノートは、大河原の幼稚園時代の園児達の死に関する記事を集めたノートというわけだ。

「妙みようなノートを作ってるんだな」と長坂。

「気持ちは判らないでもない」僕はフォローした。「僕も、幼稚園児の頃ころに同級生をたくさん亡くしたからね。ただ、生き残りのうち三人が自殺に失踪、ってのは不思議だね」

「正確には、四人ですね」夏月が付け加えた。

　線で消されていない名前は四つだ。しかもそのうち一つは大河原なので、このリストの中で今も普ふ通つうに生活している人間はたった三人、ということになる。

「九里浜のことだ、このノートと今回の事件には絶対関係がある、とか言い出したんだろ」

　僕が聞くと、高宮はすぐに頷うなずいた。

「ええ。まずは生き残りの三人に話を聞かなきゃ、って言い出しまして。今日九里浜さんがこっちに来たのも、三人のうち一人、住んでいる場所がわからない人がいるから教えてほしい、という話だったんです」

　園児リストの中の、ある名前を指さす。そこには「平ひら賀が幹みき彦ひこ」とあった。

「この人がわからない、と言ってました。私も知らなかったので、お役には立てませんでしたけど」

「ということは、他の二人はわかっているってことか」

「はい。というか、一人は磐清園にいるんですよ」

　高宮は声を潜ひそめて言った。なにか、人目をはばかるような妙な物言いだ。その点を問いただそうとしたちょうどその時、

「…………高宮」

　食堂の入り口から静かな声が上がった。




　大きく開いたままのドアの向こうに女の子が一人、柱に背をもたせかけ、腕うで組ぐみをして立っていた。いつの間にそこに現れたのか、ほとんど気配もない。さながら幽ゆう霊れいのごとくである。

　年ねん齢れいは僕らと一いつ緒しよくらい。髪かみは夏月と同じかやや長いという程度。印象は非常に冷たい。口を一文字に閉じ、隙すきのない気配を漂ただよわせ、固い視線を僕たちに投げつけていた。起き抜けに無理難題を命令された低血圧の人、という印象である。

「その人達、どちらの方？」

　問いかける声も固く、冷たかった。

　高宮が腰こしを浮うかした。困ったように顔を曇くもらせながら、それでも僕らを紹しよう介かいしようとする。

「この人達は、私の友達の知り合いで──」

「大河原の失しつ踪そうを調べてるのね」

　高宮の言葉を遮さえぎるように言った。慎しん重ちような歩調で食堂の中に入り、僕らに視線を釘くぎ付づけにしたまま横へ横へ、回り込むように近づいてくる。

　ものすごい警けい戒かいっぷりだ。なんだか自分のことが猛もう獣じゆうに思えてくる。

　ある一点で少女は足を止めた。僕たちの座っている位置から約二メートルの距きよ離りを取り、夏月をにらみつけた。

「…………迷めい惑わく。私たちの身内のことには口を出さないでもらえない？」

　感情を抑おさえた低い声。怒ど気きはないが、そのことがかえって彼女の怒いかりを感じさせる。

　夏月は目を白黒させた。少女は明らかに夏月を睨にらみつけていた──僕と長坂を飛び越こえて。まるで夏月に最初から目をつけていたかのような振ふる舞まいである。
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「伊い勢せ谷やさん、ちょっと──」

　高宮はいさめようとしたが、伊勢谷と呼ばれた少女は高宮にも怒りを向ける。

「外の人間をむやみにここに入れないで」

　視線に射すくめられ、高宮は押し黙だまってしまった。

「ひょっとして、君も九里浜の質問を受けたのかな」

　僕は尋たずねた。

　伊勢谷は腕を組み直し、指をわさわさと動かした。苛いら立だちを必死に押さえようとしている。

「あたしに会いに来た子はいた。でも、質問に答える義務はない。いきなり『大河原浩ひろしを殺したのはあんたね！』とか言い出すような相手には」

　九里浜の奴やつ、またも頭の悪い捜そう査さ手法で尋じん問もんに当たっているらしい。この人が敵意を露あらわにするのも当然というものだ。

「ということは、僕らが何か質問しても、答えてくれないということかな」

「…………笑止千万」

　伊勢谷は鼻で笑っただけだった。その態度は頑かたくなで、容易にうち解けそうな気配はない。

「こいつに見覚えはないかな。こいつが九里浜をつけ狙ねらっているらしい」

　僕はカバンの中から一冊のメモ帳を取りだし、その中の一ページを伊勢谷に突つきつけた。八阪井父おや娘こからの酷こく評ひようを受け、今朝改めて描かき直したジョニーの似顔絵である。もう誰だれにも「液漏もれした乾かん電でん池ちのようだ」とは言わせない。

　伊勢谷はメモ帳を受け取ろうと左手を伸のばしてきた。その手は何な故ぜか包帯でバンデージされている。

「…………？」

　ほとんど無意識のうちに、伊勢谷の右手を見たが、こちらは何も巻いていない。包丁かなんかで手を切ったんだろうか？

　僕がそんなことを考えている間に、伊勢谷はその左手でメモ帳を持ち、似顔絵を観察した。そのうち、深刻な表情がますます深刻になる。

「…………液漏れ」

「は？」

「液漏れした乾電池にしか見えない」

　そして、上下を逆さまにしようとした。

「いや、もう結構です」

　僕はすぐさまメモ帳を取り返した。伊勢谷は少し面食らったような顔をしたが、すぐにもとの冷静沈ちん着ちやくな態度に戻もどった。

「あんな風にそっちこっちで人様に迷惑をかけてたら、疎うとましく思われるのも当然。蠅はえ叩たたきで蠅を叩く人を責めることはできない」

　冷たく言い放つ。よほど九里浜にイヤな目に遭あわされたに違ちがいない。

　夏月が僕の袖そでを引っ張って注意を引いた。顔を向けると、夏月は眉まゆをひそめて頭を横に振った。もうおいとました方がいい、という意思表示だった。見れば、高宮の方も申し訳なさそうに小さく縮こまっている。

　これ以上長居しても迷惑をかけるだけだ。僕はコップの麦茶を干してから、席を立った。




　高宮は磐清園の正門までわざわざ見送りに来てくれた。

「伊勢谷さんも、ピリピリしてるんですよ」高宮は言った。「大河原君は幼よう稚ち園えん以来の友達だったそうですから、彼女も不安なんだと思います」

「九里浜に対してもあんな感じだったの」

「ええ。昨日は伊勢谷さんが癇かん癪しやくを起こしちゃって、最後はつかみ合い寸前にまでなりました。九里浜さん、今日来た時も、伊勢谷さんに会わずに済むようさっさと行っちゃいましたし」

　まあ、初対面の人間に人殺し呼ばわりされれば癇癪を起こすのも当然だろう。

「今日の伊勢谷さんの立ち振る舞い、変だと思ったでしょう？　最近は初対面の相手にやたら警戒するようになったんです。なんか、姿の見えない敵におびえているような感じですね。すっかり笑わなくなっちゃいましたし」

「……九里浜がどこに行ったか、わかるかな」

　高宮は少し考え込んでから、

「もう一人、住所がわかっている人に話を聞きに行く、と言ってました」

　脇わきに抱かかえたスクラップノートを取り出し、園児リストを指さした。

「この迫さこって人が、大河原君と同じ磐工野球部の部員らしいんです。今日も部活で学校に出てきているはずだ、って会いに行ったみたいですね」

「なるほど、ありがとう。じゃあ、僕らも行ってみる。迷惑かけたね」

　高宮は一礼して別れの言葉を述べ、僕たちは磐清園を辞した。

「磐工か」歩きながら長坂は言った。「九里浜が男装してるのは、磐工に行くためか」

「そうだろう」僕は同意した。「九里浜の奴、調査のために何度も磐工に行っているらしいからね……ジョニーの言葉が正しければ」

　ふと横を見れば、夏月が深刻な顔つきで、何度も何度も背後──磐清園の方を振り返っていた。

　つられて振り返ると、玄げん関かん口のあたりで高宮と伊勢谷が口論している姿が見えた。

「どうしたの。忘れ物でも？」

「いいえ、そう言うわけじゃ──」少し黙だまり込んでから、「伊勢谷さん、なんで私にばっかり敵意を向けてきたんだろう、と思って」

　それは僕も内心妙みように思ったことだった。伊勢谷の悪意は明らかに指向性を持っており、その先は夏月を向いていた。何故だろう。

　長坂は夏月の手を指さした。主に、相変わらず絆ばん創そう膏こうが巻きっぱなしの指のあたりを。

「包丁で指切るだけの軽傷で済んでいる奴が許せねェんじゃねェのか。あいつの左手を見たろ」

　どうやら長坂も、伊勢谷の左手の包帯は包丁で切ったからだと解かい釈しやくしたらしい。

「むう。これでも私、料理の腕は上達してるんですよ。以前に比べて絆創膏減ってるじゃないですかー」

　不満に夏月は唇くちびるを尖とがらせた。

　とにかく、どうも全体的にすっきりしない話ばっかりだ。何はともあれ、九里浜を捕つかまえて話を聞く必要がある。僕たちは磐工へ向かって足を速めた。




　　なりすまし詐さ欺ぎ




　磐工野球部グラウンドは平磐工業の校舎の裏手にあった。平磐川の支流、ゆるやかにカーブを描えがいて流れる砂すな嚙がみ川がわの内側の平地に、練習場が整備されている。ホーム奥のバックネットが立っているだけの、フェンスもなければベンチもない非常にシンプルな野球場ではあるが。周辺は茂しげみや背の低い木など、すっかり緑色に覆おおわれている。誤ってボールを放り込んだら、探し出すのに三年くらいかかりそうだ。

　野球部の練習は昼休みなのか、それとも午後から始まるのか、練習用ユニフォームを着た部員は数人しか見あたらなかった。

「夏月、君が聞いてみてくれないかな」

　僕は夏月に言った。

「私がですか？」

　夏月は自分の胸を指さす。

「うん。僕みたいな野や郎ろうが聞くより、スムーズに話が進むだろ」

「そりゃいいや」長坂が言った。「ボールとバットがお友達な連中だ、八阪井に詰つめ寄られたら、こっちが聞いてないことまでしゃべってくれるだろォぜ。それはもォ滝たきが流れ落ちるよォな勢いで」

「そうですかねえ」

　嫌いやそうに夏月は首を傾かしげる。内心、見知らぬ人間に声をかけることを恐おそれているのだろう。気持ちは判るが、夏月はもう少し他人と会話を交かわすことに慣れた方がいいはずだ。

「お願いするよ、夏月」

　僕は夏月の背を押した。

　ためらいがちに夏月は数歩進んだ。一いつ旦たん立ち止まり、大きく深呼吸する。笑え顔がおを作って、一番そばにいた野球部員、グラウンドの端はじっこに埋うめられた土管に座っている二人組に声をかけた。一人は今年春に入ったばかりの新入部員、もう一人はその先せん輩ぱいという風である。

「すいません。ちょっと人を探しているんですけど」

　二人ははっとして顔を上げた。

「は、はい!?」

　慌あわてたように二人同時に声を上げ、夏月の顔に見とれた。

「この人を見かけませんでしたか」

　携けい帯たいのカメラで撮とった九里浜豪の写真を、夏月は二人に見せつけた。

　二人は顔を見合わせた。

「これって、ついさっき迫さんに会いに来た人じゃないですか」

　新入部員が言うと、先輩部員も相あい槌づちを打つ。

「ああ、そうだそうだ」それから夏月を見て、「この人なら、ついさっき二年の迫に会いに来ましたよ」

「その後、どこに行ったか分かります？」

「僕たちは知りませんけど、きっと迫なら知ってると思いますよ」

「それじゃあ、迫さんを呼んできましょうか？」

　先輩部員を押しのけるようにして、新入部員が提案してきた。夏月が頷うなずくか頷かないかのうちに、背を向けて部室の方へ足早に向かっていく。我先とばかり、先輩部員の方も彼のあとを追っていった。

「ほら、効果覿てき面めんじゃないか」

　僕は言った。が、自分の笑顔が二人の野球部員に及およぼした影えい響きようとその反応について、夏月は当とう惑わくしているようだった。

　ほどなくして、二人の野球部員は一人の野球部員を引っ張ってきた。

　その野球部員は、雲つくような大男だった。幼い頃ころから、草野球をやるときは真っ先に捕ほ手しゆに指名されたに違ちがいない。頭を丸まる坊ぼう主ずにしているところは、僧そう侶りよを想起させる。ただし、山奥のお寺にこもっている坊さんではない。荒あら法ほう師しとか破は戒かい僧そうとかいう名前が似合いそうだ。ある意味超ちよう高校級である。

「こちら、迫です」

　二人はそう紹しよう介かいして一歩下がり、その位置で立ち止まった。普ふ通つうの野球部員と並ばれると、迫の異様さがますます際きわだつ。二人は、身体からだの線も細く顔つきも年ねん齢れい相応で、いかにも「白球に青春を懸かけるぜ」といういい意味での青あお臭くささにあふれている。

　一方、迫は体格、顔つき、振ふる舞まいなど、野球部に十年以上も居座り続けている古強者にしか見えなかった。本当に僕と同じ年齢なんだろうか？　たしかに、僕も常に実年齢より八歳くらい上に見られる。生まれてきた時既すでに八歳の容姿をしていたのではないのだろうかと思っているのだが、迫の場合、生まれた時点で見た目三十歳は行っていたと思われる。

「おまえら、グラウンド整備しとけ」

　迫の手の一振りで、二人は部室の方に歩いていった。子分が親分の命令に従うかのごとく、である。貫かん禄ろくが違う。

　改めて僕らに向き合い、迫は口を開いた。

「おまえら、何の用じゃあ」

　地の底から響ひびいてくるような声だった。ちょっとでもつつけば火山が爆ばく発はつしそうな、敵意あふれる気配を醸かもし出している。

　僕はできるだけ相手を刺し激げきしないように進み出た。

「こいつを探してるんだ。ここに来たと思うんだけど」

　携けい帯たい電話で撮った豪の写真を見せる。

　迫はこっそりとのぞき込むように写真を見、何も答えぬままに僕らの顔に目をやった。なんだか、僕らの顔色をうかがっているようでもある。

「──来とったな」

　言げん質ちを取られることを恐れてか、迫は短く答えた。

「おい三助」長坂が耳に口を寄せた。「俺達が敵じゃないことを教えた方がいいみたいだぜ」

　同感だ。様子から判断するに、彼もまた九里浜の容よう赦しやない尋じん問もんを受けて心に傷を負ったに違いない。

「えーと、僕たち、こいつを捕つかまえたいんだよ」

「捕まえるじゃと」

「そうそう。こいつ、もしかして三鶴城大助とか名乗っていなかったかな」

「……おお。そう名乗っとったなあ」

「実は、三鶴城大助ってのは僕なんだ」

　迫は意表をつかれたような顔をした。

「ほらほら、この通り」

　二高の学生証を差し出す。迫は学生証を受け取り、名前を読んだ。

「どういうことじゃあ。あの二高生は、おまえの名前を騙かたっとったのか」

「そうなんだ」被ひ害がい者しやヅラをして、僕は訴うつたえかけた。「どこぞの誰だれだか知らないけれど、僕の名前を勝手に使って活動している奴やつがいる。止めなきゃと思って、こいつを探しているところなんだ」

　迫の表情は困こん惑わくの雲に覆おおわれた。だが少なくとも、僕らに害意が無いことは伝わりつつあるらしく、敵意はいささか和やわらいできている。

「こいつがどこに行ったか、わかるかな」

　聞くと、迫はあたりをちらちらと見、熟じゆく慮りよに熟慮を重ねた末に答えた。

「知らん。わしゃ知らん」

　奥歯に物が挟はさまったような言い方だった。

　僕は携帯電話を振りながら重ねて聞いた。

「こいつに口止めされている？」

「いんや、そんなことはない」

　何かを隠かくしているのか、それとも単純に口が重いだけなのか、判別できるだけの手がかりはなにもなかった。

　なんだか怪あやしい。

　とはいえ、腕わん力りよくに訴えるわけにはいかない。彼ひ我がの体格差は明白である。迫は素す手ででも僕を三秒で殴なぐり殺してしまうだろう。ねばり強く質問を重ねるしかないようだ。

「僕の偽にせ物ものは、君に何を聞きに来たの」

「……話さなければならんのか？」

「まあ、義務はないけど。でも、そんなに隠さなきゃならないようなことなの？」

　そう言い返されると、またも迫は考え込み、しばらくして重々しく言った。

「……大河原のことじゃあ。つい最近、うちの野球部で失しつ踪そうした奴がおってなあ」

「ああ……新聞で読んだよ。野球部員だったの？」

「おお」迫は僕の質問になんの不ふ審しんも抱いだかなかった。「俺と奴とは幼よう稚ち園えん以来の親友でなあ。失踪前の大河原の様子とか、部活や学校生活で悩なやんでいる様子はなかったか、とかなんとか、色々あいつに聞かれた」

　またもしばらく黙だまり込んでから、迫は付け加えた。

「たしかにここんとこ、あいつの様子はおかしかったのォ」

「というと」

「妙みように細かいことですぐキレとった。失踪当日には練習後に喧けん嘩かをやらかしとったな」

「喧嘩？　原因は何？」

「体がぶつかったとかなんとか、些さ細さいなことじゃあ。本格的な殴り合いになる前にわしが仲裁したから大事には至らなんだ。が、大河原の奴、翌日からいなくなっちまったんじゃあ。煙けむりみたいに」

　そこまで言ってから、喋しやべりすぎたとでも思ったのか、迫は口をつぐんだ。

「僕の偽物にも、そういったことを喋ったの」

「おお。いきなり『大河原浩を殺したのはあんたね！』とビーンボールを投げつけられたもんで、すっかりあいつのペースに巻き込まれて、ベラベラしゃべっちまったんじゃあ。最後には殴ったろかと思ったもんじゃ。あいつがもう五分食い下がっていたら、うちの野球部が暴力行こう為いで対外試合禁止になるところだったわい」

「…………」

　九里浜は誰かれ構わず犯人呼ばわりして相手の動どう揺ようを誘さそうという手段を取っているようだ。探たん偵ていが数打ちゃ当たる式に犯人を指定していいのか。ゲームのコマンド総当たりでもしているつもりなのか。

「そいつ、話を聞いた後、どこに行くとか言ってなかった？」

「……覚えとらんな」

　ふいとあらぬ方向を見やりながら、迫は答えた。

　グラウンドの隅すみの方で部員の一人が「迫さーん」と声を投げてきた。迫は振ふり向くと「ちょっと待っとけ」と叫さけび返した。それから僕らを見て、

「そろそろいいか」

「最後に二つだけ」

　僕はメモ帳を取り出し、その中の一ページを迫に見せた。

「この男に見覚えは？　似顔絵だけど」

　迫は似顔絵をじっと見つめた。

　ためつすがめつ眺ながめ、メモ帳を上下逆さにする。

「いや、向きはそのままでいい」

「そうか」迫はメモ帳を突つき返した。「知らん。液漏もれしている乾かん電でん池ちみたいなツラをしている知り合いは、わしにはおらん」

「そう」内心のショックを隠しつつ、僕はメモ帳を畳たたんだ。「もう一つ、平賀幹彦って知ってる？」

　迫は表情を変えなかった。

「昔のダチじゃあ。幼稚園から中学校まで一いつ緒しよだったが、最近は会っとらん。高校行かないで働いているらしいが、住んでいる場所もよく知らん」

「働いている？」

　学歴社会のこのご時世に、中卒で働く道を目指すとは珍めずらしい。

「早く独り立ちしたかったそうじゃあ。俺達は、──十一年前に親を亡なくしてるんでな」

　あとは察してくれ、と言わんばかりに迫は沈ちん黙もくした。「十一年前」という単語が「隕いん石せき災害」の隠いん語ごであることは平磐市民の常識だ。

「時間を割さいてくれてありがとう」

　僕が頭を下げると、迫は手を挙げて応こたえ、グラウンドの方にのっしのっしと走っていった。

「どう思う」

　迫がすっかり向こうの方に行ってしまってから、僕は長坂に問いかけた。

　長坂は少し考えてから、真しん剣けんな顔で言った。

「あの迫という野や郎ろうは、身体からだがでけェという理由だけで子供の頃ころからキャッチャーばかりやらされてきたんだと思うぜ」

「……迫の言動がやったら怪しいことについて意見を聞きたかったんだけど」

「ああ。露ろ骨こつに怪しいな」長坂は僕を見た。「ンなこと、俺に聞くまでもねェだろォが。それよりどうする？　また九里浜の足取りを見失ってしまったぜ。だんだん近づきつつあるのは間ま違ちがいないはずだが」

「とりあえず、あっちに行ってみないか？」

　僕は、グラウンドの外野のさらに向こう側、川沿いの小道の方を指さした。その小道は、しばらく行けば平磐大橋のたもとから県道に出る。県道をまっすぐ行けば、平磐駅に通じる。

「迫は九里浜の行き先を知らないって答えたけど、質問した瞬しゆん間かんあっちを見た。ひょっとしたら、と思うんだけど」

「そうですね」夏月は肯こう定ていした。「あの人、強こわ面もてですけど、案外正直そうでしたもんね？」

「そォか？」長坂は露骨に疑いの声を上げたが、「まあ、行く当てもなくなったし、ブラブラ行くか」

　というわけで、僕たちは川岸に出た。車が一台通れる程度の細い砂じや利り道だ。せいぜい駅方面に帰る高校生が時折使う程度なので、土曜の昼下がりという時間帯、僕らの他ほかに道を歩く人は見あたらなかった。道の左右は背の高い葦あしが密集して生えているので、妙みような圧あつ迫ぱく感かんを受ける。

「車が来たら避よけられないですね」

　この道を初めて通る夏月は、そんな感想を口にした。

「橋のたもとまで出れば、視界が広くなるんだけどね」僕は言った。「しかし、これからどうしよう。どうやって九里浜を追えばいいんだ」

「九里浜の気持ちになって考えてみろ」長坂が言った。「あいつは、平賀幹彦という少年の居場所を知りたがっている。ところが頼たのみの綱つなの迫も何も知らねェと言ってきた。そこで九里浜だったらどォする」

「まず、やり場のない怒いかりを通行人にぶつける」僕は即そく答とうした。「そうだ、血だまりを探すんだ」

「それらしいものはないですよ」辺りを見回しながら、夏月はごくまじめに答えた。

「あるわけねェだろ」長坂は呆あきれ気味に言った。

「いや待て」僕は足あし下もとを指さした。「これを見ろ」

　噂うわさをすれば影かげ、とでも言えばいいのか。道の真ん中に血だまりが小さく広がっていた。




　　ピクニックの終着点




「血だまりだ」僕は言った。「冗じよう談だんのつもりだったのに！」

　その血けつ痕こんは、誰だれにも踏ふみ消されることなく、できた時そのままの姿を留とどめているように思えた。乾かん燥そうしていないところを見ると、かなり新しい。

　ここに見える血の量はそれほど多くない。が、道の前方を見やれば、点々と血痕が続いている。これがどこまで続いているのか──

「あれを見ろ。決けつ闘とう場に誰かいるぜ」

　はるか前方を長坂は指さした。

　場所は平磐大橋のたもと。葦の壁かべが途と切ぎれて、ちょっとした広場と呼べるような空間が前方に広がっている。長坂が示したのは橋の真下、橋が作る大きな影の中だった。

　二つの人影がそこにあった。一人は二高の男子生徒の制服を着ている。おそらくは九里浜だろう。

　向かい合うもう一人は、髪かみを茶に染め、バンダナを巻いていた。

　ジョニーだ。

　僕たちは駆かけだした。

「決闘場ってなんですか？」

　走りながら夏月が聞き返す。

「あの橋、結構最近、片側二車線に増築されたんだ」僕は答えた。「それで橋の真下が上からほとんど見えなくなった。おかげであの場所、学生の間では野外で人目をはばかることを行う場所として定着している」

「そォそォ」長坂も言い加える。「告白するとか、決闘するとか、もしくは告白と決闘を同時にするとか」

「あれは」夏月は前方を見た。「今から告白する気配じゃないですよね」

　僕らが決闘場にたどり着いた時、九里浜は既すでに戦せん闘とう態勢を取っていた。

　高宮が言った通り、九里浜は弟の制服のズボンをはいていた。上はＹシャツ一枚。いつものツインテールではなく、髪を首の裏側で一つにまとめている。どうやら男装しているつもりらしい。左ひだり腕うでの袖そでが大おお幅はばに切り裂さかれ、その布地が血に濡ぬれたままひらひらと風に吹ふかれていた。

　右手には既に「エア・キル」があった。一メートルの長さを誇ほこる鉄てつ扇せんの形状を取る、彼女の魂たま裸ら醒せだ。

　その九里浜と対たい峙じしているジョニーは、右手に魂裸醒、鉄の爪を発現させていた。

　二人は、お互たがいを親の仇かたきとでも思っているかのように激しく睨にらみ合い、隙すきを探さぐって間合いを計り合っていた。

「純ちゃん！」

　夏月が叫さけぶ。

　それを合図にしたかのように、二人は打ち合いを始めた。

　九里浜が踏み込んで大上段から鉄扇を振ふり下ろす。

　空気を引き裂く一いつ閃せんを、ジョニーは爪で払はらいのけた。九里浜の体が流れたところに、回し蹴げりを放つ。

　キックを九里浜は避け損ね、左腕で受けた。が、ひるまずに体を半回転させ、バックハンドでジョニーの脇わき腹ばらを狙ねらった。ジョニーは大きく後ろに飛んで、攻こう撃げきをかわす。

　距きよ離りが離はなれ、間合いが開いた。

　その間に、僕たちは九里浜のもとに駆け寄った。

　腕を怪け我がしていながら、九里浜は全く闘とう志しを失っていなかった。怒りの視線を僕に向け、

「……今いま更さら何しに来たのよぅ！」

　嚙かみついてきた。

「僕もあいつに喧けん嘩か売られたんでね。今更ながら加勢しにきたのさ」

「そりゃどうも。でも、あいつはあたしに任せなさい」

　九里浜はもう一度距離を詰つめにかかった。

「フン！　俺は四対一でも一向に構わないぜ」

　一方でジョニーもやる気十分、余よ裕ゆうの物言いである。大おお股またに近寄ってくる。

　さてどうしたものか。迷ったその瞬しゆん間かん、長坂が発言した。

「なあ三助。九里浜とジョニーが直じか談だん判ぱんで話をつけてくれるってェ言うんなら、別に俺達が口を挟はさむことはねェんじゃねェのか」

　僕は長坂の提案を存分に吟ぎん味みした後、返答した。

「……それもそうだ。九里浜も任せろって言ってるし、ここは見守らせてもらおうか」

「むぅ。そんな悠ゆう長ちようなこと言っていいんですか……？」

　夏月が反対意見を述べた。僕は夏月の肩かたに手を置き、

「大だい丈じよう夫ぶ、九里浜が負けるはずがないさ。それより、ここは涼すずしい風が吹き抜ぬけて気持ちがいいじゃないか。お腹も空すいたし、弁当を食べるのには絶好の場所じゃないかな」

「コンビニでおにぎり買ってきた。ここで食おうぜ」

　長坂がその場に座り込む。と、夏月は背負ったリュックを下ろした。

「あ、待ってくださいよ。私、みんなで食べるようにっておにぎり作ってきたんですよ」

「ああ、九里浜」僕は言った。「僕らはここで観戦しているから、思う存分殴なぐり合ってくれ」

「……なんだか、これはこれでムカツクね……」

　九里浜は複雑な心境を吐と露ろした。

「どこ見てんだよッ！」

　叫びつつ、ジョニーが爪で打ちかかってきた。

　九里浜は落ち着いて頭上に鉄扇をかざし、爪を受け止め、同時にミドルキックで反はん撃げきした。ジョニーは咄とつ嗟さに蹴りをかわそうとするものの、ぎりぎりで食らって小さくよろめく。

　ジョニーが退いたところへ九里浜は踏ふみ込んだ。鉄扇を振り回して追いつめにかかる。が、ジョニーはうまいこと爪を振るって鉄扇のクリーンヒットを免まぬかれ、逆に殴り返した。

　パンチは九里浜の肩口の傷に当たった。九里浜は顔をしかめたが、しかし一瞬後には屁へでもないというように不敵な笑えみを浮うかべ、ジョニーの腕を捕つかまえにかかった。関節を決め、あわよくばヘシ折ろうとしたが、すんでのところでジョニーは九里浜の手から逃のがれ出る。

　互ご角かくの戦いだ、と端はたから観戦している僕は思った。さすがは情け無用の残ざん虐ぎやくファイターとまで謳うたわれた剛ごうの娘むすめ、男相手でも十分に渡わたり合っている。

　九里浜は楽しそうだった。九里浜は、自らの魂裸醒でもって平磐の魂裸醒、魂裸醒を悪あしき目的で使う者達と対決しようとしている。ホームズがボクシングの技術でもってロンドンの悪漢達と対決したように。九里浜にとって魂裸醒とは、憧あこがれのホームズという存在に近づく一つの手段なのだ。九里浜は、魂裸醒という力を肯こう定てい的に捉とらえている。

　ある意味うらやましい。

　僕はそこまで容易に割り切ることはできない。トンカチは、釘くぎの頭を叩たたく時にも人の頭を叩く時にも威い力りよくを発揮する。魂裸醒という絶大な力を誇る道具を手に入れておいて、これから先ずっと人の頭を叩く誘ゆう惑わくに勝ち続けることができるだろうか？　使い方を誤れば、深刻な破は壊かいをもたらす力である。あのように魂裸醒をホイホイ使ってみせる九里浜は、魂裸醒のネガティヴな一面を考えたこともないのだろう。

　二人の戦いは、九里浜優勢のまま終局に近づきつつあった。九里浜も肩で息をしているが、ジョニーはほとんどグロッキーで、もはや立っているのが不思議なくらいだった。指先でつついただけで地面に倒たおれそうだ。
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「とどめよぅッ」

　だが、あくまで九里浜は鉄てつ扇せんではり倒すことにこだわった。下から上へ鉄扇をはね上げ、身を守ろうと構えたジョニーの爪をはじき飛ばす。そして、返す刀でジョニーの側頭部へとエア・キルを叩きつけた。

　低く鈍にぶい音が響ひびく。

　しかし、ジョニーは倒れていなかった。

「!?」

　九里浜が息を詰まらせる。

　鉄扇は、大きく広げた手によって受け止められていた。




　九里浜とジョニーの間に、黒い人ひと影かげが割り込んでいた。

　中国の拳けん法ぽう使いが着ているような服──チャンパオとか言ったっけ？──を着た、女性だった。一瞬、野や郎ろうかとも思ったが、チャンパオの上に載のっている顔は、明らかに女性のものだ。ストレートの黒くろ髪かみを腰こしまで伸のばしている。

　見たことのない人物だった。

「……邪じや魔ましないでよぅッ」

　見たことのない人物を、九里浜はいきなり鉄扇で殴ろうとした。が、白い手て袋ぶくろをはめた女性の左手が素す早ばやく伸び、鉄扇を握にぎりしめる。

「初対面の相手に大した挨あい拶さつだな」

「離はなしなさいッ」

　九里浜は鉄扇を自由にしようと力を込こめる。しかしどんなに頑がん張ばっても、握られた鉄扇はびくともしなかった。

　女性は鉄扇を上の方に引っ張り、九里浜の身体からだを伸び上がらせた。と同時に足を払はらう。九里浜は容易にバランスを崩くずされ、一瞬身体からだが宙に浮いた。

　女性は肩口から体当たりして、九里浜を吹ふき飛ばした。

　軽く五メートルは吹き飛んだだろうか。受け身も取れず、九里浜は無様に地面に叩きつけられた。

　僕たちは腰を浮かした。

「九里浜！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　食いかけのおにぎりを一気に口の中に押し込み、駆かけ寄る。

　九里浜は既すでに気を失っていた。

「下がってください！」

　九里浜をかばうようにして、夏月が前に出た。すぐに幽ゆう体たい離り脱だつを行い、ブルー・ハンマーを発現させる。手てつ甲こう足あし甲こうをかたどった魂裸醒が、両りよう腕うで両足にはりついて青い光を放った。

　いつもの穏おだやかな表情が影かげを潜ひそめる。目が細まり、冷たく張りつめた気が放たれる。夏月は、感情を消し去り機械のように敵を撃げき退たいする、別人の顔を剝むき出しにしていた。

「どこの誰だれだか知りませんが、……撲ぼく滅めつします」

　右拳こぶしを女性に向け、ターゲットロックオンを宣言した。

　女性は服に付いた埃ほこりを打ち払うと、ゆっくりと顔を起こして夏月と対たい峙じした。右拳を持ち上げて、夏月に突つきつける。

　全く同じ構えだった。

「どこの誰だか知らないなんて、冷たいじゃないか、夏月」

　妙みように親しげな口調で話しかける。

　魂裸醒発現時にはそうそうのことには動じないはずの夏月が、大きく目を見開いた。

「……辻つじ浦うら先生!?」

　夏月は叫さけんだ。

　辻浦と呼ばれた女性は、前まえ髪がみをかき上げ、そして言った。

「……大きくなったな、夏月」

　穏やかな顔つきの辻浦。対照的に夏月は明らかに動どう揺ようしていた。

「いつから、平磐に来ていたんですか」

　構えを崩さぬまま、夏月が問いかける。

　反対に、辻浦は構えを解いた。胸の前で両手を袂たもとに突っ込み、リラックスする。

「つい最近さ。一、二週間というところかな……色々と調べることがあったので」

「調べること？」

「そう。たとえば、船子と赤あか池いけを倒したのは一体どこのどいつか、とか」

　辻浦は左手で僕と九里浜を指した。

「君が三鶴城大助で、君が九里浜純。だな？　どんな奴やつかと思っていたが、意外とどこにでもいそうな少年少女だな」

「どうして知っているんです」

　夏月が聞く。

「佐倉という少年から、一通りのことは聞いている」

　先の船子事件の際に知り合った一高生の名前が飛び出した。

「佐倉君!?　佐倉君に何をしたんですか！」

「さてね。本人から聞いたらどうだ──聞ければ、の話だが」

　辻浦はほとんど表情を変えずに言った。警けい戒かい体勢のままの夏月を尻しり目めに、背後を振ふり向く。ジョニーのもとに歩み寄ると、身体を抱かかえ上げた。

「なにしやがる」

　ジョニーは抵てい抗こうしたが、辻浦はじたじた動くジョニーをものともせず、押さえつける。

「今、この場で君とやり合う気はない」

　首だけ曲げて、夏月に言った。

　しばしの沈ちん黙もくの後、夏月はゆっくりと構えを解いた。それからジョニーを指さし、

「彼を連れて行って、どうするつもりですか」

「彼は大事な仲間さ。私だって、八阪井先生にサシで勝てると思うほどバカじゃない。……テル！」

　あらぬ方向を仰あおぎ、辻浦が叫んだ。

　途と端たん、地面が炸さく裂れつした。

　大たい砲ほうの弾たまが着ちやく弾だんしたかのようだった。大きな土つち煙けむりの柱が立ち上り、僕たちは思わず顔を覆おおった。

　辻浦はジョニーを担かついだまま、弾が飛んできたのとは逆方向へ逃にげ出した。

「待ってください！」

　夏月がすぐさま後を追い、僕も続いて走っていく。だが、一いつ瞬しゆんの煙えん幕まくが、決定的な距きよ離りの開きを生み出していた。

　辻浦は橋はし桁げたの陰かげから出ると、進路を直角に曲げ、川かわ面もに向かってまっすぐ突き進んだ。

　一瞬、辻浦の真意を測りかねた。支流とはいえ、川かわ幅はばは二十から三十メートルはある。途と中ちゆうには深みもあるだろうし、そう簡単に走って突っ切れるような川ではない。

　次の彼女の行動は、僕の想像の域を超こえていた。

　辻浦は空いている左腕で、ボールを放り投げるような仕草をした。すると──

　左腕そのものが空に向かって飛び出していった。

　信じがたい光景に、僕はつい立ち止まった。

　左腕は肘ひじの位置で分かたれ、断面からは鎖くさりが生えていた。左腕は鎖を引き連れて勢いよく飛んでいき、ついに橋の高さを超えると、欄らん干かんをがっちり摑つかんだ。

　あと数歩で足が水面に突っ込む位置で、辻浦が地面を蹴けった。ターザンが蔦つたに摑まって飛ぶ要領で、水面から遥はるかに高い場所を滑すべっていく。あっという間に川の対岸近くまで行くと、欄干から手を離はなし、放物線を描えがきながら向こう岸の堤てい防ぼうまで飛んでいった。鎖があっという間に縮まって左腕はもとの場所に収まり、辻浦自身は堤防の向こう側へと姿を消していく。

　夏月は、辻浦が地面を蹴ったあたりで立ち止まり、辻浦の後ろ姿を見送った。

　ものの見事に逃げられた。

　僕はゆっくりと夏月のもとに歩み寄った。

「……ねえ、あの人、知り合いなの」

「……そう、そうです。あの人の名前は辻浦文あや美み。戸有の脱だつ走そう者しやで──私の格かく闘とう術の師し匠しようです」

　夏月は対岸をじっと見つめていた。

「……どうやら、ピクニックはここで終わりみたいですね……」

　夏月の声にほとんど感情はない。だがその言葉の中には、平和な時間が去っていくことを惜おしむような響ひびきがこもっているようにも感じられた。
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　　幕間




　辻浦は堤防脇わきの道をまたいで森の中に身を投じ、人目につかない道をひたすらに駆かけ抜ぬけた。

「おいコラ！　俺をどこに連れて行こうってんだよーッ」

　肩かたの上でジョニーが叫さけぶ。辻浦は一いつ旦たん立ち止まり、言葉を返した。

「さしあたり、例の神社に帰る。中なかのノ沢さわ、とか言ったか」

「おいおい。ふざけんなよ」

「ふざけんな、だと？　ピンチを救った恩人に大した物言いだな」

「そうじゃねーッ。中ノ沢神社は反対方向だっての」

「…………なに」

　辻浦は右を見、左を見た。そして、見知らぬ場所に自分が立っているという事実を発見した。

「どこだここ？　もしかして私は道に迷ってしまったのか」

「もしかして、じゃねーよ。あんた、どうしようもない方向音おん痴ちだな。ここからだったら……まず、目の前の十字路を東に曲がるんだ」

「東？　東ってどっちだ？」

「あーもう！　あんたの伸のびる腕うでの方に曲がるんだよ！」

　ジョニーのナビゲーションの元、辻浦は来た道を大きく迂う回かいして戻もどり、坂道を登って、なんとか中ノ沢神社にたどり着いた。鳥居をくぐって、石段を登り、杉すぎ林ばやしに囲まれた社の前に出る。あたりに人がいないのを確かく認にんしてから、担いでいたジョニーをやっと石いし畳だたみの上に下ろした。

「あ痛ッ」

　ジョニーは小さく悲鳴を上げた。すぐに立ち上がろうとするが、腕に力が入らない。やむなく、ジョニーは腰こしを下ろしたまま辻浦を見上げた。

「てめえ、どういうつもりだ！　これからジョニーさんの大逆転劇が始まるところだったってのによーッ」

　呆あきれたように辻浦はため息をついた。

「あの状じよう況きようで、本当に勝つつもりだったのか」

「当然だ。なんで止めたんだよッ」

「おまえはどうしようもないアホだな」辻浦は言った。「多数の人間に囲まれた時点で、逃げるべきだったんだ。仮におまえが目の前の敵に勝ったとして、あいつらが見過ごすと思うか？　魂たま裸ら醒せの力を手に入れたからって、増長するんじゃない」

　ケッ、と小さく言って、ジョニーはあさっての方向に顔を背けた。

　と、神社の鐘しよう楼ろうへ続く参道の方から、一人の少年が姿を現した。

「二人とも遅おそかったねえ。ウヒャハ！　ヒヒ！」

　マッシュルームカットと黒くろ縁ぶち眼め鏡がねが特とく徴ちよう的な少年、神かみ山やま輝てるノの介すけは上うわ唇くちびるの右側をつり上げて笑い声を立てた。

「明らかに反対方向に走っていたからな」ジョニーは辻浦を親指で指さした。「俺がいなかったら、今いま頃ごろ遭そう難なんしてたぜ」

「郷に入りては郷に従え、というところかな。でも、君も姉さんの忠告を聞かなきゃいけないよ。ヒヒ」

　傷にさわらぬよう気をつけながら、ジョニーは立ち上がった。

「あんたらもいちいちうるせーな。あーしろこうしろって言うが、あんたらは俺より強いのか？　四対一で戦って勝てるってのか」

「私たちでも、勝てるとは限らない」辻浦は控ひかえめな言い方をした。「一つはっきり言えるのは、私たちは勝ち目のない戦いに頭から突つっ込んでいくようなバカではない、ということだ」

「そうそう」神山も言う。「強敵とは戦わない、戦わなきゃならない時は勝つために策を用いる。猪ちよ突とつ猛もう進しんってのは褒ほめ言葉じゃなく、アホに捧ささげる悪口だよ」

「あんたらも、勝てそうにない相手と戦おうとしているんだろ」

　ジョニーが聞き返す。

「その通り」神山は認めた。「僕らにも、八阪井三み千ち人とという強敵がいる。だが、どうしても彼とは戦わなきゃならない。だから、僕たちは勝利を収めるためにたゆまぬ努力を続けているのさ」

　神山は社の前に進み出ると、懐かい中ちゆうの財布から五円玉を取り出し、棺かん桶おけ代わりにできそうなくらい巨きよ大だいな賽さい銭せん箱ばこに放り投げた。鈴すずを鳴らして胸の前で手を合わせて祈いのりつつ、声高らかに願いを口にする。

「八阪井三千人が突とつ然ぜん心臓発作を起こして死にますように」

　目を閉じ、しばらく念じてから、ジョニーに向き直る。

「たとえばこのように」

　ジョニーは背を向けてその場を立ち去ろうとした。

「待って待って」神山は慌あわててジョニーの肩を捕つかまえた。「冗じよう談だんの分からない人だなあ。今のは、目的を達成するためにはどのような小さい努力も惜おしまないという僕の姿勢を表現しようとしただけさ」

「あまりに小さすぎると思うがな」

「現実的でないのは認める。だから現実的に、君たちのような戦力を集めているんだ」

「俺は、俺より弱い奴やつの命令は聞かねーぜ」

　ジョニーは、二人を向こうに回して宣言した。

「あんたらが景けいの命を救ってくれる、というから手を組んだんだ。だが、一方的に利用されるのはゴメンだぜ」

「お互たがいの目的はほぼ合がつ致ちしていると思うんだがな」辻浦は言った。「どうすれば君は納なつ得とくしてくれるんだ」

「獣けもの同士のつきあいは、どっちがボスなのかを分からせるところから始めるって言うぜ？」

　言って、ジョニーは両手の指をポキポキと鳴らし始めた。両手を握にぎって拳こぶしを胸むな元もとに引き寄せ、ボクシングの構えを取る。

　辻浦はげっそりとした表情を見せた。それでもジョニーの相手をすべく一歩進み出る。

「それで君が納得できるというのなら、仕方がない」

　辻浦は左手の手て袋ぶくろを取り外し、ポケットにしまった。と、左手が光を放ちながら消えていき、チャンパオの袖そでがだらりと垂れた。

　驚おどろいてジョニーは眉まゆをつり上げた。

「素手でやりあうというのなら、私は左腕を引っ込めよう」

　言って、辻浦は右拳を突きつける。

「ちょっと待て」ジョニーは構えを解いて辻浦を指さした。「そりゃ、俺なんざ右手一本であしらえるってことかよ！　なめた真ま似ねしてんじゃねーぜ！　ドロシーちゃんよォーッ」

「……ドロシーちゃん？」

　聞き返す辻浦を無視し、ジョニーは自分の要求を一方的に述べ立てる。

「左手は出せ。あとで『右手一本だったから負けたんだ』とか言われちゃたまんねーからな」

「注文の多い奴だな」辻浦は左腕を再発現させ、手袋をはめ直した。「まあ、いいだろ。かかってこい」

　ジョニーは走って間合いを詰つめ、勢いを乗せた右ストレートを放った。

「威い勢せいだけはいい。だが、まるでなってないな」

　冷静に評しつつ、辻浦はストレートを軽くかわした。伸のびきったジョニーの腕うでの手首と肘ひじをつかんで極きわめる。肘を押し込まれたジョニーは進路を百二十度ほどねじ曲げられ、頭から石いし灯どう籠ろうに激げき突とつした。

　たまらずジョニーはひっくり返った。鼻血を流しながらも、ガッツを見せてすぐさま起きあがる。が、石灯籠に手をかけたのがまずかった。石灯籠がぐらりと崩くずれて宝ほう珠しゆが落ち、ジョニーの脳天に激突した。ジョニーは体をあり得ない方向に曲げ、再度無様に顔から石いし畳だたみに落っこちた。

　辻浦は肩かたをすくめて、神山を見た。

「油断しない方がいい」神山はジョニーから目を離はなさなかった。「姉さんを笑い死にさせて勝つつもりかもしれない」

　辻浦は、ちょっと気の毒になってジョニーに声をかけた。

「大だい丈じよう夫ぶか」

「こんなの物の数じゃねー！」ジョニーは突つっぱねた。「俺はまだ負けちゃいねーぜッ」

　そして、芸もなく頭から突っ込んでくる。

　はあ、と辻浦はため息をついた。

「本当にイノシシのようだな。まあ、動物は叩たたいてしつけろって言うものな」

　喋しやべりながら、カウンターパンチをジョニーの頰ほお骨ぼねのあたりに叩き込んだ。




　十分後、ほとんど着衣に汚よごれのない辻浦に対し、ジョニーは泥どろと血にまみれて地面に寝ねころんでいた。立ち上がろうとしたが、膝ひざが地面から上がらない。とうとうジョニーは両手を地面について、額を土にすりつけた。

「私めのことは犬とお呼びください」

　完全敗北だった。

　辻浦はすぐに手を伸ばし、ジョニーの体を起こしてやった。

「結構。私のことはドロシーと呼んでくれ」

　するとジョニーは子犬のようなおびえた目をした。

「そんな滅めつ相そうもない。辻浦先生と呼ばせて頂きます」

　やりすぎたらしい、と辻浦は複雑な表情をした。

「最後の方は、動きがだいぶマシになってきた。もう少し修練を積めば、それなりに戦えるようになるだろう」

　これまで何人もの弟で子しを教えてきた癖くせで、辻浦はほとんど無意識のうちに、ジョニーを指導するような言葉を口にしていた。

「予想通り、ワンサイドゲームだったね。ヒヒ」

　ずっと二人の戦い──正確なところを言うと、辻浦がジョニーを殴なぐり、辻浦がジョニーを蹴けり、辻浦がジョニーをぶん投げているだけだったが──を観戦していた神山が言った。

「これで納得してくれたかな。身の程がわかったら、分をわきまえておとなしくしてよ」

　ジョニーは無言のままだったが、沈ちん黙もくは肯こう定ていを表していた。打ちひしがれた様子で、すごすごと階段を降りていった。

　すっかり姿が見えなくなってから、神山は眼め鏡がねを押し上げた。

「やれやれ。あそこまで扱あつかいにくい奴やつとは困ったもんだね」

「同感だ」辻浦は頷うなずいた。「概がいして、初めて魂裸醒の力を手に入れた者は、力一いつ杯ぱい能力を振ふり回してばかりで、頭を使って戦うということを知らないものだが、あいつは典型例だな。首に縄なわでも付けた方がいい」

「個人的には、鉄てつ砲ぽう玉だまにするのが一番いいと思うけどね。ま、彼のおかげで、やっと八阪井の現地協力者の名前と顔と魂裸醒が結びついたよ。敵を知り己おのれを知れば、百戦危うからず。……時間もないことだし、さっそく今晩仕し掛かけようと思うんだけど」

　辻浦の顔に陰かげが差した。

「もう始めるのか」

「僕たちの存在が八阪井にばれたからねえ。それとも姉さん、ためらってるの」

　問われると、辻浦は黙だまり込んだ。

「村を脱だつ出しゆつした時から、いずれこういう日が来ることはわかってただろ。覚かく悟ごができないんだったら、こっちが殺されるんだよ」

　癪しやくな言い方だが、その理論は正しい。辻浦は口元をゆがめて黙っていたが、やがて重々しく口を開いた。

「……そうだな。村に与くみする者はみんな敵だ。たとえ夏か月づきでも、八阪井先生でも」




　　ジョニーは戦場へ行った




　僕たちは九里浜を自宅に担かつぎ込んだ。

　九里浜の傷は、致ち命めい的てきと呼ぶにはほど遠かった。腕を動かすのになんの問題もないようではあったが、流れた血がこびりついた袖そでは人の目を引いて仕方がない。

「お姉ちゃん、どうしたの！」

　二匹ひきの猫ねこと一いつ緒しよに僕たち一同を迎むかえた九里浜豪は、夏月に肩を抱だかれている姉の姿を見た途と端たん、狼ろう狽ばいして声を上げた。

　九里浜はだるそうに視線を上げると、不ふ機き嫌げんな声で言った。

「ちょっとこけただけよぅ」

「何言ってんの、こけただけでそんなになるはずないだろ」

　豪はそう決めつけると、玄げん関かんを大きく開けて僕たちを招き入れた。

　腕うでの傷を確かめて血を洗いおとすため、夏月が九里浜を連れて風ふ呂ろ場ばの方へ向かう。

「とりあえず、救急車呼ばないと……」

　その間に電話をかけようとする豪だったが、僕は彼の肩かたをつかんで止めた。

「ちょっと待ってくれ。悪いけど、病院に連れて行くわけにはいかない」

「なんでですか」

　僕は秘密を打ち明けるかのように声を潜ひそめた。

「君は、──お姉さんから、不思議な力の話を聞いたことはないかな」

　言われると、豪は何かに気づいたかのように顔を上げた。

「タマラセ……という力のことですか」

「話が早い。それに関かかわる問題なんだ」

「一体何があったんですか」

「それは、僕らも知りたいところだ。九里浜が出てくるのを待つしかないね」

　さほどの間もなく、九里浜と夏月は風呂場から出てきた。九里浜はＴシャツに着き替がえ、髪かみもいつものツインテールに戻もどしていた。腕には十センチくらいの切り傷があったが、完全に塞ふさがっていた。明日には傷そのものが消え去っていることだろう。足取りは少々よたよたしていたが、その表情にはいつもの元気さ──というか険というか──が戻っていた。

「お姉ちゃん、大だい丈じよう夫ぶなの」

「大丈夫よぅ」九里浜は弟の言葉にめんどくさそうに答えた。

「でも、一体なにがあったの」

「そうだ。僕たちもそれを知りたい」

　豪の尻しり馬うまに乗る形で僕も言った。

「そうね」九里浜は言った。「部屋に来なさい」

　というわけで、僕たちは九里浜の部屋に行った。家のサイズに比例して、部屋のサイズも広かった。天てん井じようは棒ぼう高たか跳とびでもできそうなくらい高く、畳たたみの代わりに氷を張ればカーリングができそうだ。

「広い部屋ですね」

　素す直なおな感想を夏月は口にしたが、九里浜はあまり嬉うれしそうではなかった。

「冬になると地じ獄ごくのように寒いのよ、この部屋。朝起きたら鼻が真っ赤になるし」

　あまりに部屋が広すぎるためか、九里浜の人としての性質の問題か、部屋の隅すみにぬいぐるみがちんまりと積まれている点を除いて、内装はそれほど女の子らしくなかった。

　特に本ほん棚だなのラインナップは、平へい凡ぼんとは言い難がたかった。海外推理小説が三分の一、海外古典文学が三分の一、犯罪実話の類たぐいが三分の一。女子高生の平均的本棚とはかけ離はなれていると言わざるを得ない。女子高生の平均的な本棚の内容の統計なんて取ったことがないので、断言はできないが。

　僕は振ふり返り、ベッドに腰こし掛かけている九里浜に話しかけた。

「なんでジョニーにつけ狙ねらわれることになったんだ」

「ジョニー？　ジョニーって誰だれよ」

　九里浜が聞き返す。

「ついさっき、君と殴なぐり合っていた奴やつだ」

「ああ、あいつね？　そりゃ、あたしがあいつを探してたからよぅ」

「なんでまた」

「説明するとなると、あたしの捜そう査さの過程を最初から話すことになるんだけど」

「僕らもある程度は話を押さえている。磐清園にも行ったし、君が大河原と同じ幼よう稚ち園えんの生き残りを探していることくらいは知っている」

「なら話は早い。あいつは生き残りの一人、平賀幹彦よ」

「……ほほお」

「昨日、大河原のスクラップノートが出てきたって話も聞いてるでしょ？　あたし、このノートは事件解決の糸口を示す重要な証しよう拠こだと思ったから、昨日一晩かけて幼稚園の生き残りの現在の居場所を探したのよ。伊勢谷は磐清園にいたからすぐ話ができたし、迫もすぐにみつかった。あいつは磐工の寮りよう住まいね。でも最後の平賀って奴は、顔写真は手に入れたけど、どこにいるのかがわからない」

「だから今日、そっちこっちに掛かけ合ってたんだね」

「そう。でも結局、誰も知らないって言うのよ。これは捜査方針を練り直した方がいい、と一いつ旦たん家に帰ろうとした時、向こうからジョニーが現れたの。自分からわざわざ出てきてくれてラッキー、とか思ってたら、突とつ然ぜん鉄の爪つめで襲おそいかかってきたもんで、不意をつかれてこうなったわけ」

　九里浜は傷を押さえた。

「それよか、あんたはなんであいつのことをジョニーと呼ぶのよぅ」

「あいつが『ジョニーと呼べ』と言ったから。何な故ぜ彼が英えい語ご圏けん出身者的な呼び名を使っているのかは神のみぞ知る」

「別にいいじゃねェか」長坂は言った。「世の中には、ロシア系の血なんて一いつ滴てきも入っていない生きつ粋すいの日本人のくせに、あだ名がアレクセイって奴もいる」

「そいつはどこのアホよ」九里浜が聞いた。

「ちょっとした知り合いだ」長坂は答えた。「そいつは『カラマーゾフの兄弟』を読んで、登場人物の名を名乗る気になった、とか言っていた。あいつも『ジョニーは戦場へ行った』とか読んだんだろ」

「文学青年には見えなかったけどね」

　僕はそうコメントして、九里浜に目を向けた。

「君が勝手に僕の名前を使ったせいで、僕はジョニーに脅おどされる羽目になったんだ。どうしてそんなことするかなあ」

「あんたがそうしろって言ったんでしょ」九里浜は言い切った。「それにあんた、ホームズが作中で色々な人間に変装しているのを見て、自分もやってみたいと思わないわけ？」

「そりゃ、……まあね」

「ね？」

　九里浜は同意を求めた。あの男装は変装というより単なる仮装のような気もするが。

「それよか、脅されたっていつの話？　詳くわしく聞かせなさいよぅ」

　僕は先日のＡアンドＰストアにおける一幕の詳しよう細さいを語った。語っている間、常に非難のまなざしを向けていたつもりだったが、九里浜はまったく動じなかった。非難されていると気づいていないのかもしれない。

　聞き終えると、九里浜は腕うで組ぐみして考え込んだ。

「ふ～ん。……つまり、あたしがいい線を追ってるから、敵が口くち封ふうじに来たってこと？」

「単純に、君を追っ払ぱらいたいだけだと思うけど。君から事情聴ちよう取しゆを受けた人たちに会ったけど、全員君のことをボロクソに言ってたよ」

「探たん偵てい活動ってのは、一いつ般ぱん市民からは理解されないものよ」

　九里浜はきっぱり言った。

「一つはっきりしてるのは、ジョニーがあたしを目の敵かたきにして捜査の邪じや魔まをし、あわよくば殺そうとしてるってことよ」

「それは何故なんだろう」

「あたしが真相を暴くのを恐おそれているから。そうに決まってるじゃないの」

　なにを当たり前のことを聞くんだ、とでも言いたげに九里浜は鼻を鳴らした。

「つまり、大河原を殺したのはジョニーってこと。きっと、過去の失しつ踪そうや自殺事件もあいつの仕し業わざに違ちがいない」

「動機は何だ」

　問うと、九里浜は一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった。

「そ、それは、──ジョニーを捕つかまえて、殴って吐はかせればいいだけよ」

「君の尊敬する名探偵が、そんな手段をよしとするとは思えないけど」

「うっさいなあ」九里浜は声を荒あららげた。「じゃあ、この状じよう況きようで、他ほかに犯人に相応ふさわしい奴がいるっての？　一番怪あやしいのはジョニーじゃないのよぅ。あんた、オッカムの剃刀かみそりって言葉知ってる？」

「オッカムの剃刀？　なんですか、それ」

　聞き慣れない単語に夏月は首を傾かしげた。

「オッカムの剃刀ってのは」僕は説明した。「昔、オッカムという人の経営している理り髪はつ店で、客が喉のどを剃刀で切られて殺されたという事件があった。殺人者を示す証拠は一切挙がらなかったものの、死体がオッカム氏の店でみつかったということから、オッカム氏が犯人として逮たい捕ほされた。取り調べた結果、オッカム氏は犯行を自白した。そこから転じて、『仮説を立てる際は一番シンプルなものを採るべきである』ということさ」

「おめェはいたいけな少女にウソッパチを教えこもォとしている」

　長坂が手を振ふって否定した。

「オッカムが理髪師なのは正しいが、経けい緯いが違うぜ。町の理髪師オッカムは腕を買われて王宮理髪師として働くことになった。が、王様なんて会ったことがないのでどんな髪かみなのかわからない。想像しうるあらゆる事態に対応するため、剃刀を十本も用意して登宮した。ところが剃刀を同時に十本も持って歩くなんて初めての体験だったもんで、ずっこけた時に誤って剃刀で自分の腕を切り、出血多量で死んでしまった。そこから転じて、『無む駄だな仮説は立てるだけ無駄』という意味になったのが、オッカムの剃刀だ」

「あんたが言ってるのもウソッパチじゃないのよぅ！」九里浜が吠ほえた。「オッカムってのは理髪師じゃなくて、中世の神学者でしょ」

　僕と長坂は顔を見合わせ、同時に首を振った。

「おいおい。神学者が剃刀なんて持ってるわけねェだろォが」

「そうそう。剃刀を持っているのは理髪師に決まってるだろ」

「いやだから、剃刀ってのは無駄な仮説をバッサバッサ切り落とす、という単なる比ひ喩ゆで──あーもう！　あんたらみたいなアホの相手なんてしてられっか！」

　九里浜はキレて僕の脳天に鉄てつ扇せんを叩たたきつけようとした。僕は咄とつ嗟さに棍こんを発現して脳天直ちよく撃げきを防ぐ。広い部屋なので、二メートルの棒をブン回してもなんの問題もない。

「いっつも思うんですけど」端はたから見ていた夏月が言った。「大助君と純ちゃん、いっつも仲いいですよね」

「おいおい」僕は肩かたをすくめた。「か弱い生き物が天敵にいたぶられているのを見て『仲がいい』とは、──」

　ところが、九里浜がでかい声を上げて僕の言葉を遮さえぎった。

「な……何言うのよぅ夏月！　こいつと仲いいだなんてバカなこと言わないでよね！」

　いきなり顔を真っ赤にして逆上したが、声の大きさに自分でびっくりしてしまったのだろう、九里浜は黙だまり込んでしまった。間の悪さを誤ご魔ま化かすよう二度三度咳せき払ばらいをしてから、夏月に質問する。

「それよか夏月！　平賀を連れて行った奴やつは誰だれなの？ なんだか、知り合いみたいだったけど」

　全員が夏月を見た。

「あの人の名前は辻浦文美。みんなが思っている通り、戸有の脱だつ走そう者しやです」

　夏月は少し疲つかれたような重い口調で言った。

「戸有の人間が、失踪事件に絡からんでるっての」僕は聞いた。

「そういうことなんでしょう」夏月は慎しん重ちように言った。「ジョニー君の殺人行こう為いに加担する代わりに、私と父さんを倒たおす手伝いをしてくれ、というバーターを持ちかけているのかも」

「佐倉だ」僕は声を上げた。「辻浦は佐倉から情報を聞き出したと言っていたけど、あいつは今どこにいるんだ。誰か、携けい帯たいの番号知ってるか」

「ちょっと待って」

　九里浜が携帯を操作し、耳元に当てた。が、どれだけ待っても電話が通じる様子はない。

「電波の届かないところにいるみたいね」

「あるいは、日の光も届かない土の下にいるか」
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「縁えん起ぎでもないことを言いなさんな。とりあえずメール投げとこっと」

　親指でボタンを押す行為に没ぼつ頭とうする九里浜を尻しり目めに、夏月は暗い表情で言った。

「殺されている可能性も十分ありますね。誰か、佐倉君の住所知ってます？」

　夏月の呼びかけに答えたのは、佐倉とは面識の無いはずの長坂だった。

「その佐倉ってェのは、一高の佐倉真ま澄すみか？」

「そうだけど、なんで君が知ってるの」

「新聞で見た」長坂は言った。「たしか、そォいう名前の一高生が、さきのファミレスの爆ばく発はつ事故に巻き込まれて入院した、って記事を読んだことがあるぜ」

「なんだって」

　国道沿いのファミリーレストラン「マックスキッチン」で火事が起きたのはつい数日前の話である。事故のことは知っていたが、佐倉が巻き込まれていたとは初耳だ。

「どこの病院に入院したんだ」

「新聞には、最寄りの病院に搬はん送そうされたとしか書いてなかったよォな気がする」

「調べよう」僕は手を広げ、全員に訴うつたえた。「僕は佐倉が入院している病院を調べて、会いに行く。夏月は三千人さんに連れん絡らくしてほしい」

「はい。辻浦さんのこと、伝えておきます」夏月は言った。

「あと」九里浜を見て、「君は寝ねていろ」

「そうね。これまであたし一人で働いた分、今度はあんたがキリキリ働きなさい。あたしは猫ねこと遊んでるから」

　九里浜にしては素す直なおな物言いだった。おそらく、辻浦に殴なぐられたところがいまだに痛むのだろう。

「長坂はどうする」

「九里浜の看病をしろとか言われたら、俺は自殺するぜ」

「じゃあ僕と一いつ緒しよに佐倉に会いに行こう」

「俺みたいな面識のねェ人間が行ってもいいのか」

　僕は佐倉の性格について考え、それから答えた。

「佐倉はそういうことにはそれほど神経質ではない、と思う。むしろ歓かん迎げいするかも」

「じゃあ、ついていく」

「それじゃあ、行動開始といこう──と、その前に」

　僕はあることを思い出した。カバンからメモ帳を取り出し、あるページを開いて九里浜に突つきつける。

「この絵をどう思う」

　九里浜はメモ帳を受け取ると、即そく座ざに言った。

「なによ、この液漏もれした乾かん電でん池ちは」

「貴重な意見を有り難う」

　これで踏ふん切りがついた。僕は二度と似顔絵を描かくべきではないのだろう。心の中で断筆宣言をして、僕は九里浜の部屋を出た。




　　腐くさったミカンの方程式




　県立病院は、つい最近山の上に建てられたばかりの建築物で、その玄げん関かん、柱、窓から歩道に埋うまったブロックまで、何もかもが新しかった。

　車で来る分にはなんの問題もないが、原付以上の交通手段を持たない人間にとって、この病院にやってくるのは非常に骨が折れる。街の中心から大きく外れる上に、坂道を延々と登り続けなければならない。

「なんでこんな山奥に病院があるんだろう」

　僕は肩かたで息をしながら毒づいた。

「父親から聞いたことがある」長坂は解説した。「この病院は、本来はもォ少し平磐の市街地寄りに作られる予定だったらしい。新興住宅地寄りの、もっと交通の便のいいところに。ところが──隕いん石せきが落ちたすぐ後、台風が来たのを覚えているだろ」

「ああ。そんなこともあったねえ」

　十一年前の災害は真夏、八月に起きた。隕石直後に到とう来らいした台風は、さらなる被ひ害がいの拡大をもたらした。沼渡田で大混乱が続いている最中に、戦後でも指折りの勢力を誇ほこる台風がやってきて、すでにほぼ廃はい墟きよと化していた沼渡田市街に追い打ちをかけたのである。

「その時に、病院の建設予定地がすっかり水すい没ぼつしちまったそォだ。当然平磐市民は大おお騒さわぎ、市議会は大混乱だわ、市長の首がすげ替かえられるわのすったもんだの末、建設予定地がここに変へん更こうされた。反動で、絶対水がつかない山の上に建てられることになったんだとさ」

「納得できる。ノアの箱船による乗り付けを想定しているとしか思えない」

　まあ、この立地も決して悪いことばかりではない。山の上に作ったおかげで、景色は素晴らしい。病院正面に立てば果てしなく広がる水田地帯が一望でき、その向こうには市街地が見える。さらに向こうには山脈の稜りよう線せんが走り、空と大地とを分かっている。心の平へい穏おんを求めるには、非常に適した環かん境きようだ。

　僕たちは玄関の受付に行き、佐倉の病室を確かく認にんして階上に向かった。

　意外にも、病室は個室だった。

「お久しぶりじゃないの、三助クン」

　そう言う佐倉の声は、案外張りがあった。顔面の半分を包帯ぐるぐる巻きにしている割には。サイドテーブルには一輪の花が挿さされた花か瓶びんと、飲みかけのペットボトルとが置いてある。

「元気そうで何よりだよ、佐倉」

「で、そちらの方は誰だれカシラ」

　佐倉は長坂に目をやった。

「長坂陵梧という」僕は紹しよう介かいした。「僕らと同じ、魂裸醒だ」

　長坂は、無表情を保ったまま「よろしく」と右手を差し伸のべた。

　佐倉はその手を右手で握にぎり、さらに左手を添そえてさもいとおしげに撫なで始めた。長坂はなんの反応も示さなかったが、その微び妙みような表情からは、内心すくみ上がっていることが察せられた。

「さっそくだけど」僕は切り出した。「大事な話がある。僕たちは辻浦文美という女性に会った。彼女は戸有の脱だつ走そう者しやで、船子のことを知っていた。聞けば、『佐倉という少年から聞いた』という。別に君を責めるわけじゃない──事実の確認がしたいんだ」

「女性？」佐倉は語ご尾びをつり上げた。「女性ってのは知らないわね。たしかにアタシは色々喋しやべっちゃったけど、相手は男の子だったわ」

「詳くわしい話を聞かせてくれ」

　長坂が身を乗り出す。

「あの日の帰り道、男の子に声をかけられたのよ。『自分は戸有の渉しよう猟りよう手しゆだが、船子という男を探している』とか言って」

「渉猟手？」

　長坂が言った。

「村の外にいる脱走者や反逆者を捕とらえるか殺すかする役目を負っている人間のことだね。間かん諜ちようと殺し屋を足して二で割ったような仕事、とでも言えばいいのかな」

　僕が説明する。佐倉は頷うなずいて、話を続けた。

「アタシ、その言葉にあっさり騙だまされちゃったのよ。船子は八阪井サンがもう始末つけたわよ、と教えてあげたら、『詳しい話を聞きたい』って言われたんで、近くのファミレスに行ったの。そこで一食おごってもらいながら、彼に船子に関かかわる事件のことを一切合切喋ったわ。で、一通り聞き終えると彼は席を立って、それっきりいなくなっちゃった。戻もどってくるのを待っていたら、突とつ然ぜん店の奥の方で爆ばく発はつ音がして、あっという間に火が回って煙けむりに巻まかれて、次に気がついたら病院のベッドの上だったの」

「それは災難だったね」

「あいつ、多分アタシを口くち封ふうじするために店に火をつけたに違ちがいないわ」

　佐倉はそう言い、自分の説に納なつ得とくしたかのように何度も頷いた。

　口封じをするならばもう少し直接的に殺しにかかるのではなかろうか。そう思ったが、とにかく佐倉が死にかけたのは間違いない。

「その男の子なんだけど、どんな奴やつだったの」

「どんな奴？　そうねえ」

　佐倉はたっぷり考え込んでから言った。

「普ふ通つうの子だったわねえ」

「いや、それじゃよくわからないよ──」

　言いつつ、ピンと閃ひらめいた。僕はメモ帳とシャープペンを取り出し、佐倉に手て渡わたした。

「似顔絵を描かいてくれ。それであたりをつける」

「わかったわ」

　佐倉は筆記用具を受け取った。両手共に怪け我がはしておらず、佐倉はなんの苦もなく紙にペンを走らせていく。そして、三分もかからずに似顔絵を描き終えた。

　突つき返された紙切れを、僕は時間をかけて観察した。それから、長坂に意見を求めた。

「どう思う」

「腐くさったミカンを足で踏ふんづけているところのように見える」

「紙が逆さじゃないの。違うわよ」

　佐倉は腕うでを伸ばして紙を取り返し、僕によく見えるように広げた。

「これが髪かみの毛で、これが顔よ」

　佐倉の言葉を僕は僕なりに消化して、長坂に教えてやった。

「腐ったミカンの部分が髪の毛で、踏んづけている足が顔。飛び散る果か汁じゆうに見えるのが目と鼻と口だって」

「なるほど。だんだん人の顔に見えてきた」

「悪かったわね。アタシは絵を描くのは苦手なのよ」

　佐倉は憤ふん慨がいした。

　僕は彼を鎮しずめるように手を振ふった。

「いやいや、誰だれにだって得手不得手はある。気にすることはないさ」

「そう言ってもらえるのはありがたいけど……三助クン、なんでニタニタ笑ってるのカシラ？」

　長坂は似顔絵に目を落とした。

「特とく徴ちようをうまく拾い上げたわかりやすい似顔絵だと思うぜ。これがあれば探しやすいはずだ──腐ったミカンに似ている人間なんてそォはいねェからな」

「道理だ」僕は同意した。「少なくとも、僕の知り合いに腐ったミカンに似ている人はいない」

「俺にもいねェ」

「もう少し、細かい特徴を思い出せないかな。たとえば、髪型とか」

「髪型は、マッシュルームカットっていうのカシラ？　つるっと丸っこい頭だったわ。あと、眼め鏡がねをかけてたわね。黒くろ縁ぶちの、かなりオッサン臭くさい奴」

「どんどん狭せばまってきた」僕はコメントを述べた。「眼鏡をかけた腐ったミカン、と来ればもはや名前が分かったも同然だね」

「ただ、どこのどいつだ。村の脱走者がもう一人いるってェのか」

「橋の下で、遠えん距きよ離り砲ほう撃げきしてきた奴がいただろう。そいつじゃないの」

「そういや、そんな奴もいたな」

「とりあえず、夏月にさっさと報告しよう」

「ジョニーのことは聞かなくていいのか」

　長坂が言った。

「あ、そうだ。ねえ佐倉、ちょっと関係ない話なんだけど、ジョニーって奴を知らない？　茶ちや髪ぱつでバンダナ巻いてる奴なんだけど」

「おいこら」佐倉が答えるより早く、長坂が待ったをかけた。「ジョニーの似顔絵をこの人に見せてやれよ」

「な、なんでさ」

「彼に恥はじをさらさせておいて、自分は知らんぷりを決め込むつもりか。卑ひ怯きようじゃねェか」

「うああっ。何するの」

　長坂はメモ帳を取り上げると、僕が描いた似顔絵のページを開き、佐倉に突きつけた。

「これはなんだと思う」

　再度佐倉はメモ帳を受け取ると、似顔絵を見た。穴があくほど絵を眺ながめてから、コメントを述べる。

「……液漏もれしている乾かん電でん池ち？」

　自信無さそうに言ってから、佐倉はメモ帳を逆さにした。

　僕は目元を覆おおい、がっくりと肩かたを落とした。

　長坂は満足そうな笑えみを浮うかべて、メモ帳を取り戻し、僕に手渡した。

「人の繊せん細さいな心を踏みにじるような真ま似ねを」僕は長坂を非難した。「君はどうなんだ。君だって人のこと言えるのか」

「ム」長坂は一いつ瞬しゆん言葉に詰つまったが、「そォだな。俺もちょっと描いてみっか」

　長坂はベッドのそばの椅い子すに腰こしを下ろすと、メモ帳とペンを構え、佐倉に聞いた。

「その、あんたが会った相手の特徴を、もう一回話してくれ」

「それは、──」

　佐倉の証言を元に、長坂はさかさかとペンを走らせた。時折考え込みながらも、スムーズに筆を動かしていく。

　三分ほどで描き終えると、長坂は似顔絵を佐倉に見せた。

「これでどォだ」

　途と端たん、佐倉は驚おどろいて目を見開いた。

「これよこれ、こんな感じ。まるでアタシの頭の中の記き憶おくをそのまま取り出したみたいじゃないの」

　佐倉は僕にメモ帳をよこした。そこには、マッシュルームカットで黒縁眼鏡をかけた少年の顔が、やや漫まん画が的ながらもしっかり描かれていた。こんな奴やつ現実にいそうだなー、と思わせる説得力を持っている。やたらとうまい。

　僕は愕がく然ぜんとしてその場に手と膝ひざをつき、うなだれた。




　　八阪井家の家庭の事情




　病院を出た後長坂とは別れ、僕は八阪井家に向かった。

　八阪井家につくと、庭に夏月が立っているのが見えた。

「どうしたの」

「父さんを見送ってたんですよ。今日もパトロールに行ってくる、って」

　見れば、普ふ段だん軽トラが収まっている車庫が空っぽだった。

「そうか。ちょっと、間が悪かったかな」

「何かあったんですか？」

「佐倉に話を聞いてきたけど、どうももう一人村の脱だつ走そう者しやがいるような気配がしてきた」

　この情報に、夏月はさほど驚かなかった。

「あ、やっぱりそうでしたか？」

「へ？　どういうこと？」

「辻浦先生が来たんだったら、もう一人行動を共にしている人がいるはずだとは思っていました。とにかく、来てください」

　夏月は僕を八阪井家の中へ招き入れた。僕を居間のソファに座らせると、自身は部屋の隅すみのパソコンに電源を入れる。

「この端たん末まつの中に、脱走者のデータが全部入れてあるんですよ」

　夏月はそう説明しつつ、端末を操作した。

「写真なんかもあるの？」

「ええ、これです」

　夏月はある画像ファイルをディスプレイ上に表示させた。

　髪かみの長い女性の写真だった。女物の服を着ているが、顔立ちは非常に凜り々りしく、男装の麗れい人じんといった趣おもむきである。橋の下で遭そう遇ぐうした人物、辻浦であることは一目瞭りよう然ぜんだった。古い写真なのだろう、少々表情に若さが見えるが、間ま違ちがいない。

「辻浦先生です」夏月は言った。「昔はよく組み手の稽けい古こをしてもらったものです──内戦が起こるまでは」

「あの、左ひだり腕うでが伸のびたのは──」

「あの人の魂裸醒、『ムービング・フィンガー』です。子供の頃ころに事故で切断したそうで、左腕の肘ひじから下を再現する形状をしています」

　僕は頷うなずいた。それで、夏にもかかわらず白い手て袋ぶくろをはめていたのだろう。

「それから、おそらくはもう一人、神山輝ノ介という男がいるはずです」

「こんな奴かい」

　僕は長坂の描かいた似顔絵を見せた。すると、夏月はほんの一瞬、厳しい表情を和やわらげた。

「そうそう、こんな人ですよ。誰だれが描いたんですかこれは」

「佐倉の証言から構成した似顔絵さ」

　長坂の似顔絵の腕を喧けん伝でんするのも癪しやくだったので、描き手については言葉を濁にごした。

「その似顔絵、すごく上手ですよ。村の人間が見たら全員神山って言います」

　そう言いつつ、夏月は別の画像を表示させる。屋外に、一人の少年が立っているところを写した写真である。マッシュルームカットと、開いた唇くちびるからのぞく歯と歯は茎ぐきとが印象的である。なるほど、似顔絵に驚くほどそっくりだ。

「彼の名前は神山輝ノ介、四年前の脱走者の一人です。現在年ねん齢れいは二十歳はたちのはず。魂裸醒は『サンダーボール』といいます」

「河原へ長ちよう距きよ離り狙そ撃げきしてきた、アレだね」

「はい。右手に太い鉄の筒つつを装備して、そこから鉄球を発射します。威い力りよくはさっき見た通りです」

　以前に出くわしたチェーンソー型といい、魂裸醒というものはまさに千差万別らしい。

「飛び道具なんて、そんなんアリか。一方的にやられそうだな」

「そんなことはないですよ」夏月は解説した。「射出型には弾たま数の制限があります。射出型の魂裸醒というのはつまり、自分の魂たましいをちぎっては投げ、ちぎっては投げしているようなものですからね。撃うつたびに激しく体力を消しよう耗もうするという欠点があるんです」

「こいつが辻浦と一いつ緒しよに行動している、と判断する理由は？」

「この人は辻浦さんの甥おいなんです」

　夏月は簡潔に答えた。

「佐倉君は、彼にやられたんですね」

「そうらしい。正確には、神山が起こした店の火事に巻き込まれたそうだ。その時佐倉は神山が敵とも知らず会食して、僕たちのことをベラベラしゃべったんだって」

「そうですか」夏月は苦い顔をする。「赤池の言っていた通り、脱走者が平磐市に集まりつつある、ということでしょうか」

　平磐における魂裸醒の大量生産という船子の「事業」を乗っ取り、魂裸醒を戦力として村への反旗を翻ひるがえそうとした男、赤池は死の寸前、村の脱走者たちとも連れん絡らくを取っていたと主張した。この俺が死ねば、異常を知って脱走者たちが平磐に集まってくるだろう、と。

「村を脱走した連中ってのは、みんなひとかたまりで行動しているんじゃないの？」

「そうではないと思います。内戦以降の四年の間に、何度か渉しよう猟りよう手しゆが脱だつ走そう者しやを見つけたという報告が村に上がってますけど、場所は全部バラバラです。そもそも徒党を組むことをよしとしない人たちばかりですからね」

「つまり、辻浦と神山の二人は、第一波だということ？」

「赤池の言葉を信じるならば、これから第二波以降も続々やってくるんでしょう。今の平磐は、バラバラになった脱走者たちを結束させる絶好の場です。平磐の魂裸醒を組織としてまとめ上げることができれば、村を滅ほろぼしうる大きな力になるでしょうからね。だからこそ、今のうちに対策を練るべきだと父さんは村に訴うつたえているんですけどね」

　そう言って、夏月は長々とため息をついた。

「その、──」僕はためらいつつ尋たずねた。「辻浦って人は、どんな人なの」

「厳しい人でしたよ。私はかなり小さい頃からあの人に師事してましたけど、何度泣かされたことか」

「そうなんだ。よっぽど厳しい修行を受けたんだね」

「ええ。『山に入って三匹びきくらい熊くまを殺して持ってこい』なんて言われたものです。今ではいい思い出ですけど」

「……待ってくれ。君が辻浦のもとで修行してたってのは、四年以上前のことだよね」

「そうです。戸有の子供は、十二歳になれば魂裸醒の力を使役できるようになりますからね。熊殺しの修行は、戸有の人間誰もが通る道ですよ」

「そうなんだ……」

　内容はとにかく、過去を語る夏月の声は柔やわらかく、朗ほがらかだった。言った通り、いい思い出なのだろう。

　そのような相手と戦わねばならない夏月の心中たるや、いかばかりのものか。

「神山の写真」僕は話題を変えた。「九里浜たちに見せなきゃ。メールで投げられる？」

「う～ん」夏月は眉まゆをひそめた。「写真データをそのまま外部に出すのは、ちょっと」

「そうなの？」

「村の方がうるさいんですよ。……こっそりプリントアウトしましょう。内ない緒しよにしてくださいよ」

「心得た」

　夏月はプリンタの電源を入れ、用紙をセットし、印刷を実行しようとした。が、途と端たんディスプレイに警告画面が出た。

「あ。インクを切らしているんでした」

　席を立ち、夏月は部屋を出て行った。少しして階段をバタバタと上っていく音が聞こえた。

　何の気なしに、僕はマウスを握にぎった。画面上には、「リスト」という名のフォルダが開いていた。フォルダ内にはたくさん下位フォルダが並んでおり、それぞれ人名らしき名前が付けられていた。

　船子英二。

　神山輝ノ介。

　辻浦文美。

　脱走者個人個人のデータを別々に保存しているようだ。

　と、僕はその中に奇き妙みような名前を見つけた。

　八阪井三十四。

「……八阪井さんじゅうよん……？」

　八阪井などという姓せいがそんじょそこらにあるはずがない。夏月の縁えん者じやの名前だろう。

　……一体誰だれだ？

　僕は天てん井じようを見上げた。時折床ゆかを踏ふむ静かな足音が聞こえてくるだけで、夏月が降りてくる気配はない。

　手早く八阪井三十四という名のフォルダをオープンする。そこにはいくつかのテキストファイルと画像ファイルとが収められていた。

　画像ファイルのうち一つを表示する。

　二人の男性が肩かたを組んで並んでいる写真だった。一人は三千人さんとすぐわかったが、若い。今より少なくとも十歳は若い。三十歳くらいか、ともすると二十代かもしれない。その隣となりにいる人物は、さらに若い。そして、三千人さんによく似ている。仲のいい兄弟、という感じの写真だ。

　以前、三千人さんは弟がいると言っていた。これがその人なんだろうか？

　次の画像を表示する。

「……なんだこりゃ」

　僕は思わず呟つぶやいた。今度の写真に写っている男性は、どういうつもりだか鉄仮面を被かぶっていた。見た目、果てしなく怪あやしい。特とく撮さつ番組の登場人物じゃあるまいな。

　しかし、この画像が特撮番組のワンカットでないのは明らかだ。一人の少女がその男性の腕うでに組み付いている。年の頃ころは小学校高学年か、中学生かといったところ。長い髪かみをポニーテールにしているその女の子は、明らかに夏月だった。

　夏月は、さも愛する人に抱だきついているかのような明るい笑え顔がおで、鉄仮面の人物の隣に立っていた。この鉄仮面の人物が八阪井三十四なる人物なのだ、と考えるしかあるまい。

　一体何があったんだ。

　実は夏月は三千人さんの弟の娘むすめ、と前に聞いた。総合的に判断すると、この写真の中の人物、八阪井三十四氏──多分、さとしと読むものと思われる。名付け親が直木三十五のファンでない限り──が、夏月の本当の父親なのだろう。

　脱走者の中に夏月の父親がいる？

　夏月の父は亡なくなったんじゃなかったのか？

　その上鉄仮面？

　…………

　こんなこと、本人に直接聞くわけにもいかない。これは、八阪井家の家庭の事情に踏みいる話だ。

　変な好こう奇き心しんを起こすんじゃなかった。己おのれの野次馬根性に軽い嫌けん悪おを覚えつつ、僕はファイルを閉じ、画面上の状じよう況きようを元通りにした。

　夏月がプリンタ用インクカートリッジを片手に階上から降りてきた。

　プリンタは、パソコンラックの下部に設置されていた。夏月はカートリッジを交こう換かんするために膝ひざをついて、パソコンラック下部に頭を突つっ込んだ。

「神山のこと、三千人さんにも伝えないと」

　言うと、夏月は作業をしながら答えた。

「二人のことは、もう伝えてあります。……あ、そういえば、父さんが面おも白しろいことを言ってましたよ」

「面白いこと？」

「失しつ踪そうした大河原君ですけど、過か醒せいに陥おちいった人間ってことで、父さんがちょっと前から目をつけていたそうですよ。いずれ、自分の手で始末をつけるつもりだったそうです」

「……へえ？」

　過醒とは、魂裸醒が裸ら光こうを過か剰じよう吸収した状態のことをさす。

　先天性魂裸醒は、裸光の吸収量を自己調節することができる。意図的に「過醒を起こす」ことができるのだ。裸光を大量吸収することで魂裸醒の力、身体能力が大おお幅はばにパワーアップする。ただしパワーアップは一時的、せいぜい三分程度のもので、制限時間が終しゆう了りようすると脱だつ力りよく状態となる。裸光の大量吸収に対し、自動的にリミッターがかかるのだ。短時間ながら魂裸醒を発現することができなくなり、完全に無防備になる。

　一方で、後天性魂裸醒は吸収量を調節することができない。体質的に裸光と合わない、魂裸醒の強い力に精神が耐たえられない一部の者は、無意識のうちに「過醒に陥る」のである。魂裸醒と肉体とが強きよう靱じんになるのは先天性と同様であるが、その代わり裸光を吸えば吸うほど肉体は蝕むしばまれ、ボロボロになっていく。首元から顔面にかけて過か醒せい紋もんと呼ばれる特とく殊しゆな紋様が現れ出すと、やがて影えい響きようは精神にまで及および、理性を失って暴れ出す。

　ひとたび後天性魂裸醒が過醒に陥れば、症しよう状じようは不可逆的に進行する。進行状況が初期であれば、魂裸醒を封ふうじることで裸光の吸収を絶ち、過醒状態を脱だつすることができる。しかし、末期まで進行していれば、やがて肉体そのものが変質し、吸収した裸光を増ぞう幅ふくして放つようになる。こうなれば、もはや治ち癒ゆは望めず、当人を殺すより他ほかにない。

　過醒に陥った人間を殺すことを、八阪井父おや娘こは義務としている。それは、船子の始末をつけた後も彼らが平磐に残った理由の一つである。過醒の人間をほっとけば、何をしでかすか分からないからだ。「自分の手で始末をつけるつもりだった」とは、三千人さんが過醒に陥っていた大河原を殺すつもりだった、ということだ。

「大河原が過醒だった……？」

「ええ。だから、大河原君の失踪には父さんも戸と惑まどっているみたいですね。身辺調査を行っているうちに、本人が失踪しちゃったんですから」

「誰だれか、別な人間が大河原を始末した、とでも？」

　その時、八阪井家の固定電話が鳴った。

　夏月は驚おどろいてはっと身体からだを起こし、結果パソコンラックの下部に思い切り頭をぶつけた。

「……あググ」

　妙みようなうめき声を上げながら、頭を抱かかえて悶もん絶ぜつする。

「代わりに出ようか」

　僕が申し出ると、夏月は頭を抑おさえたまま何度も頷うなずいた。

　八阪井家の電話は、居間の隅すみの柱に据すえ付けられていた。受話器を取り、応対に出る。

「八阪井です」

「八阪井さんのお宅じゃろうかあ」

　若いわりに貫かん禄ろくのある声。聞き覚えのある声だった。

「……迫さんですか？」

　野球のグラウンドで会った人の名を呼ぶと、電話の向こう側の人物は「ん？」と妙な声を漏もらした。

「今日、そっちに行った三み鶴つる城ぎ大助です」

　声を聞くだけでも迫はく力りよく満点だ。同い年のはずなのだが、つい下手に出てしまう。

「ああ、おまえか」迫は納なつ得とくしたような声を上げた。「なんでおまえが電話に出るんじゃあ」

「家の者が席を外しているので。どういった御ご用よう向きでしょう」

　こちらから聞き返すと、迫は黙だまり込んだ。

「……もしもし？」

「八阪井夏月って娘むすめはおるか。おるなら、伝えたいことがある」

　迫は低い、落ち着いた声で言った。

　僕は夏月に受話器を渡わたした。

　夏月は何事か話し込んでいたが、会話終了まで一分とかからなかった。通話終了ボタンを押して、受話器を置く。

「なんて言ってた？」

　夏月は少し面食らったような顔をしていた。

「今日の夜九時、磐工グラウンドに来てほしいそうです」

「なんでまた」

「ジョニーさんのことで伝えたいことがある、とのことです」

「……へえ」

　どういうことだろう？

「また妙な場所への呼び出しだね」

「私たちが会った場所だから、ってことなんじゃないんでしょうか？　それより、なんで私なんでしょうね」

「さあ。電話帳で調べやすかったんじゃないの。八阪井などという姓せいがそんじょそこらにあるはずがない」

「三鶴城という苗みよう字じだって、そうたくさんないじゃないですか」

「でも、三鶴城家があるのは沼渡田の方だし」

「……それもそうですね」

　夏月は納得した。

「他に何か言ってきた？」

「ええ。一人で来てほしいと言われたんですけど、そこは粘ねばって、もう一人立会人を連れて行ってもいいという風に話をつけました。──お願いできますよね」

　夏月は乞こうように僕の顔を見上げた。




　　食後の運動




　午後八時五十分、磐工野球グラウンドは闇やみと霧きりに包まれていた。

　初夏から夏へとさしかかる時節とはいえ、日にち没ぼつ後はあっという間に気温が下がる。おかげで川かわ面もから霧が流れ込んできており、僕たちの視界を塞ふさいでいた。長なが袖そでの服を着てきた方が良かったかもしれない、と思いながら僕は剝むき出しの二の腕うでを撫なでた。

「濃こい霧ですねー」夏月は珍めずらしいものを見るように目を丸くしていた。「このあたりって時々すごい霧が出ますよね」

　僕は小さく頷いて答えた。

「気温と川の水温の温度差が霧を生むんだ。こういう霧が出る時は翌日晴れる、と平磐では昔から言われている」

　夏月はグラウンドを見み渡わたした。濃い霧と夜闇とが相まって、何にも見えない。この状じよう況きようで野球をするには、トンネル工事用のライトつきヘルメットを被かぶらねばなるまい。

　僕たちはバックネットのそばで待つことにした。ホームベース周辺を囲うように四本の電柱を立て、その間に金かな網あみを張ったシンプルなものである。グラウンドに勝手に足を踏ふみ入れるのもためらわれるので、外側からバックネットに寄り、もたれかかった。

「どんな話をするつもりなんでしょうか」

　夏月は言った。

「少なくとも、おやつを一いつ緒しよに食べようとは言わないような気がする。もう九時だし」

　冗じよう談だんのつもりだったのだが、夏月はまじめな表情で「そうですね」と答えた。

　程なくして、霧の中に巨きよ大だいな黒い壁かべが一つ現れた。その壁は三さん塁るい側ファウルグラウンドを歩みながら、バックネットに近づいてくる。

「よお」人ひと影かげは言った。「約束通り、このことは誰だれにも言っていないじゃろうなあ」

　霧の中から迫が姿を現した。バックネットの向こう、すぐ目の前の位置で立ち止まる。

　迫は上下共にジャージを着用していた。夜中のジョギング中にちょっと寄り道してみました、という出いで立ちである。

「ええ」夏月は答えた。「それで、伝えたいことというのはなんでしょう」

　さらに迫は数歩詰つめ、夏月に接近した。

「大事な話なんじゃ」

　迫は決意に表情を硬かたくしていた。僕たちに呼びかけつつ、手招きする。

「もうちょい近寄れい」

　言われるまま夏月は金網に張り付いた。金網越ごしとはいえ、二人の距きよ離りはほとんど無い。

　迫は、手のひらを上に向けて左腕を差し出した。情報料を要求するつもりか、と一いつ瞬しゆん思ったが、違ちがった。

　迫の姿が二重にぶれた。差し出した左手の上に光が集まり、ほぼ一瞬のちに巨大な弓の形状を取る。

　いや、弓じゃない。クロスボウだ。

　クロスボウは既すでに矢が装そう塡てん済みだった。狙ねらい定める先は夏月の脇わき腹ばら。迫の右手がすぐさまクロスボウの引き金にとりつき、なんのためらいもなく矢を射出した。




　驚おどろきに目を剝いたのは迫の方だった。

　矢じりが脇腹の肉をえぐる寸前、夏月は空中で矢を握にぎり止めていた。

　その手は、青い輝かがやきを放つ手てつ甲こうに包まれている。夏月の魂裸醒、ブルー・ハンマーだ。

「……こんなことだろうとは思っていました。殺気丸出しですよ」

　ぽつりと言って、夏月は摑つかんだ矢から迫の方へと視線を上げた。その両目は獲え物ものを狙う鷹たかの鋭するどい眼光をたたえ、口調も人が変わったように冷厳としている。

　迫は即そく座ざに動いた。右手でクロスボウの表面を撫でると、どこからともなく第二の矢が現れ、弓にセットされた。拳けん銃じゆうの早はや撃うちを想起させるような動作だった。

　が、同時に夏月も動いていた。身体からだをひねってためを作ると、手刀で金網を突つき刺さす。金網は障子紙のごとく破れ、ブルー・ハンマーは向こう側へと突き抜ぬけた。夏月の手が迫の手をクロスボウごとわし摑みにし、一挙に金網の手前側へと引っ張り込む。

　確実に矢を当てるべく至近距離まで近づいていたのがアダだった。迫は完全に動きを縫ぬいつけられた。

「これはどういうことなのか、改めて話をうかがいましょうか」

　金網越しとはいえ、迫の鼻先で夏月は言った。

　が──

「その手を離はなせッ」

　別方向から突とつ然ぜん別の人影が飛び出たかと思うと、夏月めがけて突っ込んできた。

　僕は咄とつ嗟さに踏み込み、夏月をかばうように立った。瞬時に棍こん状の魂裸醒、パープル・シックルを発現させて、闖ちん入にゆう者しやの攻こう撃げきを受け止める。

　棍に嚙かみついたのは、鉄の爪つめだった。

「ジョニーか！」

「言っただろーが！　首を突っ込んだらただじゃおかねえってよーッ！」

　棍の向こう側には、怒いかりに顔をゆがめたジョニーがいた。爪を滑すべらせて、刃やいばと刃の間に棍を挟はさむと、腕をひねって棍の向きをあらぬ方向に流そうとする。

　体勢を崩くずされかけたが、僕は踏ん張ってそれに耐たえた。

　と、ジョニーの左手にも光が集まった。収束した光は、右手同様鉄の爪をかたどる。ただ、爪の形状がちょっとだけ違った。右手のものは湾わん曲きよくした三本の刃だが、左手のものは三本の細長い棒だった。よく見れば、棒にはそれぞれ螺ら旋せん状の溝みぞが走っている。

　空を切る耳みみ障ざわりな音を立てながら、それは高速回転を始めた。

「……ドリル!?」

　ドリルに触ふれた霧きりが回転に巻き込まれて渦うずを描えがく。不自然な体勢の僕を狙い、ジョニーは左の爪を突き込んだ。

　僕は大きく飛んで避よけた。が、着地時に足あし下もとがずるりと滑すべり、思わず膝ひざをついた。

　そこへ更さらなるジョニーの追い打ちが伸のびる。

「大助君！」

　夏月が迫の手を離し、僕のところへ飛んできた。ジョニーのドリル爪をはじき返し、逆の手でジョニーの胸を狙う。ジョニーはこれを右の爪で受け止めたが、夏月の力にこらえきれず大きな後退を余よ儀ぎなくされる。

　腕うでが自由になった迫は、構え直して第二射を発射した。標的はもちろん夏月だ。が、夏月は慌あわてずに矢をブルー・ハンマーで受け、打ち払はらった。三射目が来るより早く、僕の襟えり首くびを摑んで後方に大きく飛び跳はねる。

　空中に引きずり上げられながら、僕は体勢を立て直し、二本の足で着地した。

　仕切直しの格好になった。夏月と僕はバックネットを遠巻きにしつつ回り込み、グラウンド側に出る。一方でジョニーもグラウンドに出て、ホームベースの位置で迫と合流した。

「結局──」僕は話しかけた。「ジョニーとつるんでいたんだね」

「おおよ」迫は短く答えた。

「一体どういうつもりなんだ。大河原の失しつ踪そう事件を調べられると困るから、僕らを消そうってのか」

　その問いに迫は一言も答えなかった。

「俺達は、景を救わなきゃなんねーんだよ」

　代わりにジョニーが言った。

「景？」

　聞き返すと、ジョニーは顎あごでセンター方面を示した。

　促うながされるまま、外野に目をやる。

　はじめ、そこにはなにもないように見えた。しかし、やがて霧が揺ゆらぎ、一つの人ひと影かげがぼんやりと姿を現した。

　その人物は、直立した姿勢で一歩一歩踏ふみしめるように近づいてきた。その歩むところに大いに注意を払っているかのように。脇わきに一本、長い棒を抱かかえているのも視認できた。そう、まるで僕の棍のような──

　ピッチャーマウンドを越こえたあたりで、その人物は立ち止まった。足下に落としていた視線をすっと上げ、僕たちの姿を認める。

「──伊勢谷さん」

　夏月は彼女の名を呼んだ。

「…………こんばんは」

　感情を殺した平板な声で、伊勢谷は言った。

「どういうつもりなんですか」

　夏月はごくまっとうな質問をした。

「…………義務」

　伊勢谷は棍を持ち上げ、夏月にその先せん端たんを向けた。

「話すことなどなにもない。あたしはあなたを──殺す」

　なんかの冗じよう談だんかとも思ったが、伊勢谷の顔にふざけた様子は全くなかった。表情をすっかり殺し、じっと夏月を見つめている。

「おいおい」僕はあくまでフレンドリーな調子で話しかけた。「九里浜が君たちを殺人犯扱あつかいして怒おこらせたってんなら謝るよ」

「あんなチビコロなんてどうでもいいんだよ」ジョニーが吐はき捨てるように言った。「本命はおめーだ、八阪井夏月」

「あなたたちは」夏月は尋たずねた。「辻浦先生の命令で、私を狙ねらいに来たんですか」

「違ちがうね」答えたのはジョニーだった。「あいつらと手を組んではいるが、俺達は俺達の意志で動いている。俺達は──」

「ジョニー」伊勢谷が静かに、しかし鋭するどく言った。「なにも言う必要はない」

　警けい戒かいしながら、じりじりと横へ横へ動く。磐清園で初めて会った時の、あの動きだ。得心いった──夏月の手足は相手に届かず、しかし伊勢谷の棍こんは相手に届くという距きよ離りを保っているのだ。

　合わせて、ジョニーも間合いを詰つめてきた。対たい抗こうすべく、僕も棍を構え直す。

　伊勢谷は少しだけ表情を険しくした。

「…………邪じや魔ま。あなたは関係ない。あなたに危害を加えるつもりはない。今すぐこの場を立ち去るなら、見み逃のがす」

　僕は首を横に振ふった。そのような提案、論外だ。夏月を置いて一人で逃にげられるか。

「夏月を三対一でいじめるだなんて、スポーツマンシップに反しているとは思わないの」

「あたしたちはスポーツをやっているわけじゃない」

　にべもない返事。伊勢谷の双そう瞳どうには、頑かたくなな決意の炎ほのおが宿っている。なんとしても夏月を殺す、という確固たる信念がひしひしと伝わってくる。

　何か言い返そうとしたその時、夏月が僕の肩かたをつかんで後ろに引っ張った。代わりに夏月自身が前に出て、僕をかばうようにして立つ。

「三対一、ですか」

　夏月は鷲わしのような鋭い視線を左右に振り向けた。

「家を出る前に夕食を食べてきましたけど──食後の運動くらいにはなりそうですね」

「なんだとこの野や郎ろうッ」

　挑ちよう発はつ的言辞に、ジョニーが引っかかった。グラウンドの土を蹴けり、夏月へ向かって突つっ込んでくる。

　夏月はジョニーが来るのを泰たい然ぜんとして待ち、鉄の爪つめによる斬ざん撃げきを右の手てつ甲こうで受け止めた。




　　昏くらい月




「俺をなめてかかると痛い目に遭あうぜ！　ドロシーちゃんよぉーッ」

　叫さけびつつ、ジョニーは爪を右へ左へと振る。しかし切り裂さくのは空気ばかり、夏月はスウェーとステップでひらりひらりと鋭えい利りな刃やいばをかわす。その動きには、まだまだ余よ裕ゆうがあった。間断なく目を動かし、迫と伊勢谷の動きにも注意を払っている。

「なめるなつってんだろーがッ」

　ジョニーは左のドリル爪を回転させ、大おお股またに踏み込むと同時に夏月の腹部を狙った。が、ドリルの回転が服を切り裂く寸前、ブルー・ハンマーが動いて無造作にジョニーの腕うでを捕つかまえる。

　驚おどろいたジョニーは腕を引っ込めようとしたが、夏月の腕わん力りよくの前では赤子も同然、どんなにあがいてもびくともしなかった。

「……話にならないですね」

　夏月は冷たく言った。

「ジョニー！」

　仲間のピンチに、迫が反応する。遠えん距きよ離りから夏月めがけてクロスボウを三連射。微び妙みような時間差をおいて放たれた三本の矢は、正確に夏月の顔、胸、腹部を狙っていた。

　夏月は冷静にジョニーの手を離はなし、矢の射線上に突き出した。

「なんだと!?」

　文字通り矢や面おもてに立たされたジョニーは、ほとんど無我夢中で左右の爪を振った。明らかに矢の通り道など見ていなかったが、幸運にも三本とも矢を叩たたき落とす。

　その隙すきに、夏月は身体からだを回転させてジョニーの足を払はらった。矢に気を取られていたジョニーは簡単に足下を浚さらわれ、完全に身体が宙に浮ういた。

　すかさず夏月は浮いたジョニーの両足をキャッチし、両りよう脇わきに挟はさみ込む。ジャイアントスイングの要領で一回転、ジョニーを身体ごと放り投げた。

　標的は迫だ。

　ピッチャーマウンドから投とう擲てきされたジョニーは剛ごう速そつ球きゆうのようにホームベースを越こえ、迫に衝しよう突とつした。そのまま二人は後方のバックネットに激突、先ほど夏月によって作られた裂け目にはまって、上半身が向こう側へと突き抜ぬけた。

「せいやっ」

　休む暇ひまを与あたえず、棍を高く掲かかげ、伊勢谷が背後から打ちかかる。

　背中に目がついているかのように夏月は反応した。身体を折って棍を避よけ、向き直ると同時に地面を蹴り上げる。

　土つち煙けむりに襲おそわれて、伊勢谷は顔を覆おおいながら回り込むように後退する。夏月はその土煙の中へ突進し、右、左、右と拳こぶしを放った。伊勢谷は器用に棍を動かして三発とも受け止め、逆にすくい上げる一いち撃げきを返す。

　夏月はこれを、上体を大きく反らして避けようとし、──

　その時、棍の先せん端たんが光を放った。

「…………!!」

　咄とつ嗟さに夏月は逃げようとしたが、一いつ瞬しゆん遅おそかった。光が夏月の胸を裂き、血の飛沫しぶきを舞まい上がらせる。

「夏月!?」

　僕はすぐさま二人の戦いに介かい入にゆうした。

　ぐらりと揺ゆれた夏月の身体に、伊勢谷はさらなる追い打ちをかけようとする。僕は自分の棍こんを突っ込んで、伊勢谷の棍を受け止めた。

　夏月は大きく飛びすさり、膝ひざをついた。片手を傷口に当てる。上着の胸むな元もとが大きく裂け、肌はだについた傷までが露あらわになっていた。だが、深手ではない。

「ちょっと油断しましたね……」

　夏月は顔をゆがめていたが、それは自己の落ち度を責めるものであって、傷の痛みからでは無さそうだった。

「…………意外。『ダーク・オブ・ザ・ムーン』を避けるとは」

　表情一つ変えず、伊勢谷は言った。

　伊勢谷の棍の先端が、奇き妙みような形の輝かがやきを閃ひらめかせていた。一見したところ槍やりだが、単なる槍とも言い切れない。槍の刃の左右に、さらに三日月状の刃がついている。古代中国の戦記なんかに出てくる方ほう天てん戟げきというやつだろうか？

　普ふ段だんは単なる棍の形状で振ふり回しておきながら、いざという時に刃を出して切り裂く。切り札を隠かくしてやがったのだ。

「なんという卑ひ劣れつな！」

　僕は叫んだ。僕自身もまったく同じことをやっているので、文句を言えたものではないが。しかし、ここは僕自身のことは棚たなに上げて、非難の声を上げるべき時だ。

　僕は棍で方天戟の刃は先さきを打ち払い、伊勢谷を突つき放した。距きよ離りを取って再度向かい合う。

[image: ]

　その間に、夏月はゆっくりと立ち上がった。

「ちょっと驚きましたね」夏月は控ひかえめに言った。「でも、タネが割れた手品は二度と通用しませんよ」

「大だい丈じよう夫ぶなの、夏月」

　聞くと、夏月は少しだけ首を傾かたむけて僕を見た。

「大助君は、あの二人を見張っていてください」

　バックネットを指さして迫とジョニーの二人を示す。二人ともまだネットに突き刺ささったままだ。気絶しているのか、時折微び動どうするだけで、ネットから身体を剝はがそうと努力しているようには見えない。

　夏月は三歩大おお股またに前進して、地面を蹴けった。高く飛んで空中で回転、伊勢谷の脳天めがけてかかとを落とす。伊勢谷は棍を掲げてかかとを受け流し、逆に刃やいばを振って夏月を狙ねらった。夏月は直接腕で刃を受け止める。

　二人の叩き合いは、すぐに夏月が勝利を収めるだろうと思っていたが、案外伊勢谷は善戦していた。夏月に押されてはいるものの、よく攻こう撃げきを受け止め、時には反撃にも転じている。この立ち回りは、数週間やそこらで身に付くものではない。まるで何年も訓練を受けてきたかのようだ。長なぎ刀なたかなんかでも習っていたのか？

　はっきり言えるのは、おそらく棍の扱あつかいについては彼女の方が僕より上だということだ。一対一で対決したら、コテンパンにのされるに違ちがいない。

　ピッチャーマウンド付近で立ち回っていた夏月が、再度土を蹴り上げた。しかし二度目ということもあって、伊勢谷は落ち着いて受け止める。目くらましなど意に介かいさず反撃に転じようとして、──

　顔面にピッチャープレートの直ちよく撃げきを受けた。

　夏月がマウンドを足で掘ほり起こし、ピッチャープレートを引っこ抜ぬいて伊勢谷に投げつけたのだ。

　思いがけない飛来物を、伊勢谷はまともに食らってよろけた。

　夏月はその隙すきを見み逃のがさず、必殺の鉄てつ拳けんを伊勢谷の鳩みぞ尾おちに見み舞まった。

　伊勢谷の動きがピタリと止まる。

「……ぐふぅッ」

　肺から空気が押し出される音を吐はいた。たまらず伊勢谷は身体からだを二つに折り、その場に崩くずれた。

　勝負あり。夏月の勝ちだ。

　夏月は伊勢谷の肩かたを押し、地面に仰あお向むけに転がした。

「さ、話してもらいましょうか、色々と」

　低い声で語りかける。伊勢谷の方は重い一発を食らったせいで息も絶え絶え、とうてい話せそうになかったが、ここは情けをかける時ではない。

「できれば手て荒あらなことはしたくないのですが──」

　夏月の方に歩み寄ろう、と僕が一歩踏ふみ出したその時だった。

　突とつ然ぜん、グラウンドに閃せん光こうが走った。

　稲いな光びかりのようでもあったが、音は一切しなかった。まるで、ほんの一秒だけ強きよう烈れつなフラッシュを焚たかれたかのようだった。白い霧きりの壁かべに、切り絵のような僕たちの黒い影かげが焼き付けられる。が、それも刹せつ那なの話で、すぐに以前よりも深い闇やみが視界を覆おおった。

　意味不明の現象に、数拍はくの間誰だれもが戸と惑まどいを覚えた。

　最初に反応したのは夏月だった。

「……サンダーボール!?」

　言葉はそこで途と切ぎれた。

　どこからともなく飛来した鉄球が、夏月の脇わき腹ばらをえぐった。




　夏月の身体ははじきとばされ、数秒間宙を舞まった後、地面に叩たたきつけられた。

「…………!?」

　夏月の脇腹に命中した鉄球は、──いや、正確には鉄球ではない。その球は弱い光を放っていた。球はエネルギーを全すべて夏月の身体に吸収されてふわりと宙に浮うき、そのまま光を弱めて消え去った。

　魂裸醒だ。

「夏月!?」

　しかしまずは夏月だ。僕はすぐさま駆かけ寄り、助け起こす。まごうことなき苦く悶もんの表情を、夏月は浮かべていた。

　鉄球の来た方向を見やる。鉄球が飛んできたのは一いち塁るい側のさらに奥、磐工の校舎の方面だ。そこから何者かが狙そ撃げきを──

　第二弾だんが飛んできた。

　空中で叩き落とすべく棍こんを構える。が、今度の鉄球は微び妙みように狙いを外し、ピッチャーマウンドに着弾して水柱のような土つち煙けむりを上げた。平磐大橋の下で見た、土煙の柱とそっくりだ。着弾すると同時に、ほんの一いつ瞬しゆんだけまばゆい光を放ち、闇に包まれたグラウンドを光の中に浮かび上がらせる。さっきのフラッシュと同じだ。

　昼間に遠えん距きよ離りから狙撃してきた奴やつが、またも僕らを狙っている。

　神山といったか──奴はこの暗闇の中、照明弾のようなものを放って、標的の位置を確かく認にんしたのだ。サンダーボールとはよく言ったものだ。

　避よけなきゃ。あんなのを頭に食らったら、ものの見事に粉ふん砕さいされるに決まっている。明日野球部員がやってきたら、ここでスイカ割りでもやったのかと勘かん違ちがいするに違いない。

　僕は夏月を引きずり、バックネット側へ移動した。こちらに動けば、射線上にネットが挟はさまって邪じや魔まになるはずだった。

　動いた直後、ついさっきまでいた場所に土煙が上がる。さらに一いつ拍ぱくおいて、ネットに何かがぶち当たる耳みみ障ざわりな音が響ひびいた。撃うった球がネットに引っかかったのだろう。球が飛んでくる音は聞こえるが、まばゆい照明弾に目を焼かれているせいで視認することができない。こりゃまずい。

　続けざまに三つ目の照明弾。いや、今度は曳えい光こう弾だんとでも呼ぶべきで、最初から光を放ちつつ飛んできた。これはピッチャーマウンド付近に着弾し──

　地面に激げき突とつする寸前、球は見えないレール上を滑すべるかのようなカーブを描えがき、僕に向かって飛んできた。

「ウソだろ!?」

　棍を球に叩きつける。だが、ジャストミートするには棍は細すぎた。球は棍の芯しんには当たらず滑り抜け、さながらファウルチップのごとくバックネットに当たった。

　ふと足あし下もとを見れば、僕の足はちょうどバッターボックスの中にあった。なんでこんな時にバッティングをしなきゃならんのだ。しかも危険球のみを投げてくるピッチャー相手に。

　ネットを揺ゆさぶられたことで意識を取り戻もどしたのか、迫とジョニーがもぞもぞと動き出した。向こうを見やれば、衝しよう撃げきから回復したのだろう、伊勢谷が苦しげながらも棍を杖つえ代わりにして立ち上がっている。

　夏月といえば、立ち上がろうとするものの、そのたびに妙みようなうなり声を上げて崩れる。まさか、肋ろつ骨こつか内臓かをやってしまったのだろうか。

　大ピンチだ。

　ジョニーがネットを両手で握にぎり、自分の身体からだを押し出す。しばし力を入れた後、身体がずぼっと穴から抜ぬけた。同時に迫の身体も網あみから抜け、ずるりと地面に滑り落ちる。まだ意識を回復していないのだろう、迫は動こうとしなかったが、その一方でジョニーはピンピンしていた。右を見て左を見、おおよその状じよう況きようを把は握あくすると、両手に光を宿らせ爪つめを再装備する。

「どうやら形勢逆転みたいだな」

　ジョニーは歯を剝むいて笑った。猛もう烈れつにムカつく笑いだ。奴の顔をひっぱたいてあの笑えみを引きはがしてやりたいところだが、こんな四し面めん楚そ歌かの状況でそんなことができるのか──

　外野方向で二つの光球が輝かがやいた。

　霧の壁を軽々と貫つらぬく強い光だった。突とつ然ぜんのことに、誰もが光源に顔を向ける。その光はホームベースめがけ高速で近づいてきた──エンジン音を伴ともないながら。

　軽トラックだった。

　軽トラックはジョニーを轢ひき殺すような勢いで突つっ込んできた。

「ひえッ」

　ジョニーがビビるのも当然だ。くるりと僕らに背を向けて、真横に大きく身を投げる。

　軽トラは急に右を向くと、ドリフトしながら僕らの方へ突っ込み、ネットに激突する寸前でピタリと止まった。僕たちの目の前には、幌ほろに包まれた荷台があった。

　運転席のドアがバタンと開く。

「三鶴城君！」

　三千人さんだった。僕は夏月を担かついで、荷台に飛び乗った。

「後ろで伏ふせてろよッ」

　言って、三千人さんは軽トラを再発進させた。発進した途と端たん、左へ急カーブ。

　ほぼ同時に、幌の右側から弾たまが突っ込んできた。

　やすやすと幌に穴を開け、幌の出口から外へ飛んでいく。身を伏せていなかったら、頭部に危険球を食らっていたところだ。

　身を伏せたまま首をねじり、外を見る。今度は的はずれな場所で土の柱が上がった。その間に軽トラはスピードを上げてグラウンドを飛び出、雑草だらけの荒あれ地を突っ切り、川沿いの砂じや利り道へと出た。昼間に平磐大橋へと向かったあのルートだ。

　もはや弾は飛んでこなかった。走って軽トラに追いすがろうとする人ひと影かげもない。

　どうやら逃にげ切ったようだ。

　あらかじめ三千人さんに連れん絡らくをつけ、近くに隠かくれていてもらったのが功を奏した。連中が狙撃手を用意していたように、こっちも念のため切り札を隠しておいたのだ。「この会合のことは誰だれにも漏もらすな」という迫との約束を最初から破っていたわけだが、結果としてはお互たがい様さまというところか。

　夏月に目をやる。夏月は仰あお向むけのままで車の振しん動どうに揺られていた。意識はあるようで、薄うす目めを開けていたが、顔を流れる汗あせの量が尋じん常じようではない。

　と、夏月がゆっくり身を起こし、壁かべにもたれる格好で座り直した。

「大だい丈じよう夫ぶなの、夏月」

　声をかけると、苦しげながらも夏月は笑ってみせた。

「横になってたら、頭にモロに振動が来て仕方がないですよ」

　しかし、自分の脇わき腹ばらに手をやって顔をしかめる。

「これは……また油断しちゃいましたね……」

　冷静に評価できているあたり、深刻な傷ではないようだ。が、決して浅い傷でもない。魂裸醒の自己回復能力でカバーできるにしても、今すぐベッドに押し込んだ方がいい。

　さて、さしあたりの危難は避さけたが、これからどうすべきか。

　迫は八阪井家に直接電話をかけてきた。こんな田舎いなかでは、学生の住所を調べるのはわけない──市内十数校の名めい簿ぼを片かたっ端ぱしから調べればいいだけなので。敵は八阪井家の場所を知っていると考えるべきだろう。そんなところに怪け我がで動けない夏月を連れて行っていいものなのだろうか。

　僕は運転席後部の窓ガラスを叩たたいた。と、それに応じて三千人さんは軽トラを止める。僕は荷台から降りて、運転席のドアの方に出た。

　三千人さんは車窓を開けた。

「どうかしたかね」

「このまま八阪井家に戻もどるんですか？」

「待ち伏ぶせの可能性を言ってるのかね」察しよく三千人さんは答えた。「私もそれを考えていたところだ」

「さすが三千人さん。差し出口でしたね」

「どこに行こうか、考えていたところだ。夏月はどうする。よもや荷台で一晩過ごさせるわけにもいくまい」

　少し考えてから、僕は答えた。

「九里浜の家はどうでしょう」

「彼女がうんと言ってくれるかね」

「三千人さんが説得すれば一発ですよ」

　どうも、九里浜は三千人さんにホの字であるらしかった。三千人さんにコビを売って、戸有の探たん偵ていとして取り立ててもらうための打算という説もあるが。

「それにいくら九里浜でも、怪我している夏月を寒空に放り出せとは言わないでしょ」

「それもそうだ。ここは九里浜君を頼たよるとするか。申し訳ないが」

　そうですね、と答えて僕は助手席に回り込もうとした。すると三千人さんは僕を制して、

「どこに行くのかね」

「九里浜の家までナビゲートしようと思って」

「いやいや、九里浜君の家は知ってるよ。何のために私が毎日毎日パトロールと称しようして市中を走り回ってると思うのかね。それよか、君は夏月についてやってくれ」

「……それもそうですね」

　僕は幌ほろに戻った。同時に軽トラックが動き始める。車の揺ゆれに、夏月は小さく吐と息いきを漏らした。眠ねむっているのか目を閉じ、荷台の隅すみで縮こまっている。

　夏月の隣となりに座り、顔をのぞき込む。汗が止まる気配はない。僕は夏月の手を取り、握にぎりしめた。

　少しして、夏月は手を握りかえしてきた。
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　　幕間




「いやいや、逃にげられちまったようだね。ヒヒ！」

　独特な笑い声を立てながら、神山が闇やみの中から姿を現した。疲ひ労ろうと笑えみとが入り交じった、奇き妙みような表情を浮うかべながら。ともすると鳥とり肌はだの立つ気温だというのに、彼は顔面中から滝たきのような汗を流していた。射出型魂たま裸ら醒せを連発した反動で、体力を消しよう耗もうしたのである。

　しかし、彼に注意を払はらう者は一人もいなかった。迫はやっと意識を取り戻したばかりで、起きあがって状じよう況きようを把は握あくするのがやっとだった。

　さしあたりの危難はないものと判断し、あたりを見回す。練習場は惨さん憺たんたる有様を呈ていしていた。バックネットには穴が空き、グラウンドには轍わだちがくっきりついていた。おまけにピッチャープレートが引っこ抜ぬかれて転がり、マウンドには小さな穴が空いている。

「こりゃ、明日の練習前に一ひと騒さわぎになりそうじゃのお」

　他人ひと事ごとのように迫は言った。十年に一回くらいは、どこぞの不良が夜中にこっそり校庭に入りこんで車で爆ばく走そうし、車輪の跡あとを残していくという事件があるものだ──平磐みたいな田舎いなかでは。さすがにバックネットに穴が空けられるなんて事件は前代未聞だが、これもどこぞの不良グループがついでにやっていったこととして扱あつかわれるだろう。

　金かな網あみを直すことはできないし、車輪の跡を全すべて消すためグラウンドにレーキをかけるのも面めん倒どうだ。迫はこの件に関して知らんぷりを決め込むことにした。

　だが、ピッチャープレートを埋うめ直すくらいはやった方がいいだろう。迫はプレートを拾いに歩き出した。

　ピッチャーマウンドのすぐ横に、伊勢谷はひざまずいていた。両手を膝ひざについてうつむき、じっと動かずにいる。

　そばに歩み寄っていたジョニーが手を差し伸のべる。

「大だい丈じよう夫ぶか、景──」

　蛇へびの鎌かま首くびのごとく伊勢谷の手が動き、ジョニーの手をひっつかんだ。骨も折れよとばかりに握りしめ、鋭するどい眼光でジョニーを睨にらみあげる。

　が、少しすると伊勢谷は我を取り戻したかのようにはっと息を吞のみ、手を離はなした。そして自分のその手、包帯を巻いた手を見つめる。まるで他人の手を見るかのように。

「また発作か」

　手首を力一杯握にぎられたジョニーは、しかし怒いかりどころか不快な様子一つ見せず、逆に心配そうに声をかけた。

「…………大丈夫。もう大丈夫」

　その手で、伊勢谷は顔の半分を覆おおい隠かくした。できるだけ平静な発音を心がけてはいたが、その言葉には疲労がこもっていた。

「本当かい？」神山がふらりと寄ってくる。「見せてごらん、どうなっているか」

　伊勢谷は手を下ろした。少しの間、無表情な瞳ひとみで神山を見上げていたが、やがて上着に手をかけ、襟えりの部分を広げて胸むな元もとを見せつける。

　暗くら闇やみの中、過か醒せいの輝かがやきがはっきりとその胸に灯ともっていた。胸骨の上を、奇妙な光る紋もん様ようがのたくっている。もう少しで鎖さ骨こつにまで届きそうな勢いだった。

「大したもんだ、魂裸醒に目覚めて五年経たってるのにこのサイズで済んでるとはね。とはいえ、限界は近そうだ」

　限界、という単語に反応してジョニーと迫が神山を見る。

　神山は肩かたをすくめた。

「早くしないといけないよ。ここまで来たら、一気に取り返しのつかないところまで悪化してしまっても不思議じゃない。それまで景君の意志の力が持つか持たないかの勝負だ」

「景が耐たえているうちに、八阪井夏か月づきを殺さなきゃならねー」

　ジョニーが言うと、迫も頷うなずく。

「待っとれ景、必ず助けてやるからのお」

「…………義務」

　伊勢谷は首を振ふった。胸元を元通りに隠し、立ち上がる。一歩だけふらりとしたが踏ふみとどまり、頭を高くもたげた。

「八阪井夏月は私が殺す。これは私の義務」

　平板な調子で宣言した。

「協力は惜おしまないよ、ヒヒ！」神山は笑った。「ま、とりあえずは姉さんからの連れん絡らくを待って──」

「待ってられっか！　間に合わなくなったらどうしてくれるんだ！　そりゃ、あんたらには関係ねーだろうけどよーッ」

　ジョニーはいきり立った。それから迫を見て、

「迫、おまえは景を頼たのむ。俺は連中を追いかけるぜ」

　返事も待たずに霧きりの中に姿を消そうとする。

　ところがちょうどその時、ジョニーを引き留めるかのように、神山の持っている携けい帯たい電話が鳴った。

「姉さんからだ」神山はジョニーに言った。「動くのは、これを聞いてからでも遅おそくないんじゃないの？」

　さすがに、ジョニーは足を止めた。

　通話時間は短かった。電話を切ると、神山は再度ジョニーに言った。

「今のところ、連中が八阪井家に戻もどってくる様子はないってさ。待ち伏ぶせを恐おそれてどっかに隠れたらしいね」

「そうか。ありがとよ」

　ジョニーは背を向け、手を振った。

「どこに行くのさ」

「心当たりがある」

　背を向けたまま言い、ジョニーは歩み去っていった。

　神山はジョニーを止めなかった。

「やれやれ。僕は今日は帰らせてもらうよ。このまま風か邪ぜをひいて死んだら本ほん末まつ転てん倒とうだ。……うう、寒」

　あきれ顔で言い、手で止めどなく流れ出る汗あせを拭ぬぐった。

　伊勢谷は左手のバンデージがずれているのに気がついた。直すため、包帯を外しにかかる。

　包帯の下から現れたのは、手のひらの地じ肌はだと、そこにつけられた複数の裂れつ傷しようだった。何度も包丁で突つき刺さしたかのような古く醜みにくい傷きず跡あとが、はっきりと刻まれている。

　伊勢谷はしばらくその傷跡を凝ぎよう視しし、そして手をぎゅっと握にぎりしめた。




　八阪井三み千ち人とは軽トラで自宅に向かっていた。

　九里浜家に夏月と三助を降ろして九里浜に挨あい拶さつした後、彼は自宅に帰ることにした。自宅で待ち伏せされている可能性はあったが、それはそれで好都合。手負いの夏月がいない分、心おきなく魂裸醒を振るうことができる。敵を返り討うちにしてとっ捕つかまえれば、然しかるべき情報を聞かせてもらえるだろう。

　八阪井家に戻ると、人が一人門前に堂々と立っているのが見えた。

　辻浦だった。

　三千人は道みち端ばたに車を止めると、歩いて門前に近寄った。

「やあ。久しぶりさな、辻浦君」

　鷹おう揚ように挨拶する。

　辻浦は礼れい儀ぎ正しく頭を下げた。

「こちらこそ久しぶりです、先生」と、不意に表情が曇くもる。「『辻浦君』とは他人行儀な呼び方ですね」

「昔みたいに『文美』と呼んで欲しかったかね？　……そうはいかないさ。脱だつ走そう者しやとして村を出るという選せん択たくをしたのは君だろう」

「それは、──」

「待ちたまえ」三千人は手を振って遮さえぎった。「そのことはもう恨うらんでいない。君をつなぎ止めるだけの魅み力りよくが私になかっただけの話だ」

「そうではありません！」辻浦は鋭するどく言った。「内乱の時、先生も──あなたも村を出るものと私は固く信じていました。決して先生を見限ったのではありません！」

「今日は何をしに来たのかね。終わった話を蒸し返しに来たのか？」

「私にとっては、終わっていません」

　神しん妙みような態度を辻浦はとり続けていた。さながら、熊くまの檻おりに入った人のように。少しでも妙な動きをして熊の注意を惹ひけば、爪つめの一ひと振ふりで殺される。三千人の一挙手一投足を、異様な緊きん張ちよう感かんをもってみつめていた。

「先生、私達の味方になってくれませんか」

「……ほう」

　三千人は片眉まゆをつり上げた。

「この私に、村を捨てろというのかね」

「そうです」辻浦は言葉に熱意を込こめた。「先生も、今の村の体制には疑問を抱いだいているはずです。亘理などという腐くさった男に支配された戸有など、我々が忠誠を捧ささげる価値はありません」

「亘理がクソ野や郎ろうだというのは認めるがね」
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　声を押し殺して三千人は笑った。

　良い兆ちよう候こうだ、と辻浦は言葉を重ねた。

「正直言って、私は先生と戦いたくありません──それに、私にとって夏月は娘むすめのようなものです。代わりに、あなた方が味方になってくれればこれ以上嬉うれしいことはない。三さ十と四しさんもそう思っているはずです」

「三十四か」三千人は空を見上げた。「やはり、君らの後ろで三十四が動いているんだな」

　腫はれ物に触さわったかのように、辻浦は急に表情を殺した。

「……ええ、そうです」

「ならば、伝えてくれ。私は今もって三十四を許すことはできん、とな」

　一いつ貫かんして脳天気な態度は変わらない。だが辻浦はその言葉の裏に、強固な鉄の意志が存在することをひしひしと感じた。

　辻浦は黙だまり込んでしまった。

「私が言いたいのはそれだけさ。今日のところは帰りたまえ、次に会う時は敵同士だ」

　なおも動かない辻浦に、三千人はもう一言付け加える。

「あのな、私だって人の子だ。君にいきなり切りつけられるほど、過去を割り切っているわけじゃない。だが、いつまでもそこにいられては、そうも言っていられない」

　辻浦は目を閉じ、短く嘆たん息そくした。軽い失望感に襲おそわれつつも一礼し、別れの言葉を述べる。

「……そうですか。わかりました。それでは」

　辻浦は三千人に背を向けると、夜の闇やみの中へ歩み去っていった。

　その気になれば、三千人は魂裸醒ビースト・イン・ビューを発現、竹たけ槍やりを辻浦に投げつけることもできた。が、三千人は彼女の背中を黙って見送るに留とどめた。

　何者かに電話をかけながら、辻浦は歩み去っていく。完全に辻浦の姿が消えてから、三千人も小さくため息を漏もらした。

「魅み惑わく的な申し出だが──こればかりはどうにもならん」

　吐はき捨てて、道端の石ころを蹴け飛とばした。




　　寒い国からやってきた漫まん才ざい師し




「一つはっきりしておきたいのは」九里浜は言った。「あたしはあんたを泊とめるのは反対よ。三千人オジサマがどうしても泊めて欲しいと頭を下げてくださったから話を吞のんだ、ということを忘れないでよね」

「何とでも言ってくれ」僕も声を荒あららげて反論した。「君が気に入らないってんなら、僕は歩いて家に帰る。でもとにかく、夏月を休ませてやってくれ」

　背負った夏月の姿を見せる。意識はしっかりしているが、汗あせと苦しげな表情とは今も続いている。

　九里浜は珍めずらしく言葉に詰つまり、僕から視線を外した。

「別に、出てけだなんて言ってないじゃないのよぅ」

　小さな声でブチブチ言いつつ、九里浜は僕の袖そでをつまみ、自分の部屋へ誘ゆう導どうした。

　僕は夏月を九里浜のベッドに下ろし、座らせた。

「うー……すいませんねえ」

　かしこまる夏月に、僕は慰なぐさめの言葉をかけた。

「気にすることはないよ。こういう時はお互たがい様さ」

「そーそー。アホ三助なんかに気き兼がねする必要なんてないって。顎あごでこき使ってやんなさい。馬車馬だと思って」

　九里浜が畳たたみかけるように言い、僕を見た。

「さ、あんたは豪の部屋にでも行ってなさい」

「待ってくれ」僕は抗こう弁べんした。「僕は、夏月を守ってくれと三千人さんに頼たのまれたんだ。できれば夏月と一いつ緒しよにいたいんだけど、──」

　いきなり九里浜は歯を剝むいた。

「今から夏月を着き替がえさせんのよぅ！」

「失礼しました」

　僕は弾はじかれたように部屋を飛び出た。

　豪の部屋は、九里浜の部屋と全く同じ間取りだった。つまり、アホみたいに広い。三十人くらいでマイムマイムを踊おどってもなんの問題も無さそうだ。

　豪は、だだっ広い部屋の真ん中に腰こしを下ろし、困こん惑わくしたような疲つかれたような顔をしていた。が、僕が入ってくるのを見ると、エサの匂においを嗅かぎつけた猫ねこのように頭を上げ、すり寄ってきた。

「お姉ちゃんたちは大だい丈じよう夫ぶなんですかッ」

「ああ、そりゃまあなんとか」

「教えてくださいよぅ、どんなことがあったんですかッ」

　言葉尻じりこそ丁てい寧ねいなものの、豪はえらい迫はく力りよくでにじり寄ってきた。

「まあ落ち着いて。アレか、君はお姉さんから何も聞かされていないのか」

「そうなんですよぅ。聞こうとしても『捜そう査さ状じよう況きようは誰だれにも教えられない』の一点張りで。しつこく食い下がると殴なぐられるし。どうなんでしょう」

　心から姉の心配をしているであろうことは、その態度からひしひしと伝わってくる。とはいえ、僕も夏月のことが気がかりで仕方がなく、とうてい人に説明していられるような心境ではなかった。

「君に事情を教えるわけにはいかないな」

　僕は言った。

「そうですか」

　豪は残念そうに引き下がった。しょんぼりとするその姿は、人の同情心を大いに惹じやつ起きするものだった。ただ純じゆん粋すいに姉を心配する弟の姿が、そこにはあった。九里浜みたいな奴やつでも姉は姉、大事な家族なのだろう。

　たとえば、僕に九里浜のような姉がいたら、どうだった？

　世をはかなんで出家していたことだろう。考えるまでもない。

「まあまあ」せめてもの慰めを口にせずにはいられなかった。「詳くわしいことは言えないけれど、安心してくれ。僕と九里浜は一心同体……ではないな……運命共同体……というのもおかしいか……とにかく、あいつが暴走しないように監かん視ししている。ま、僕みたいなほとんど初対面の人間にそんなこと請うけ負われても不安だろうけど、──」

「三み鶴つる城ぎさんのことは、お姉ちゃんから聞いてますよ」

「そうなの？　なんて言ってるんだ」

「……それは、その……」

　聞き返すと、豪は言葉に詰まった。

「どんなひどいことを言っているか、だいたい想像がついた」

「あ、いや、でも、お姉ちゃんは特とく殊しゆなんですよ」

「特殊？」

「はい。昔からお姉ちゃん、かまってくれる相手がいると、その相手の文句ばっかり言うって変な癖くせがあるんですよ。最近は『三助はどうしようもないアホ』とか『夏月もどうしてあんな奴とつきあってるんだか』とかしょっちゅう言ってるから、ああ、最近はその三助って人と夏月って人と仲良くやってるんだな、ってわかるんです」

　さすがは弟、姉の屈くつ折せつした感情表現も全すべてお見通し、ということか。

「へえ。じゃ、今日はじめて三助って人と会って、どう思った？」

「普ふ通つうの人で良かった、と思いました。お姉ちゃん、普通の人とつきあうことで、もう少し角が取れてくれればいいんですけど。昔から不良の人たちとケンカ三ざん昧まいでしたから」

　とその時、部屋の外からバタバタと足音が近づいてきた。部屋の障子ががらりと開き、九里浜が姿を現す。

「夏月の様子はどうなんだ」

　僕は早口に聞いた。

「寝ねてる。かなり落ち着いたみたいだから、とりあえずは安心ね。……あんたこそ落ち着きなさいよぅ」

　九里浜は答えつつ、僕の目の前に腰を下ろした。

「落ち着けだって？　平常心という言葉を具現化したようなこの僕に？」

「何言ってんのよぅ」九里浜はあきれ顔をしてみせた。「さっきからものすごいそわそわしてるじゃないの。夏月がやられて心配なのは分かるけど、もう少し腰を据すえなさいな」

　言われてふと見ると、僕の手がズボンを握にぎりっぱなしであることに気がついた。手を離はなすと、手のひらはぐっしょりと汗あせで濡ぬれている。どうやら、自分で思っているより動どう揺ようしているようだ──九里浜に指し摘てきされたのはなんか癪しやくだが。

「豪。あんたは外しなさい」

　九里浜は静かな、しかし有無を言わせぬ命令を弟に下した。と、豪は姉の言葉に文句一つ言わずに従い、自分の部屋から出て行った。

「問題点をおさらいしましょ。まず大事なのは、幼よう稚ち園えんの生き残り三人はつるんでたってことね」

「君のジョニー単独犯説は崩くずれたな」

「そうね」九里浜は渋しぶ々しぶ認めた。「で、あの三人、なんであいつらが夏月を狙ねらうわけ？　あたしじゃなくて」

「それが分かったら苦労はしない。知りたかったら、三人から聞くしかないだろうね」

「どうやったら捕つかまえられると思う？」

「一番優先すべきなのは夏月を守ることだってのを忘れるなよ。連中の動機なんて二の次だ」

「なにを間ま抜ぬけたことを言ってるのよぅ。向こうの動機がわかったら、対策を立てる余地も出てくるじゃない。それにあんた、動機を解き明かすのは探たん偵ていの立派な仕事よ。動機無しに他人を殺す人なんて、そうはいない」

　九里浜は食い下がった。

「今こそこっちから積極的に打って出る時よ。三人のうち、誰か一人でも捕まえることができればいいんだけど」

「捕まえて動機を喋しやべらせるのか」

「当然よ。あたしの話術にかかれば、ＫＧＢのスパイも漫まん才ざい師しみたいな調子で機密を喋り出す」

「なるほど。君のその鉄てつ扇せんで、目玉が飛び出るまで突つっ込み倒たおして吐はかせるんだな」

　九里浜は瞬しゆん時じに鉄扇を発現、僕の脳天に突っ込みを入れた。

「話術って言ってんじゃないのよぅ！」

　このトピックに拘こう泥でいすると僕の目玉が飛び出ることになると直感したので、僕は話を進めることにした。

「君の話術が優すぐれているという前提で話を進めよう。でも、情報を引き出す相手がいなければどうにもならないよ」

　対象の三人中二人は居場所もわかっている。とはいえ、伊勢谷は磐清園、迫は磐工の寮りようの住人だ。大おお騒さわぎできる場所では決して無く、向こうに籠ろう城じようを決め込まれたらこちらには打つ手がない。

　とすれば、残る可能性はジョニーだ。彼にだって住居はあるはずだ──いくらなんでも、山にこもって野生の動物のような生活をしているわけじゃないだろう。だが彼の住所をどうやって調べればいいのか。

「それとも、ジョニーの居場所をもう突き止めたの」

　すると九里浜はチッチッと舌打ちをしながら指を振ふった。

「手がかりらしいものは見つけた。今日の午後を無む為いに猫ねこと遊んで過ごしたわけじゃない」

　一枚の折りたたんだ紙切れを取り出す。それはコピー用紙で、ＰＣプリンタで印刷されたとおぼしき記事が記き載さいされていた。

「三年前のローカル新聞の特集よ。過去の事件になんか手がかりがあるんじゃないかと思って、長坂と協力して新聞の過去記事を検けん索さくしていたら、たまたま見つかった」

「過去の事件？」

　大河原のスクラップノートに挟はさまれていた失しつ踪そう事件のことか、と思いつつ記事を見る。

　予想は外れていた。タイトルは「あれから八年～沼渡田隕いん石せき災害、被ひ災さい者しやの今～　特集第五回（全十回）」とある。隕石災害の追つい跡せき記事である。どういうことだろう、と思いつつ目を通す。

　一行読んだだけで、おや？　と思った。以前にどこかで読んだことがあるような──

　理由はすぐに判明した。記事は、とある沼渡田市職員に対するインタビューにより構成されていた。

　その沼渡田市職員の名は、「三鶴城顕けん三ぞう」とあった。

「うああ」僕は声を上げた。「父さんじゃないか」

　思い出した。昔父さんが「新聞社に取材された」とはしゃいでた時があったっけ。その後取材内容は無事記事となり、新聞に掲けい載さいされた。その時にこの記事を読まされたのだ。

「やっぱりね」九里浜は言った。「三鶴城なんて変な苗みよう字じ、そう滅めつ多たにないとは思ったけど」

「でも、なんで突とつ然ぜんこんなものを取り出すんだ。父さんとなんの関係がある」

「よく読みなさいよ」

　九里浜に促うながされ、僕は記事を読んだ。

　記事は三鶴城顕三氏へのインタビューを編集したものだった。市職員の三鶴城氏が運良く災害に巻き込まれずに済んだこと、隕石が落ちた直後に沼渡田にすっとんでいき救出活動に東とう奔ほん西せい走そうしたこと、その際に助けた人々とのその後の交友のことについて書かれている。

　焦しよう点てんが当てられているのは、顕三氏が半はん壊かいした幼稚園内に閉じこめられた子供達を救い出したというエピソードである。隕石衝しよう突とつ後の大混乱のさなか、いつ倒とう壊かいするかもわからない建物に単身突とつ撃げきして子供達を引っ張り出した、とのことだ。当時、父はこの英えい雄ゆう的な行こう為いでちょっとした有名人になったものだが──

　その幼稚園の名は川かわ向むかい幼稚園というらしい。

「どっかで聞いたことがあるような」

「あんたねえ」九里浜はあきれ顔で言った。「大河原のスクラップノート読んだでしょ。あいつらの出身幼稚園よ。この記事も、川向幼稚園という検索ワードで引っかけたの」

「ということは、父さんが助けた園児ってのは──」

「そういうこと。最後の方を読みなさい」

　災害からしばらくたった現在（つまり三年前だが）、顕三氏は救出者達と時折手紙のやり取りをしているという。「手紙を受け取るたびに、あの日のことがまるで昨日のことのようにまぶたに浮うかびます」という父らしからぬコメントで記事は締しめくくられていた。

「助けた子供達と手紙をやり取りしてるって書いてるでしょ。もしかしたら、あんたの父親がジョニーの住所を知っているかもしれない」

「それは──」

「そう」九里浜はずいと迫せまった。「今すぐあなたの父親に連れん絡らくして、ジョニーの住所を聞き出しなさい」

「その可能性は認める」僕は一歩譲ゆずった。「でも、必ずしも知っているとは限らないよ」

「その時は、別の手段でジョニーの住所を調べ出す。ただ、あんたの父親に掛かけ合えば、その手間が省けるかもしれないでしょ」

「別の手段ってのは、具体的にどういうことなの」

「ジョニーだって、おそらくは平磐のどこかの中学校に通っていたはずよ。その中学校を割り出したら、夜間に忍しのび込んで資料を盗ぬすみ出す」

「……父さんがジョニーの住所を知っていることを祈いのろうか」

　僕は携けい帯たい電話を取り出し、実家の番号を呼び出した。




　　地方公務員三鶴城顕三氏の証言




「おう大助。元気か」

　電話の向こうから聞こえてきた声は、相変わらず大きかった。

「やあ父さん。僕は元気だよ」

　三鶴城顕三、五十一歳。高卒で沼渡田市役所に入って以来、市職員一筋で既すでに在職三十年を超こえている。隕石災害以前の沼渡田市の様子を知る数少ない市職員ということで、市役所内でも一目置かれているそうだ。

「ちゃんと毎日三食食べてるだろな」

「父さんはいつもそればっかりだね。ちゃんと食べてるって」

「それで、なんか用か」

「一つ聞きたいことがある」

　そう質問してから、父に話をどうやって切り出すか全く考えていなかったことに気がついた。咄とつ嗟さに出任せを口にする。

「えーと、……実は学校の宿題で、沼渡田隕いん石せき災害の調査をしているところなんだ」

「ほほう」

　父はうれしそうな声を上げた。父は隕石災害の語り部を自認しており、人に災害体験を語ることを好んでいる。

「おまえの方からその話を持ちかけるとは珍めずらしいじゃないか。隕石が落ちた時には、すぐそばまで台風が近づいていてだな、──」

「いやいやいや」

　慌あわてて遮さえぎった。父の災害話は、子供の頃ころから顔を合わせるたびに聞かされている。ひとたび災害のことを話し出したら、誰だれかが止めない限り最後の審しん判ぱんの日まで喋しやべり続けることだろう。要点を引き出し、できるだけ簡潔に聴ちよう取しゆしなければ。

「久しぶりに記事を見つけたんだ、新聞の」僕は視線で手元の印刷物の文を追った。「父さん、むかし新聞記者にインタビュー受けたことあったでしょ」

「おうとも。あの時はえらいムカついたもんだから、よく覚えている」

「なんでまた」

「俺の話したことを数行しか書いてくれなかったから。おまけに言ってもいないことを勝手に書きやがるし」

　多分、締めの言葉のことだろう。あんなまとまりのいい台詞せりふは、まったくもって父らしくない。

「おまえがなにか記事を書くんだったら、徹てつ底てい的に検けん閲えつさせてもらうぞ。俺の言ったことが正確に引用されているかどうか、一言一句チェックするからな」

「父さんの話はあとで聞かせてもらうよ。一人紹しよう介かいして欲しい人がいるんだ。えーと、父さん、この時に幼よう稚ち園えんの子供達を救ってるだろ。父さんが救った子供から話を聞きたいんだ。ちょうど僕と同じくらいの年だし」

「そうか」父の声が陰かげを帯びた。「あの日のことを思い出すと、今でも背骨を引っこ抜ぬかれて代わりに氷ひよう塊かいを突つっ込まれたような気分になる」

　父らしい表現だった。そりゃ記者の人も勝手に台詞を変えるだろう。

「ありゃ、隕石が落ちた後、爆ばく風ふうと津つ波なみが収まってから、車で沼渡田市役所に向かおうとした途と中ちゆうのことだった」父は昔語りを始めた。「数キロくらい行ったあたりから半はん壊かいしている家が増えだして、道路のひび割れもでかくなってきた。これ以上は徒歩で行かなきゃなるまい、と車を止める場所を探していたら、一人の大おお怪け我がをした男がふらふらとやってきて、『子供達を助けてくれ』と言い出した」

　長話になりそうだった。あきらめて僕は黙だまって話を聞くことにした。先の船子事件で、隕石災害の時に降ってきたのは裸ら光こう石だったという「真実」を知って以来、いつか父に当時のことを聞こうとは思っていたのだ。

「その人が幼稚園の先生だったんだね」

「いや、保護者だった。その幼稚園……えーと、なんて名前だったかな」

「川向幼稚園、と記事には書いてある」

「そうそうそれそれ。夏休み真っ最中の時期だったんだが、そこの幼稚園では親子のふれあいイベントだかなんだか、とにかく園児と保護者を招いてなんかやっていたらしい。そこに隕石の爆風がドカン、だ。男について行ってみたら、幼稚園脇わきの大木が根本からもがれて、屋根にめり込んでいた。なんとか建物としての形は留とどめていたが、崩くずれるのは時間の問題って感じだったな」

「でも、その中にはまだ園児たちがいた、と。よくそんなところに入れたね」

「救助隊を待っている暇ひまなんてなさそうだったし、そもそも救助隊を呼ぶ方法がなかったもの。ライフラインは寸断されていたし、あの頃は誰だれ一人携けい帯たい電話なんて持ってなかった。あったところで、回線が塞ふさがってただろうが。でも一番の理由は、一人だけ運良く脱だつ出しゆつできた園児を見かけたことだった」

「一人だけ、先に助かった子供がいたんだ」

「ああ。大怪我を負って、泣いていた。その姿が、ちょうどおまえと重なったわけよ。一歩間ま違ちがったら、おまえが今まさにこの幼稚園の下に押しつぶされようとしていたのかも、と思ったら、尻しりを火であぶられているような気分になった。居ても立ってもいられなくなったのさ」

　ちらりと九里浜を見やる。九里浜は腕うでを組み、射殺すような勢いで僕を睨にらんでいた。

「豪、お茶持ってきなさい」

　部屋の外に顔を出し、怒ど鳴なった。

　九里浜の奴やつ、長話に業ごうを煮にやして、僕に頭から熱い茶をぶっかけるつもりだ。父の話に興味はあるが、詳くわしい話を聞くのは後日ということにした方がいいかもしれない。

「えーと、父さん、救助の具体的な話はあとまわしでいいんだ──」

　父は少し黙り込んだ。

「ありがたい。具体的な話なんて、したくてもできないからな」

「ヘ？」僕は記事に目を落とした。「どういうこと？」

「実はな。幼稚園の中に入ったのは別の人で、俺は彼らが引っ張り出してきた子供達を外に運ぶ役目を務めただけだ。俺がいかに正義感にあふれているとはいえ、さすがに一人で倒とう壊かい寸前の建物に入るような勇気はないぞ」

　それもそうだ。

「でも、そんな人がいたなんて、インタビューには書いてないじゃないか」

「言わなかったもの」父はあっさり言った。「手て柄がらを独ひとり占じめしたかったからじゃないぞ。その……彼らの名前も知らなかったし」

「ボランティアの人？」

「違うと思う。ボランティアが来るにしては早すぎたし……しかし地元の人間でも無さそうだった。今でも、あのカップルは何者だったんだろうと思うことがある」

「カップル？」

　聞き返すと、父はしばし沈ちん黙もくした。

「大助、このことは学校の宿題に書かないと誓ちかうか」

「……公表するとまずいことでも？」

「誓えるか、と聞いている」

「そりゃま、黙ってろってんなら黙ってるけど」

　父の妙みような言葉に面食らいつつも、僕は約束した。すると父は一つ咳せき払ばらいし、

「それほどまずいことじゃない。……ただ、信じられない話だと思うんだ」

「信じられない話には耐たい性せいがついているつもりだよ」

　僕は九里浜を見ながら言った。

「そのカップル、ものすごい怪かい力りきだったんだ。子供を何人か引っ張り出しているうちに、玄げん関かんの天てん井じようが丸ごと──いいか、丸ごとだぞ──落ちてきたんだ。俺は死を覚かく悟ごしたが、なんと二人が落ちてきた天井を支えてくれたんだ。大人十人でも持てないような大きさだったのに」

「なるほど。その日たまたま重量挙げのオリンピックメダリストカップルが通りがかり、助けてくれた、ということかな。それはたしかに信じられない話だ」

「もう一つ。彼らはやっとのことで六人の子供を救い出した。最初に難を逃のがれていた子供一人を合わせれば、全部で七人だ。ただ、七人が七人ともひどい怪け我がを負っていた。一人でも命を取り留めれば僥ぎよう倖こうだ、と内心思ったものさ。だが、男の方が妙なことをやり出した。俺に『これから見ることは誰だれにも他言しないでもらいたい』と前置きして、──」

　一呼吸置いてから父は言った。

「子供達に自分の血を飲ませ出したんだよ」

「……なんだって？」

「信じられないだろ？　だが、事実だ。半日後くらいにやっと救助隊が空からやってきて、子供達を平磐の方の病院に運んだ。あとで全員命を取り留めたと聞いて驚おどろいたよ。あとから色々考えてみたんだが、どうしてもあの血のおかげだとしか思えない」

「そのカップル、その後どうなったの」

「子供達が搬はん送そうされるまでつきあってくれたが、その後どこかに行ってしまった。あれ以来一度たりとも会ったことはない」ちょっと間を置いてから、「昂治がいたら、もう少し詳しい話をしてくれたんだろうが」

「昂治兄さん？」突とつ然ぜん出てきた兄の名前に僕は戸と惑まどった。「兄さんがどうかしたの？」

「昂治は隕いん石せきが落ちてきた時にいなくなったんじゃない。隕石が落ちた後、救出活動の最中にいなくなったんだ」

　暗い響ひびきを含ふくむ声。父の沈ちん痛つうな表情が目に浮うかんだ。

「……えーと、そうだったっけ」

「あの時おまえは……六歳か？　なら、覚えてないだろう。隕石が落ちた後、俺は昂治を連れて沼渡田に向かったんだ。あいつが連れて行ってくれって言ったんだよ。昂治は正義感の強い子だったから、──」突然ボツリと声を切って、「あのカップルの超ちよう人じん的な活動を見て、昂治は感動していたよ。彼らと色々話をしていたようだった」

　…………

　なんと答えればいいのやら。僕は黙だまり込んでしまった。

「……どうした？　聞いてるか」

「あ、えーと、聞いてるよ」僕は慌あわてて言った。

「ま、とにかく、願わくはもう一度あの二人に会って礼をしたいもんだ。助けた子供達が送ってくれたお礼の手紙を見せたいんだよ」

「それだ」僕は父に電話をかけた目的を思い出した。「助けられた子供のことを聞きたい。平賀幹彦って人を探しているんだけど、住所とかわかるかな」

「平賀？」少し考え込んでから、「わかる。ちょっと待ってろ、手紙を持ってくる。……こっちから電話をかけ直そう」

「わかった。待ってるよ」

　僕は電話を切った。

「九里浜、ペンあるかな」

　ちょうど豪が盆ぼんに三個の湯飲みを載のせて部屋に戻もどってきた。九里浜は弟に目を向け、

「豪、ペン出しなさい」

　すぐさま豪は盆を下ろした。言われるがままに勉強机からシャープペンを取り、僕に手て渡わたす。

「どうなのよ」九里浜は尋たずねた。「ジョニーの居場所、わかった？」

「今父さんに調べてもらっているところだ。まあ少し待ってくれ」

　父は身の回りの整理整せい頓とんに関しては几き帳ちよう面めんな人間だ。受け取った書簡をひっぱりだすのにそれほど時間はかからないだろう。

　予想通り、ほどなくして携けい帯たいが鳴った。

「去年、平賀君にもらった手紙の封ふう筒とうに住所が書いてある。折おり山やまのアパートに住んでいるらしいぞ」

「アパート？　番地は？」

　父はそのアパートの正確な住所を告げた。僕はインタビュー記事の裏にその住所を書き留める。書き終えた途と端たん、九里浜が紙をひったくった。

「ありがとう。明日にでも会いに行ってみる。それじゃおやすみ」

「うん。食うもんしっかり食っとけよ。そんじゃまた」

　最後にそう言って、父は電話を切った。

　ふと見上げると、九里浜は既すでに茶を飲み干し、立ち上がっていた。

「今から行くよ」

「どこに？」

「ジョニーのアパートに」

「本気で言ってるのか」

「本気も本気。というか、折山ってこの辺の地名よ。あたしんちの入り口のところに折山ってバス停あったでしょ」

「……あらま」

「この住所だったら、歩いて十分ってところね」住所を記した紙をぱしゃぱしゃ叩たたく。「今からさっそく行って、待ち伏ぶせよ」

　九里浜は歯を剝むいて笑った。それは、いつ来るとも知れぬ相手を待つという退たい屈くつな任務に赴おもむく人間の表情とは言えなかった。昼間に傷をつけられた屈くつ辱じよくをジョニーにお返ししようと考えているであろうことは間ま違ちがいない。

「長丁場になるかもしれないから、あたしは食料をかき集めてくる。あんたは外で待ってなさい」

　一方的に言って、僕の袖そでを引っ張り立たせようとする。

　つきあわざるをえないようだ。僕は立ち上がった。




　霧きりは九里浜家をも包み込んでいた。

　平磐川の霧は驚おどろくほど広こう範はん囲いに広がる。空気が冷え込むと暖かい川の水が蒸発して、川かわ面もとその周辺に大量の蒸気を発生させるのだ。霧は翌朝まで残るが、その霧が晴れた後は雲一つ無い青空とまぶしい太陽が現れる。「川霧の翌日は晴れ」とは、放射冷れい却きやく現象という用語が発明されるはるか以前からの、平磐の住人の常識である。

「しかし、今日も濃こい霧だな」

　僕は誰だれに聞かせるでもなくつぶやいた。九里浜家の前庭は驚くほど広かったので、端はしが見えなかった。背後を振ふり返れば九里浜家の巨きよ大だいな影かげがそびえ立っているが、前方にあるのは深い霧のスクリーンのみ。五ご里り霧む中ちゆうとはこのことか。

　九里浜に、懐かい中ちゆう電灯を持ってきてくれと言っておけばよかった。光源が無かったら、歩いている最中に間違いなく田んぼに落ちる。

　しかし、九里浜はなかなか出てこなかった。何を準備に手間取っているのか。暇ひまを紛まぎらわすべく、僕はあてもなくその辺をブラブラと歩き出した。

　父の語った不思議なカップルのことが、頭の中で渦うず巻まいていた。

　瀕ひん死しの子供達は男の血を飲まされ、命を取り留めたという。このエピソードにはある事実を思い出さざるを得ない──魂裸醒の血を飲んだ人間は魂裸醒として覚かく醒せいする、という事実を。魂裸醒の力は本人に様々な恩おん恵けいをもたらす。たとえば、治ち癒ゆ能力を飛ひ躍やく的に向上させる、とか。その男はそれを狙ねらい子供達に血を飲ませたのではないか？　怪かい力りきを発揮したという点も、そのカップルが魂裸醒であったことを示す証しよう拠このような気がする。

　船子が来るはるか以前から魂裸醒を使えた、とすれば伊勢谷の腕うで前まえも説明がつく。あの棍こんの捌さばき方は、一朝一夕で身に付くものではない。僕の棍の使い方と比ひ較かくすれば一目瞭りよう然ぜんだろう。あんまり認めたくないけれど。

　まあ、僕が何を考えようと、仮説に過ぎない。当然父さんは魂裸醒のことなんて知らないのだ。後で夏月か三千人さんに聞いてみよう。後で、でいいけど。今重要なのは、ジョニー達がどういうつもりで魂裸醒の力を振るっているのか、という点だ。

　その時、霧の奥でガサガサと音がした。

「……なんだ？」

　明らかに、何かが草むらを踏ふみ分ける音だった。九里浜ではあり得ない──音は九里浜家とは全く反対方向から聞こえた。こんな時間帯によその人間がこんな山の中を歩いているはずもない。

「まさか熊くまじゃないだろうな……」

　熊でなくとも、なんらかの野生動物である可能性はある。たとえばカモシカとか。

　僕は足を止めて息を潜ひそめ、様子をうかがった。野生動物であれば、やり過ごすのが一番だ。さっさとどっかに行ってくれ、と念じながら霧の向こうにじっと視線を送る。

　ところが、草を踏み分ける音はこちらに向かって近づいてきた。ためらいがちだが、音はどんどん大きくなっていく。

　逃にげよう。

　腰こしを引きかけた時、霧の中に影が見えた。その影は熊やカモシカにしては縦に細く、しかも二足歩行していた。

　つまり人影だった。霧の向こう側から現れたのは、頭にバンダナを巻いた少年──ジョニーだった。




　　分ぶん裂れつ




　突とつ然ぜんの出会いに、ジョニーは驚きを隠かくさなかった。

「……てんめえ……どうしてこんなところにいる!?」

　が、すぐに状じよう況きようを理解すると、頰ほおを引きつらせて笑った。

「いや、てめえがここにいるってことは、八阪井夏月もここにいるってことだな！」

　言うが早いか、瞬しゆん時じに魂裸醒──鉄の爪つめを発現させた。

「『アイアン・タイガー』で切り刻むッ！」

　やる気満々だった。

　ジョニーと一対一で戦えるのか？　僕は瞬時に算段を巡めぐらせた。「喧けん嘩かする際はコンクリートマッチで」と固く誓ちかっている僕としては、この現状は歓かん迎げいすべからざるものだった。喧嘩をする際は、必勝の状況を作りだしておくべきである。あらかじめ相手の足あし下もとをコンクリートで固めておくとか。

　今は戦いを避さける時だ。

「まあまあジョニー、今日はもう遅おそいし、戦せん闘とう再開は明日ってことにしないか？　お茶の一いつ杯ぱいでも出すから──」

　聞く耳持たず、ジョニーは突とつ進しんしてきた。

　僕も咄とつ嗟さに棍こんを発現、ジョニーの爪を受け止めた。ガギリと音を立てて爪は棍に食い込む。手て応ごたえから感じる限り、爪が棍をすっぱり切り落とす、なんてことはなさそうだ。棍は爪を完全に防いでいた。

　問題は、ジョニーの左の爪だ。

　左手にドリル爪を発現させ、ジョニーは身体からだをねじった。三本のドリルを僕の鳩みぞ尾おちめがけ突つき込んでくる。

　僕は棍を手元で回転させ、ドリルを受け止めた。ドリルとドリルの間に棍を滑すべり込ませ、強ごう引いんに攻こう撃げきを止める。

　しかしドリルの回転を止めるには至らない。夾きよう雑ざつ物ぶつを挟はさんだまま猛もう回転を続けるドリルは、エネルギーを逆流させた。ジョニーの左手、僕の棍を持つ手がガクガクと大きく震ふるえ出す。

　震えを利用して、ジョニーは思い切り棍を弾はじいた。ドリルの振しん動どうに耐たえきれず、僕は思わず手をゆるめた。かろうじて棍を取り落とさずに済んだものの、無防備な姿をさらけ出す。

　そこへジョニーの右の爪の、斜ななめ下から搔かき上げる一いち撃げき。

「…………！」

　僕は身体を後方へ思い切り反らせた。

　爪を完全にかわすことはできなかった。わずかな風圧を感じた次の瞬間には、シャツを裂さかれていた。なすすべもなく、そのまま背中から倒たおれ込む。

「死ねッ」

　追い打ちをかけるべく、ジョニーが踏み込んでくる。霧きりを裂いて右の爪を振ふり上げた。

　仰あお向むけの格好になっていた僕は、足で地面を蹴けって下半身を勢いよく跳はね上げた。そして、下半身があった場所を薙なぐような具合に、棍こんを地面すれすれに滑らせる。

「……はァァ──ッ」

　と同時に、棍に気合を込こめる。それに応えて、棍は先せん端たんから輝かがやきを放った。輝きは鎌かまの白はく刃じんの形を成し、ジョニーの足下を襲おそった。

「うぐあッ」

　棍から小さな手応えを感じると共に、ジョニーの小さな悲鳴。

　僕は勢いのままに後転した。視界が一回転し、ほんの一瞬鎌で刈かられて飛び散る雑草が見えた。すぐさま立ち上がり、そしてジョニーと改めて向き合う。

　鎌の刃やいばはジョニーの左足首をほんのちょっぴり傷つけただけのようだった。示じ威い行こう為いの用しか果たさなかったらしく、ジョニーは棍が届かないはるか後方まで飛びすさっていた。

「てんめえ！　なんて危ない真ま似ねしやがる！」

　自分の左足に視線を落とし、ジョニーは舌打ちした。

　僕も心の中でこっそり舌打ちした。切り札の隠し刃がかわされたのだ。ジョニーの野や郎ろう、なんて反射神経してやがる──

　いや待て。よく考えれば初対面の時、ジョニーに鎌の刃を見せていたよな。あんな禍まが々まがしいものを股こ間かんに突っ込まれたら、そりゃジョニーでも警けい戒かいするってもんだろう。コンクリートマッチ主義にあるまじき大ポカだ。

　こんな時、赤池にとどめを刺さした時のような殺人レーザーが出てくれればいいんだが。先の事件以来色々試してみたのだが、どう頑がん張ばっても光線は出てくれない。

　背後を振り返ってみても、九里浜が姿を現す様子はない。あるのは深く険しい霧の壁かべのみだ。そもそも、視線を投げた方向に九里浜家があるのかどうかも自信がない。

　選せん択たく肢しは二つ。なんとかして自力でジョニーを叩たたき伏ふせるか、あるいは時間を稼かせぎ、九里浜が気づいて飛んでくるのを待つか。

　前者は可能かどうか怪あやしいが、後者の場合、九里浜に貸しを作るという負い目を背負うことになる。あとで何を言われるやら。

　…………

　熟じゆく慮りよの末、後者を選ぶことにした。たとえこの先恥ち辱じよくにまみれた一生を送るとしても、死ぬよりはマシだ。

「ジョニー！」僕は呼びかけた。「なぜそうやって、夏月を狙ねらうんだ？　なんか恨うらみでもあるの」

「恨みなんざなんにもねー」

　ジョニーは吐はき捨てるように言った。

「じゃあ、あの神山と辻浦とかいう二人組に命令されて動いているんだね。なんか弱みでも握にぎられてるの」

「関係ねー！」ジョニーは怒ど鳴なった。「そもそも、てめえにンなことを話す必要はねーだろーが！」

　言葉に怒ど気きを漲みなぎらせ、ジョニーは足早に近づいてきた。両手の爪つめをこれ見よがしに広げながら。

　稼いだ時間、約三十秒。

　結局、叩きのめすしかないようだ──そんなことができればの話だが。

　あの爪にこの棍で戦えるのか？　切り札を切った今、これから先三十秒も持ちこたえられるかどうか。せめて棍を二つに折り、二刀流対二刀流で戦うことができれば少しは違ちがうんだろうが。

　僕は棍を両手で持ち、膝ひざで叩き折ろうと試みた。が、棍は予想外に弾だん力りよくがあり、ビヨンと音を立てて跳ね上がった。

　折れそうもない。

　僕の謎なぞめいた行動に一いつ瞬しゆんためらいを見せたものの、すぐにジョニーは右の爪を大きく前方にかざし、ずかずかと近づいてきた。その顔に張り付いているのはふてぶてしい笑い。ジョニーも、爪対棍こんの有利を悟さとっているのだ。左のドリル爪は腰こしの位置につき、僕の腹をえぐる絶好のタイミングを待ち続けている。

　これはもう、覚かく悟ごを決めるしかないようだ。

「仕方ない。……君にどんな理由があるにせよ、夏月を失うわけにはいかないんだ！」

　僕は鎌の刃を全開にし、上段からジョニーに切りかかった。

　ジョニーは地面を蹴ってこれをかわし、逆に突つっ込んできた。爪が三条の軌き跡せきを描えがき、僕の鎌を持つ手を狙う。

　僕は狙われた右手を引っ込めつつ左手を突き出し、逆ぎやく襲しゆうに転じた。しかしジョニーは予期していたかのように身を沈しずめ、真横に走った鎌の柄つかに空を切らせる。そこから伸のび上がり、再度右の爪を突き込んだ。僕はこれを避よけようとして、──

　肩かた口ぐちが勢いよく立木に激げき突とつした。

「──なんだって!?」

　予期せぬ事態に、一瞬僕は立ち止まってしまった。ここで立ち止まることが致ち命めい的てきであると分かっていながらも。

　ジョニーにとっては格好の的だった。

「もらったァァ──ッ」

　この時を待っていたドリル爪がうなりを上げ、僕の身体からだに突き込まれた。

　回かい避ひ不能と悟って、僕は来るべき痛みに備えて身を固くした。

　だけど──

　僕がここでやられたら、誰だれが夏月のことを守るんだ？

「夏月──」

　その瞬しゆん間かん、僕は彼女の名を呼んでいた。




　どくんと来た。

　手の中に、脈動が生まれた。




「なに──」

　ジョニーは驚おどろきに目を剝むいた。

　僕の皮ひ膚ふに届く寸前で、ドリルは食い止められていた。

　食い止めているのは僕の魂裸醒だ──が、それはもはや棍でも鎌かまでもなかった。

　僕の右手の中にあったのは、棒だった。長さは約五〇センチ、ただしその途と中ちゆうから鉤かぎ状の二本の枝が生えている。

　魂裸醒は、二ふた股またの鉤が生えた十手にその姿を変えていた。

　いや、サイだ。琉りゆう球きゆう古武術で使われる武器、釵サイである。

　左手にも、全く同じ形状のサイが輝かがやきを放っている。僕はジョニーの脳天に左のサイを打ち下ろした。

　ジョニーは咄とつ嗟さに回避したが、それでも十手は側頭部をかすめた。よろけたところへ、右のサイをもう一発。かざした腕うでにブチ当たり、ジョニーは悲鳴を上げた。たまらず引き下がり、体勢を立て直す。

「この野や郎ろう！　隠かくしてたのは鎌だけじゃねーのか!?」

　サイを凝ぎよう視ししながらジョニーは叫さけんだ。

　僕もサイを凝視した。サイからは脈動を感じた──はじめて鎌の刃やいばを出した時、はじめて棍の先から殺人光線を放った時の、あの感覚だ。

「その通り！　僕の魂裸醒は変へん幻げん自在だッ」

　ウソッパチを高らかに叫んだ。僕にとっても予期せぬ出来事だったが、ここは大口を叩たたいておいた方が吉きちだ。

　見るからにジョニーは動どう揺ようしていた。畳たたみかけるなら今である。

　僕は反はん攻こうに出た。浮うき足立つジョニーを追うようにして踏ふみ込み、右のサイを叩きつける。ジョニーは左の爪つめでこれを受け止めた。左のサイを突き込むと、右の爪をぶつけて止める。

　お互たがい、両手の武器を嚙かみ合わせたまま、至近距きよ離りで睨にらみ合う格好になった。ジョニーはこれを嫌きらって振ふり払はらおうとするが、僕は振られるがままに足を動かし、くるりくるりと立ち位置を変えつつ、睨み合いを維い持じする。

「離はなせ！　クソッ」

「絶対離すか」

　ジョニーの攻こう撃げきを封ふうじるにはこれしかない。けれども、この膠こう着ちやく状態では僕としても決め手がないのが事実。どうやって打開を図るか──

　──答えは一つだ。

「……はァァ──ッ」

　サイに気合を込こめる。

　応こたえてサイは、鎌と同じく先せん端たんから白い輝きを放った。

　鎌とは違ちがい、先端からまっすぐに伸びる光だ。せいぜい一メートル半くらいのものだったが、ジョニーの肩かたを貫つらぬくのには十分な長さだった。

「うああッ」

　ジョニーは悲鳴を上げた。と同時に、魂裸醒越ごしに伝わってくるジョニーの腕わん力りよくががくりと弱まる。僕は白はく刃じんを引っ込めて鉄の爪を離し、ジョニーにサイの鉤を叩きつけた。

　防ぐことも叶かなわず、ジョニーは直ちよく撃げきを受けた。その場にがくりと膝ひざをつく。ほんのわずかの間ジョニーはその格好で耐たえて、僕を見上げた。反撃しようとしたが、鉄の爪は力無く空を切る。そして、そのまま草むらの中に崩くずれ落ちた。

　両手に装備された爪が、その輪りん郭かくを失って消えていく。

　ジョニーが気絶したことを確かく認にんして、僕も魂裸醒を消去し、大きく嘆たん息そくした。

「……ラッキー以外の何物でもないな」

　自分の両手に握にぎられたサイをみつめる。

　またもや魂裸醒が形状を変えた。以前三千人さんは、「未熟で固着していない魂裸醒は、自由に形を変える場合がある」と言っていた。かつて赤池を倒たおした時のように、未熟な魂裸醒が僕の命を救った、らしい。

　なんで僕の魂裸醒だけが形を変えるのだろう？　そんな疑問が生まれる。とはいえ、生き残ることができたという幸運の前にはどうでもいいことだった。僕は胸をなで下ろした。

「……アホー……」

　ぼーっと突つっ立っているうちに、どこからともなく草を踏む音と共に九里浜の声が聞こえてきた。

　声を聞いた瞬間、安心からか全身から力が抜ぬけた。

「僕の名前は『アホ』じゃないよ」

　答えると、足音が急に早足になり、九里浜が小走りに駆かけ寄ってきた。まるで決着を待っていたかのようなタイミングだ。

「一つところで待っていられないような奴やつのことをアホと呼ばずしてなんて呼ぶの！　言ってみなさいよぅ！」

　突っ込みを入れるべく、九里浜が鉄てつ扇せんを振る。

　鉄扇が脳天に叩き込まれる寸前、僕は右手にサイを発現させて受け止めた。

「…………？　なによこれ」

　九里浜は眉まゆをひそめた。

「僕の魂裸醒さ。今後、ゲーセンで太たい鼓こ叩たたきゲームをする時、バチが無かったらどうしよう、なんて心配をしなくて済むようになった」

　左手にもサイを発現させ、その握りの部分同士をくっつける。すると魂裸醒は光を放って形状を変化させ、元の棍の姿に戻もどった。くるりと一回転させ、脇わきの下に挟はさみ込む。感かん触しよくも元通りだ。

「……そうなの」心ここにあらず、という調子で九里浜は言った。「それよか、さっさとジョニーを捕つかまえに行くよ。あたしを待たせてくれた分、あんたには死ぬほど働いてもらうかんね」

　僕は特に答えず、ただ足あし下もとに倒れている人物に目をやった。

　それに気づいて、九里浜も僕の視線を追う。そして、

「うわっ」悲鳴を上げた。「誰だれよこれ。……ってジョニーじゃないの」

「ああ」僕は頷うなずいた。「僕はもう死ぬほど働いている。今日はもう寝ねたい」




　　漏斗じようごの歌




　朝を迎むかえても、濃こい霧きりはそのまま居座り続けていた。風が霧を吹ふき払うまで、もう数時間かかるだろう。霧が晴れれば、雲一つ無い晴天が顔を現すはずだ。

　ぽたりと落ちてきた水すい滴てきに刺し激げきされ、ジョニーは目を覚ました。彼の視界にまず入ってくるのは、どこまでも続く霧だ。時を待てばやがて蒼そう天てんが姿を現すはずだが、今は霧を振り払うほどの気温にはなっていなかった。

　顔がしっとりと濡ぬれているのを感じ、ジョニーは跳はね起きようとして、──腕うでが動かないことに気がついた。

　ジョニーは椅い子すに縛しばられていた。足は椅子の脚あしに、手は背もたれと座面の付け根の部分に差し込まれたモップの柄えに、それぞれ固定されている。椅子と一体化しているため、抜け出ようとして動くと椅子ごとバランスを崩し、倒れそうになる。

　自分の置かれた状じよう況きようの理り不ふ尽じんさに、ジョニーは叫さけんだ。

「どこのどいつだ！　こんなことしやがるのはッ」

「ここにいる」答えたのは長坂だった。「おはようフェルプス君」

　日曜の朝っぱらだというのに、長坂はやっぱりスーツを着込んでいた。

　ジョニーを囲うように立っているのは四人。長坂、九里浜、三千人さん、そしてこの僕。夏月は大事を取ってまだ寝ている。

「悪いが、縛らせてもらったぜ。今から色々話して欲しいことがあるんでよォ」

「話して欲しい、だと」

「そう。聞きたいことがあるの」九里浜が言葉を継ついだ。「どんな手段を使ってでも、あんたに口を割らせてみせる。ちなみに、どんなに大きな声で叫んでも無む駄だよ──ここはあたしの家が持っている山の中だから。内臓が飛び出るほど叫んでも、外じゃ『山の中でカラスが騒さわいでるなあ』くらいにしか思われないから」

　ジョニーは黙だまり込んだ。寝転がされているとはいえ、首を捻ねじればあたりがどんな場所かは見て取れる。霧のせいで遠くまで見通すことはできないが、あたりが栗くりやらブナやらの深い森であることを悟さとるには十分だ。

「というわけで、僕たちは知りたいんだ」僕も話しかけた。「君たちが、何な故ぜ夏月を殺そうとするのか」

　一人、三千人さんはやや離はなれた位置にある大きな岩に腰こし掛かけ、僕たちを見守っていた。自身が出るまでもなく、話が聞けさえすればいいと思っているようだ。なんでも若い頃ころは戸有の優ゆう秀しゆうな「尋じん問もん官かん」だったそうだが。得意技は、尋問相手の肋ろつ骨こつを一本一本ポキンポキンと折ること。「ポキン活動家」として名を馳はせたという。最近は肋骨を折るのが面めん倒どうなので指をポキンと折るだけで済ませる、とは本人の弁だ。

「私も立ち会わせてもらうよ」と三千人さんは言ったものだ。「どうにも手に負えなくなったら、拷ごう問もんを手伝っても構わないがね」

「えーと、……いえいえ、三千人さんに腕を振ふるって頂くまでもないですよ」

　僕は即そく答とうした。たしかにジョニーには殺されかけたが、三千人さんに拷問をまかせるほど憎にくい相手ではない。

　しかし、ジョニーの口は堅かたそうだった。絶体絶命的状況にあるにもかかわらず、その表情は頑かたくなだ。

「俺が仲間を売るとでも思ってんのか！　なにをされようが一言たりと話すもんかよ」

　だが、攻こう撃げき的な態度は内心の焦あせりの裏返しだ。ジョニーは堅けん牢ろうな堤てい防ぼうで自分を防ぼう御ぎよしているように見えるが、少しつつけば大決けつ壊かいを起こしそうでもある。

「三助」九里浜が僕を肘ひじでどついた。「今度こそ『優やさしい刑けい事じと恐こわい刑事』でジョニーに告白させるよ」

「優しい刑事と恐い刑事」長坂が繰くり返した。「刑事ドラマでよく出るアレか」

「そう」僕は答えた。「僕が『恐い刑事』を務めるんだ」

　この言葉に、長坂は明らかに意表をつかれたようだった。まじまじと九里浜を見やり、

「じゃあ九里浜はなんなんだ。地じ獄ごくの審しん問もん官かんか」

「アホかッ」

　九里浜は鉄てつ扇せんを振るった。長坂は咄とつ嗟さにネクタイを発現させ、鉄扇に引っかけてツッコミを止めた。

「あたしのどこが地獄の審問官だってのよぅ！」

「……鉄扇ですぐ人を殴なぐり殺そォとするところとか」

　冷静に長坂は指し摘てきした。九里浜は言葉に詰つまり、鉄扇を引っ込めた。

「……それじゃ、あんたの方がうまく尋問できるっていうの？」

　挑ちよう発はつ的な九里浜の言葉を、長坂は笑えみで受け止めた。

「俺がこいつをなんのために準備したと思ってんだ」

　長坂は自分の足あし下もとに視線を投げた。そこには、十本のペットボトルが二列に並べられて置かれていた。全部が全部、液体で満タンに満たされている。その隣となりには携けい帯たい用のタンク。こちらの中身は空っぽだった。

「ここは一つ、古式ゆかしき手段を使おうじゃあねェか」

　右手で漏斗じようごを取り出した。家庭で使われていそうな普ふ通つうサイズの漏斗だった。これを長坂は、ジョニーによく見えるようにかざした。

「遠い昔、魔ま女じよ裁判の時代、魔女から自白を引き出すにあたり、宗教裁判所はさまざまな拷問法を駆く使ししたという。漏斗を使うのもその中の一つだ。魔女の頭を固定して口に漏斗を突つっ込み、あとはひたすら水を食道へと流し込む」

　そこで言葉を切り、長坂はニヤニヤ笑いを浮うかべた──ジョニーに見せつけるために。

　ペットボトルは二リットルサイズ。全部で二十リットルの水が用意されていることになる。人の胃が水を何リットルまでため込めるか、正確な数値は知らないが、──多分、ゴリアテでも二十リットルには耐たえられないだろう。

「そして今回は、特別な水を用意した」長坂はさらに続けた。「俺は最近、毒どく手しゆ拳けん習得のための訓練をしてんだよ」

「なに」僕は声を上げた。「長坂、まさか」

「とは言っても、実際に毒物を使うのは危険なんで、さしあたり洗せん剤ざいで研究を重ねてんだよ──何度も何度も液体に手を浸つけたら、その液体成分が手に固着するのかどォか」

　ペットボトルを持ち上げて、ジョニーの鼻はな面づらに突きつける。

「これが実験に使っている液だ。参考までに成分を言うと、皿洗い用の液体洗剤を三種類ブレンドし、そこに粉末状の漂ひよう白はく剤ざいを加えている。今回は特別に隠かくし味として、泡あわの力でトイレの汚よごれをしっかり落とす錠じよう剤ざいも加えてみた」

　よく見れば、ペットボトル内部にはいくつか気き泡ほうが付着していた。

「もう一つ参考を言うと」長坂はジョニーの目を見て言う。「俺はこの液体を三十倍に希き釈しやくしたものを実験に使っているが、効き目はホレこの通り」

　洗剤荒あれでボロボロの手を、ジョニーによく見えるようにかざす。

　この時はじめて、ジョニーの目に恐きよう怖ふの色が浮かんだ。

「というわけで、今日も三十倍から始めよォと思う。もちろん、おめェが俺達の質問に素す直なおに答えてくれると言うんなら、こいつはしまう。だが、あくまでだんまりを決め込むと言うんなら、これから先一生、漏斗を見るたびに恐怖の叫さけびを上げるような目に遭あわせてやる。……今から実験液を希釈するんで、その間に態度を決めてくれ」

　そう言い放つと、長坂はタンクを引き寄せて口に漏斗をはめ、液体を移し替かえる作業を始めた。もちろん、ジョニーのすぐそばで。

　五秒間考え込んだ後、ジョニーは束そく縛ばくを振り払はらうべくじたばたと暴れ始めた。

「離せ！　やめろォォ──ッ！」

　両手に爪つめを発現させ、彼の身体からだを縛しばるロープを断とうと試みる。しかし爪はせいぜいロープをかする程度で、断ち切るには至らない。そりゃそうだ──爪で切られないように注意を払いながら縛り付けたのだ。

　長坂の襟えり元もとにナイン・トゥ・ファイブマンが発現する。ネクタイの形を成した魂裸醒は、蛇へびのごとく長坂の身体を伝い降り、ジョニーの身体へと移った。一気に上っていくと自分で結び目を作って、ジョニーの顔面が上を向くように椅い子すの背もたれに固定する。

　ジョニーの口に漏斗をはめ込みやすい格好になった。

「じょっじょっじょ～♪　漏斗のジョ～は、ジョンガラ節のジョ～♪」

　むなしくあがき続けるジョニーをまるっきり無視して、長坂は作業に没ぼつ頭とうしていた。調子っぱずれの意味不明な歌を歌いながら。

「うっうっう～♪　漏斗のウ～は、牛追い祭りのウ～♪」

　時折水が跳はねて飛沫しぶきがジョニーの顔に飛ぶ。ジョニーはますます激しく暴れた。

　長坂は少しも動じずに一本目のペットボトルを全部空け、二本目に取りかかる。

「ごっごっご～♪　漏斗のゴ～は……」

　と、長坂はそこで歌を切った。二本目のペットボトルも空けると、漏斗を取ってジョニーに突きつける。

　暴れるのをやめたジョニーは漏斗を凝ぎよう視しし、それから長坂を見上げた。

「漏斗のゴは……？」

　長坂は顔から表情を完全に消し、

「……拷ごう問もんのゴ」

　重苦しい声で言った。

「さ、俺達の質問に答えてくれるか？」

「……答えさせてください」

　ジョニーは即そく答とうした。

　その答えに長坂は満足して頷うなずき、己おのれの魂裸醒を消しよう滅めつさせた。

「長坂君、拷問吏りとしてなかなか有能そうだな」

　三千人さんは短く評した。




　　罪人たちの記き憶おく




「俺達が八阪井夏月を狙ねらったのは、神山の野や郎ろうに言われたからだ──景を救うためには、八阪井夏月の命が必要だ、と」

　椅子に縛り付けられたまま、ジョニーは語った。

「景？　伊勢谷って子のことだね？　彼女を救うって、どういうことなの」

「景は特とく殊しゆな病に冒おかされている」ジョニーの表情は暗い。「胸むな元もとに奇き妙みような模様が現れる病気だ。神山は『過か醒せい』と言っていた」

「過醒……？　そうは見えなかったけど」

　かつて出会った過醒の人間は、まさしく狂きよう気きに駆かられていた。特に魂裸醒を振ふるう際には。一方で、あの伊勢谷という子は自己を完全に理性の抑よく制せい下に置いていたように思えるのだが。

「なるほどな」納なつ得とくの声を上げたのは三千人さんだった。「夏月の体内から『醒せい核かく』を奪うばい取れ、と命令されたんだな」

　ジョニーは黙だまり込むことで、三千人さんの言を肯こう定ていした。

「どういうことですか」

　僕が聞くと、三千人さんは立ち上がり、ぶらりぶらりと近づいてきた。

「その問いに答えるには、説明がいる。先天性魂裸醒と後天性魂裸醒の差異について。先天的に魂裸醒の血を得た人間と、後天的に魂裸醒になった人間の間に少々差があるのは知っているだろう」

　僕は首を縦に振った。

「後天性の人間は、魂裸醒を発現させるために、先天性の人間よりはるかに大量の裸ら光こうを吸収しなければならない──とかですね」

「そう。だが、そういった差異は何なに故ゆえにもたらされるのか、考えたことはあるかね」

「さあ……そういうものだ、と思ってましたけど」

「魂裸醒の力を持つ者は皆みな、五臓の他に『醒せい臓ぞう』という臓器を体内に持っている。こいつは幽ゆう体たいではあるんだが、裸光を取り込んで『醒せい血けつ』とでも呼ぶべきものを作り出し、体内の太い血管に押し出してやるという役目を持っている。この醒血が体中に行き渡わたることによって、魂裸醒は身体能力や治ち癒ゆ能力の向上といった特質を享きよう受じゆすることができるんだ」

「端たん的てきに言うと、裸光の光合成を行う器官ってとこですかね」

　長坂が言うと、三千人さんはその通りと頷いた。

「魂こん魄ぱく、裸光、醒臓の三つが揃そろって初めて魂裸醒は発現する。ただし、先天性魂裸醒は醒臓の中にさらに醒核というものを持っている。これは幽体ではなく普ふ通つうの物質だが、こいつが裸光の吸収量の調節や、老ろう廃はいした醒血の処理などを行う。つまり、先天性魂裸醒が過醒による死を迎むかえずに済むのは、この醒核のおかげなんだ」

「ということは」僕はジョニーに目をやりながら言った。「その醒核を取り込めば、後天性の人間も過醒を避さけることができるんですか」

「その通り。醒核は、他人の体内に入れば勝手に醒臓の中に収まり、機能を果たす。要は、後天性魂裸醒を先天性魂裸醒に引き上げることができるのさ」

「つまり伊勢谷を過醒から救うために、夏月から醒核を取り出そうとしたわけね」

　九里浜が言った。

「そうだ」ジョニーは認めた。「俺達は、過醒でもう友達を四人も失った。景まで失うわけにはいかねーんだよ」

　昨晩に戦った時とはうってかわって、ジョニーの表情は沈ちん痛つうだった。その表情から、僕はジョニーの言葉の意味に思い至った。

「四人ってのは、君たち以外の川向幼よう稚ち園えんの生き残りのことかな」

「そんなことまで知ってんのかよ」

　ジョニーは驚おどろきに眉まゆをぴくりと上げた。

「まあね。僕は、君たちの命の恩人の息子むすこだよ」

　ジョニーは面食らったような顔をした。が、すぐに理解の色が浮うかぶ。

「三鶴城……そうか。言われてみれば、たしかにその通りだな」

　三鶴城なんて珍ちん妙みような苗みよう字じ他ほかにあるか、と思ったが、黙っておくことにした。

「……ああ、そうだ。隕いん石せき災害を生き延びた川向幼稚園の園児は全部で七人いた。全員が平磐に移り住んだこともあって、俺達はあの日以降もつるんで一いつ緒しよに遊んでた。が、十二歳の時に異変が起きた。俺と迫を除く五人が、不思議な力に目覚めたんだよ──その、魂裸醒という力に。もちろん当時はそんな言葉、知らなかったがな」

「なんだって？」三千人さんが声を上げた。「十二歳ってことは、五年も前だろ？　それより以前に君たちは血を飲まされたというのか？」

「あ。それなんですけど──」

　僕は父から聞いた話を三千人さんに伝えた。

　話を聞き終えた時、三千人さんは疑いの表情を非常に濃こくしていた。

「隕石災害の時に、戸有の人間に血を飲まされた……？」

「えーと、父から聞いた話なんで、断言はできませんけど……」

「いや、それ自体は十分あり得うる話だ。隕石が落ちた時、戸有はすぐに調査隊を送っている。その中の誰だれかと考えれば……だが、男女のコンビだと？」

　三千人さんは黙り込み、何か考え込んでいる様子だったが、すぐに頭を左右に振った。

「いや、その件は置くとしよう。とにかく、七人が隕石災害の時に血を飲まされ、うち五人が十二の時に魂裸醒の力に目覚めたんだな？」

「十二歳ってのは、魂裸醒を扱あつかいうる最低年ねん齢れいですよね」

　夏月から仕入れた知識を口にしてみる。すると三千人さんは頷うなずいた。

「その通り。ただし、魂裸醒が使えなくとも体内に醒血が流れていれば、治癒能力の向上といった恩おん恵けいは受けられる。そのカップルとやらは、瀕ひん死しの子供達を見かねて血を飲ませたのだろうよ。……実に軽率極きわまりない行こう為いだが」

　まだなにか言いたげではあったが、三千人さんは言葉を切り、改めてジョニーに向き直った。

「五年前に覚かく醒せいしたのか。それでは、過か醒せいになるのも当然だな」と三千人さん。

「最初におかしくなったのは、今根と木村だった」

　過去を思い出す苦しみに、ジョニーの顔は歪ゆがんでいた。

「病気にかかったんだと思っていたが、医者に診みてもらっても、病状は良くなるどころかどんどん悪くなりやがる。身に付いた不思議な力が影えい響きようしている、ってのは薄うす々うすと分かっていた。病状の悪化と共に、胸に現れた紋もん様ようが巨きよ大だい化していたって話だったからな──俺と迫には、そんなもの見えなかったのに」

「それはそうだろう。過か醒せい紋もんは、幽体の見える者にしか見えない」

「そしてついに事件が起きた。ある日俺達の目の前で、木村が今根を殺したんだ。あれはもう、俺達の知ってる木村じゃなかった。完全におかしくなっていた。景達の話だと、あの紋様が顔面にまで広がってたってことだ。見境がなくなった木村は、俺達にも襲おそいかかってきた──だから、景が木村を殺した」

　沈ちん黙もく。

　ジョニーの告白に誰もが黙だまり込んだ。

「後始末は簡単だった。二人とも、死体が消えちまったんだ。だから、残った服を隠かくすだけで済んだ。公的には失しつ踪そう、ということで決着した。だが、俺達の中では全然決着していなかった。何が起きたのか、その時の俺達には全く分からなかったし、それに──一年後に、今度は沢崎がおかしくなり始めた。木村達のような末路が避さけられないと知って、沢崎は投身自殺の体てい裁さいを取ることを決心した。理性があるうちに遺書をしたため、そして景に殺してもらったんだ」

　ならば、その後の平磐川捜そう索さくで死体が上がらなかったのも当然だ。

「殺してもらった？　単に身を投げたんじゃないの」

　九里浜は質問した。するとジョニーは唇くちびるを嚙かんで、うつむいた。

「そのつもりだったんだ、最初は。だが最後の最後で、沢崎がビビって抵てい抗こうしたんだよ。だから景が、──」

「ゴメン、それ以上はいい」

　立ち入ったことを聞いてしまったと気づいて、九里浜は慌あわてて遮さえぎった。

「木村の時はある意味正当防衛だったから、まだ良かった。だが沢崎の時は違ちがった──景は、自分の手で沢崎を殺すって決意したんだ。木村を殺したのは自分だから、今回も自分が手を汚よごすべきだ──ってな。あの時が一番ひどかった」

「ということは、大河原も伊勢谷が──？」僕は尋たずねた。

「ああ」ジョニーは力無く頷いた。「大河原も、自殺の格好にするつもりだった。だが、大河原の場合は病状の悪化が予想外に早かった。やむなく、準備を終える前に景が大河原を殺さなきゃならなかった」

「大河原の部屋から書きかけの遺書が出てきたってのは、つまりそういうことだったのね」

　九里浜が口を挟はさんだ。「あんた自身が魂裸醒に覚醒したのはいつなの？」

「つい最近、大河原がおかしくなる前だ。どういうわけだか、ここ一年で俺達と同じ力を身につけた奴やつらが増えたみたいだな。あの隕いん石せき災害を生き残った人間だけの呪のろいみたいなもんだと思っていたが」

「君達は船子の血で覚醒したんだな」三千人さんは言った。「血には相性がある。以前血を飲んだのに覚醒しなかった奴でも、別人の血を飲んだら覚醒した、ということはある」

「そして」ジョニーは言った。「とうとう、景にまで紋様が現れた。俺達が景を殺さなきゃなんねーのか、と覚かく悟ごを決めかけた時に出会ったのが、あの神山と辻浦の二人組だ。あいつらは俺達に知識を与あたえ、解決策を教えてくれた。先天性魂裸醒が体内に持つ醒せい核かくを取り出して飲み込めば、景は助かる。そして平磐市には先天性魂裸醒がいる、ってな」

「……それで、夏月を狙ねらったのか」

「ああ。困った奴が出てきたんで、妙みようなことになったがな」

「予想外？」

「そこにいるだろ」

　ジョニーは顎あごで九里浜を示した。

　ム、と九里浜は口をへの字にした。

「人を困った奴呼ばわりとはいい度胸ね──」

「動けない人間を殴なぐるのは止やめろ」

　僕は、鉄てつ扇せんを振ふり上げかけた九里浜の手を押さえた。

「大河原の事件を調べる奴が出てきたってことだ。最初はほっとくつもりだったが、そいつも魂裸醒だってことがわかって事情が変わった。相手が魂裸醒だったら、大河原やそれ以前の件までばれる恐おそれがある。迫からそういう話を聞いたんで、調査から手を引くよう俺が頼たのみに行った」

「ところが九里浜が僕の名前を名乗ってたんで、僕のところに姿を現したというわけか」

　唐とう突とつに、三千人さんが険しい顔つきでジョニーに迫せまった。ジョニーは身構えた──が、三千人さんはその場にしゃがみ込むと、ジョニーの足を縛しばるロープをほどき始めた。

　驚おどろきの目で、ジョニーは三千人さんを見つめた。

「どうやら、妥だ協きよう点が見いだせたようだな」

　三千人さんは作業しながら言った。

「たしかに、夏月を殺して醒核を飲み込むことは解決策の一つではある。が、過醒による死を免まぬかれうる手段はそれだけではない。今ならば、魂裸醒を封ふうじれば過醒は消え去るだろう。体質的に過醒になりにくいというのなら、まだ望みはある。その子は、五年間過醒に陥おちいらずに耐たえ抜ぬいたんだろ？　ま、封じなくとも、別段醒核は一個だけじゃない」

　……耐え抜いた？

　ちょっと引っかかる表現だ。が、その点を問いただすより早く、九里浜が声を上げた。

「えええッ」いきなり血相を変える。「オジサマが自分の身を犠ぎ牲せいにするって言うんですかッ」

「馬ば鹿かなことを言いなさんな。君は、神山が後天性魂裸醒だとでも思っているのかね」

　三千人さんは肩かたを振るわせて笑った。さりげない物言いだったが、今の台詞せりふが示し唆さするのは、既すでに三千人さんは神山を殺すつもりでいるということだ。僕はぞっとした。

　すっかりロープはほどけ、ジョニーはゆっくり立ち上がった。なにか途と方ほうに暮れているようで、呆ぼう然ぜんと立ちつくしている。暴れ出す気配はなかった。

「──あんたらも、景を救うことができるってのか」

「そうさな」三千人さんは答えた。「しかも無条件で、だ。神山みたいに、人を殺すのを手伝えなどとは言わんよ。我々と敵対さえしないでくれれば、それでいい。……さあ、どうするね」

「本当に、景を救ってくれるのか」

　ジョニーは必死の表情で三千人さんにすがりついた。

「約束するとも。我々が真に憎にくむべきは、人の命をダシに君たちをけしかけた神山であって、君たちじゃない」

　三千人さんは請うけ合った。

　ジョニーはたっぷり三分間は黙もつ考こうした。それから不意に指を一本立てると、

「一つだけ言わせてもらう。俺はおまえらの拷ごう問もんやプレッシャーに屈くつしたわけじゃねーぜ！　あくまで、おめーらの持ちかけてきた取引を、対等な立場でだな、──」

　それまでの悲ひ壮そうな雰ふん囲い気きを振り払はらい、大声で言い立てた。

「結構結構」みなまで言わせぬうち、僕は遮さえぎった。「僕たちは拳こぶしと拳で殴り合っているうちにお互たがいをわかり合い、友情をはぐくんだ。そして君は君の自由意志で僕たちとの取引を吞のむ。そういうことにしてなんの問題もない」

　ジョニーはいからせた肩を落とし、承しよう諾だくの頷うなずきを返した。

「ところで、わかり合ったついでに二つほど質問がある」僕は尋たずねた。「前から気になっていたんだけど、君はなんでジョニーと名乗ってるんだ。本名が幹彦ならミッキーとでも、──」

「俺をその名で呼ぶな！」ジョニーは早口に怒ど鳴なった。「俺は昔から名前のせいでそう呼ばれてきたけどな、俺はミッキーって呼ばれるのがこの世で一番大だい嫌きらいなんだよ！　だからジョニーって名乗ることにしてるんだ」

「…………。もう一つ、初めて会った時に僕を『ドロシーちゃん』って呼んだのはなんなの」

「初対面の相手やムカつく野や郎ろうは全員十じつ把ぱ一ひと絡からげに『ドロシーちゃん』って呼ぶことにしてるんだよ。どうでもいい奴やつの名前を覚えんのは脳のう味み噌その無む駄だだろーが」

「…………そうですか」

「クソタレ煩はん雑ざつな人生のしがらみを、よりシンプルにする素す晴ばらしいアイデアだな」

　長坂はそう評した。そしてタンクを抱かかえると、その場に液体をぶちまけ始める。

「あれ。せっかくの実験用液体を捨てちゃうの」

「捨てるも何も」長坂は言った。「こいつはただの水だぜ。変な味に感じるよう、にがりをちょっとだけ混ぜたけどな。適量飲んだらきっと健康になるぜ」

「なに」ジョニーが声を上げた。「てめー、騙だましたな！」

「まあな」長坂は認めた。「俺が、人に毒液飲ませるよォな良心のかけらもない人間に見えるかよ」

「そう見えたから自白したんじゃねーか」

　はっはっはっ、と長坂は脳天気に笑って誤ご魔ま化かした。
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　　幕間




　日曜日の早朝、平磐川周辺特有の霧きりが消え、晴れ渡わたった空が見え始めた時間帯。小さな神社へ至る坂道を、息せき切って登る二つの人ひと影かげがあった。一人は雲つくような大男、一人は少女。迫克之と伊勢谷景である。両者ともに、空の色とは対照的に表情が曇くもっていた。

　鳥居をくぐり、社の前の石いし畳だたみの上に立つ。肩を上下させてはいたが、この程度で音を上げてはいられないとばかり迫が叫さけんだ。

「神山！　どこにおるんじゃあっ」

　辺り一帯に聞かせるように大声を張り上げる。声に苛いら立だちがにじみ出るのを隠かくそうともしない。

「チッ。こんな大事な時だってのに、どこにおるんじゃ……」

「ここにいるとも」

　声は、鐘しよう楼ろうへ続く参道からやってきた。声を追うように、参道の奥から二人の人間──神山と辻浦が姿を現す。

「悪いね。神社の裏手の沢さわで顔を洗っていたのさ。ところでどうしたんだい、こんな朝から血相を変えて。ウヒヒ」

　あくまでマイペースに、神山は笑った。

「…………誘ゆう拐かい」

　対照的に伊勢谷は暗い声でぼつりと言った。

「ジョニーが八阪井達に捕つかまえられた、みたい」

「ほお？」

　神山の驚おどろきの声は、しかし意表をつかれたというほどのものでもなかった。

「まったく間ま抜ぬけたことを。早晩そんなことになるんじゃないかとは思ってたけど。で、八阪井は何を要求してきてるんだい」

「…………話し合い」伊勢谷は表情を崩くずさない。「向こうは、私の病を治すことができると言っている……八阪井夏か月づきを殺すこと無しに」

「あんた、景を救うには八阪井夏月を殺すより他ほかにない、と言っとったよな」

　迫も詰つめ寄る。

　神山は瞬しゆん時じに理解した──ジョニーを捕まえられた二人が動どう揺ようし、自分に不ふ審しんの念を抱いだいていることを。

「たしかに」神山は雅が量りようを見せて一歩譲ゆずった。「八阪井夏月を殺す以外にも、君を救う方法はあるとも。向こうは、具体的な手段を言ってきたかい」

　景は首を横に振ふって否定した。

「連中が言っている『方法』は、君の魂たま裸ら醒せを封ふうじる、ということだろう。たしかにそれなら君は死なずに済むだろう。けど、君は魂裸醒を失うことに耐たえられるかい」

「…………魂裸醒を失う」

　伊勢谷はほとんど考えずに返答した。

「それだけは、絶対にイヤ。この力を無くすわけにはいかない」

　陽気に笑い、神山はオーバーに両手を広げた。

「だろ。こいつは、八阪井が僕たちを分断するために仕し掛かけた罠わなだよ。そんなこともわからないのかい」

「じゃが、電話をよこしたのはジョニー自身だった」

　迫が食い下がるが、神山はそれを一笑に付す。

「君たちは八阪井三み千ち人との恐おそろしさをわかっていない。あのオッサンは若い頃ころ、『ポキン活動家』と呼ばれていた。何な故ぜだか、知ってるかい」

　ポキンという幼よう稚ちな語感に、二人は戸と惑まどいを覚えて言葉を詰まらせた。

　少し待ってから、神山は答えを教える。

「あのオッサンは優ゆう秀しゆうな拷ごう問もん吏りなんだ。相手から情報を引き出すため、体中の骨を一本一本折っていくんだよ。顔色一つ変えずにポキンポキン折るもんで、付いたあだ名が『ポキン活動家』。ジョニーがいくら頑がん固こでも、あのオッサンにかかれば、金かな槌づちで豆とう腐ふを殴なぐるようにグチャリとやられる。その電話も、無理矢理かけさせられたに違ちがいないさ。今現在、ジョニーが五体満足だとしたら、それは奇き跡せき以外の何物でもない」

「…………」

　伊勢谷も迫も黙だまり込んだ。

「そうだろ姉さん」

　辻浦の顔を見て同意を求める。

「……ん？　あ、ああ」

　心ここにあらずといった体ていで辻浦は返事した。

　その答えに不満を覚えつつも、神山は伊勢谷たちに向き直った。

「八阪井は、君を殺そうとしている。戸有の人間にとって、過か醒せいに陥おちいった人間は処しよ刑けい対象だからねえ。君たち、レナード岩いわ山やまという学生は知ってるかい？」

「……二高にいる黒人のことか？」迫が答えた。「最近失しつ踪そうしたと聞いておるが」

「失踪じゃない。殺されたのさ、八阪井に。レナードという男も過醒に陥っていたらしいからね。これでも、あのオッサンが君を救おうとすると思うかい」

　神山は佐倉から仕入れた知識を披ひ露ろうした──自分に都合のいい解かい釈しやくを交えながら。

　二人は沈ちん黙もくを守り続けていた。が、神山の「説得」が彼らの心に根を下ろしたであろうことは、その表情を見れば容易に推察できた。

「しかし困ったもんだね。ジョニーが捕まったとなると、戦力ダウンだねえ。どうやって八阪井に抵てい抗こうしたものやら」

「戦力ダウンじゃと」迫は気色ばんだ。「おまえは、ジョニーが人質になっているのを単に『戦力ダウン』って言葉ですませるのか」

「…………同感」伊勢谷も言い立てる。「ジョニーは私たちの友達。見捨てるわけにはいかない」

　思わぬ指し摘てきに神山は眉まゆをひそめた。

　勝手に行動して一人で自じ爆ばくしたジョニーのことなど見捨てるつもりでいたが、それは二人が許してくれないようだ。

　神山は少し考え込んで、ある結論に思い至った。

「諸君、ハムラビ法典は好きかい？　目には目を、歯には歯を、誘拐には誘拐を──ってのはどうかな。そもそも、八阪井夏月を殺す算段が狂くるい始めたのは、君たちのことを九里浜純とかいう子が調べ始めたせいだったよね？」




　　過醒のさだめ、その真実と実態




　窓を開けると、さわやかな風が車内に飛び込んできた。

　僕は三千人さんの軽トラックの助手席に乗っていた。魂裸醒封ふうじの丸薬を取りに一いつ旦たん自宅へ戻もどる三千人さんの車に、ついでに乗っかったのである。丸薬はすぐに見つかり、軽トラックは九里浜家への帰き途とについていた。

「で」信号待ちをしている最中、三千人さんは切り出した。「なにか聞きたいことがあるんじゃないのかね」

「へ？」

　内心を見み透すかされたような気がして、僕は焦あせった。

「内密に話すことがあるから、くっついてきたんだろ。様子を見ていればわかる」

「そうですか」

　僕は決心し、胸の内にわだかまる問いをぶつけることにした。

「今朝、伊勢谷を評して『五年間耐え抜ぬいた』と言いましたよね。それはどういうことなんですか」

「どういうこと、というと」

　信号が青になり、軽トラックはゆるいスピードで発進する。

「後天性魂裸醒は普ふ通つう五年も保もたない、というように聞こえたんですが」

「…………」

　三千人さんは何も言わずにトラックを転がし続ける。

「川向幼よう稚ち園えんの生き残りのうち、五年前に覚かく醒せいした人間は五人。そのうち四人は過醒と思われる状じよう況きようで死に、そして最後の一人も今過醒になりかけているという話です。発はつ症しよう率百パーセントじゃないですか」

「……そうさな。いずれ言わなければならないと思っていたところだ」

　十分な沈黙の間を置いてから、三千人さんは答えた。

「後天性魂裸醒にとって、過醒は不ふ可か避ひの運命だ」

「…………」

　ごく直接的な言い方に、今度は僕が黙る番だった。

「我々のような生まれながらの魂裸醒は、過醒を避さけるために独自の肉体的進化を遂とげ、醒せい核かくという形質を獲かく得とくした。その進化の結果が後天性魂裸醒に備わっていないのは、ある意味当然ではある」

「それはつまり、──」

「はっきり言おう。君も九里浜君も長坂君も、いずれ過醒に陥る。その時期を予測することはできないが、過醒になるのは絶対に間ま違ちがいない」

「……やはり、そうなんですか」

　ある種のあきらめと共に、僕はその言葉を受け入れた。

　初めて過か醒せい死しを目まの当たりにした時から、心のどこかで恐おそれていたことだ──いつかは自分も光になって消え去ってしまうのではないのか、と。しかしこうしてはっきりと言葉に出されると、その重みは違ってくる。

「ま、君が慌あわてる必要は全くないだろう」三千人さんは付け加えた。「過醒までのスパンを決定づける要素は二つ。当人の裸ら光こうに対する相あい性しようともう一つ、個人に対する裸光吸い上げの割当量がある。魂裸醒の数が多ければ、みんなが裸光を吸収するから、個人の吸収量は減り、自然と過醒へのスパンは長くなる。これは、前の事件の時に教えたよな」

「そうでしたね」

「平磐の現状を考えれば、個人あたりの裸光吸収量はかなり小さい。君が五年以上過醒に陥おちいらずに済む可能性は高いだろう──そもそも、それこそ船子が平磐に大量の魂裸醒を生み出した目的だからな」

「でも、可能性はゼロではないんでしょ」

「まあな。吸収量が少なくとも、裸光との相性が悪ければ過醒に陥る。デリケートな問題だから、確言はできない。……他の連中には黙っていてもらいたい」

　他ほかの連中。そう、九里浜や長坂も、過醒に陥るのだ。魂裸醒の力を肯こう定てい的に捉とらえ、楽しげに鉄てつ扇せんを振ふるっている九里浜がその事実を知ったら、どんな顔をするだろう？

「もっとも、魂裸醒を封ふうじれば、裸光の毒に冒おかされることはなくなる。いざとなったら私が責任を持って君たちの魂裸醒を封じてやるから、心配はするな。問題は、川向幼稚園の子供達は誰だれにも魂裸醒封ふうじをしてもらえなかった、ということだ」

　三千人さんは顔をしかめた。

「緊きん急きゆう時だったとはいえ、外の人間に血を飲ませておいて放置するなど、あまりに軽率極きわまりない行こう為いだ。魂裸醒の存在を外部に流出させたという一点でも重罪だが、子供達を死の運命に駆かり立てたという罪はそれよりはるかに重い。その場で子供達を救えたとしても、成人に達する前に間違いなく過醒で死ぬ。彼らにかりそめの生を与あたえることになんの意味があるんだ？」

　外見こそ無表情を保っているものの、三千人さんが内心憤いきどおっていることはその口ぶりから察せられた。なだめるべく、僕は仮説を口にした。

「その人、後始末もするつもりではなかったんですか？　子供達が十分に回復してから、丸薬を飲ませて魂裸醒封じをする、とか。それなら過醒にならずに済むんでしょう」

「それはそうだ。だが現在、子供達は魂裸醒封じを受けず、過醒に陥って死んでいったという厳然たる事実が残っている。そいつを褒ほめようとは思わんね」

「それは……その人、なんか事情があってその後沼渡田に戻ってこられなかったとか」

「納なつ得とくのいく仮説ではあるな。だが仮説に過ぎない。私がそいつの肩かたを持つ理由などないね」

　まるで、「そいつ」のことを知っているかのような口ぶりだった。その点を尋たずねようとしたが、それより早く三千人さんが大きく疲つかれ切ったため息をついた。

「あの伊勢谷という子も、本来はもっと早く過醒に陥っていたのだろう。ところが、船子が平磐に大量の後天性魂裸醒を発生させたために負担が減り、今日まで理性を保つことができている。五年という長さは、私の知っている限りでは最長不ふ倒とう記録だ。不幸中の幸いというか、なんとも皮肉な話だな」

　ヌフー、と三千人さんは深いため息をついた。

「船子のやったことはドラスティック過ぎた。だが、人を過醒から救い、かつ再び隕いん石せきを呼び込むことも防ぐ手段は何かという問いかけに対する明快な答えでもある。我々は──私は、どうしたらいいんだ」

　三千人さんの問いかけに対する明快な答えを僕は持っていなかった。その沈ちん黙もくの間に、軽トラックは九里浜家に戻もどった。

　家の庭には、九里浜が一人立っていた。その場をくるくると歩いたり、突とつ然ぜん鉄扇を出しては立木をビシバシと叩たたいたり、なにやらせわしげな様子である。

「……なんだ？」

　僕の姿を認めると、九里浜はまっすぐに駆け寄ってきた──全力で。全くスピードを緩ゆるめることなく突つっ込んできて僕の襟えり首くびをつかむと、身体からだごとぶつかって僕の背中を軽トラの車体に叩きつける。

「ちょっと待て！　僕を絞しめ殺すつもりか九里浜」

　僕を押しつける九里浜の手はやがて力を失い、襟首から離はなれる。その代わりに九里浜は頭をもたげた。その顔は蒼そう白はくになっていた。

　ただならぬ雰ふん囲い気きに僕は息を吞のんだ。

「……さらわれた」

「……なんだって？」

「豪がさらわれた！」

　取り乱した九里浜は、大きな声で叫さけんだ。




「な……なんなんですか一体」

　血相を変えて飛び込んできた僕と夏月に、高宮はあわてふためいていた。

　磐清園正面玄げん関かん前。豪がさらわれたという話を聞いて、僕たちはすぐさま磐清園にやってきた。目的は、直接伊勢谷に話をつけることだ。

「伊勢谷はいるか。いるなら出してもらおうか」

　できるだけ平静を保つよう心がけながら僕は言った。が、高宮は剣けん幕まくに押されたようで、しばらくの間言葉を失ってしまった。

「高宮さん」

　夏月が僕を押しのけて高宮の前に立った。困こん惑わくの表情で柔やわらかく語りかける。

「伊勢谷さんに大事な話があるんです。とりついでいただけないでしょうか」

　おや、と思った。人見知りが激しく、他人と話すことを好まない夏月が自分から前に出てきたのである。

「……はあ」高宮は眼め鏡がねを押し上げた。「それは、まあ、構いませんけど。散歩から帰ってきていると思いますんで、ちょっと探してきます……」

「…………その必要はない」

　声は玄関の中から聞こえてきた。履はき物を収める靴くつ箱に背をもたせかけ、当の伊勢谷が腕うでを組んで立っていた。

「伊勢谷」僕は言った。「おまえら、九里浜純と九里浜豪を間ま違ちがえただろう」

「…………まあね」

　伊勢谷は認めた。

「豪はこの件には関係ない。少しでも恥はじを恥と思うなら、今すぐ豪を自由にしろ」

「…………笑止千万。あなたたちだってジョニーを誘ゆう拐かいしているくせに」

「彼はあくまでも自由意志で僕たちの下もとにいる。経けい緯いはどうあれ、今のジョニーは空を飛ぶ鳥のように自由だ」

「ならその鳥に、巣に戻ってきて欲しいんだけど」

「そうはいかない。ジョニーを戻したとして、君たちが豪を戻してくれる保証があるのか」

「だったら、私たちも人質を手放すわけにはいかない」

　議題は堂々巡めぐりに陥おちいったようだ。

「じゃあどうする。お互たがい、永遠に人質を持ち続けるわけにもいかないだろ」

「だから、先に電話で言ったはず。今夜中ノ沢神社で人質交こう換かん式を執とり行いましょう、って」

　そう。

　それが、あの九里浜を恐きよう慌こう状態に陥おとしいれた電話の通告内容だった。九里浜純をさらったから、ジョニーの身み柄がらと交換しろ、という電話が九里浜自身の携けい帯たいにかかってきたのだ。送信者名は九里浜豪、つまり豪の持っている電話からかけられてきた。豪が所属する陸上部の練習に出るべく学校に向かっていたところを、やられたらしい。二人があまりにそっくりなので間違えられたのだった。

　今回豪がさらわれたのは、手違いのようだ。しかしながら、豪が攻こう撃げき対象に加えられるという可能性を、僕たちは最初から失念していた。なんでこんな見落としをしていたのか、と悔くやまれるところである。

　伊勢谷は手を振ふった。別れの挨あい拶さつだ。

「…………おしまい。まだ言いたいことがあるんだったら、神社で聞くから」

「待ってください」

　夏月が進み出た。真しん剣けんな面おも持もちで、伊勢谷に語りかける。

「事情はジョニー君から聞きました。大事な人を自分の手にかける苦しみは、私もわかるつもりです」

　伊勢谷は顔を夏月に振り向けた。

　なおも夏月は言葉を連ねた。

「以前私も、似たようなことを体験しました。だから、──」

　ずっと平静を保ち続けていた伊勢谷の顔が、突とつ然ぜん怒いかりに歪ゆがんだ。

「…………うるさい」

　伊勢谷は、左手の包帯を解ほどき始めた。地じ肌はだを空気に触ふれさせると、手のひらを広げて僕たちに突つきつける。

　黙だまれ、というジェスチャーかと思ったが、そうではなかった。

　手のひらには古傷が縦に走っていた。人差し指と中指、あるいは中指と薬指で真しん剣けん白しら刃は取りをしようとして失敗しました、という感じの裂れつ傷しようがいくつも走って一つになり、醜みにくい傷きず跡あととなって盛り上がっている。

「これ、なんだか分かる？」

　問われても分かるはずがない。黙っていると、伊勢谷は語り始めた。

「…………これは、私が沢崎を殺した時の傷。沢崎は、過か醒せいに陥ってみんなに迷めい惑わくをかけないうちに死のうとした。遺書も作って、川岸まで行ったのは良かったけど、最後の最後でビビって逃にげだそうとした。だから、私が殺すしかなかった。逃げる沢崎の足を切って転ばせて、なんとか馬乗りになった。けど、沢崎は自分の魂裸醒まで出して私の下で大暴れした。だから私はこの左手で沢崎の頭をつかんで押さえ、何度も何度も動かなくなるまで方ほう天てん戟げきで突いた」

「…………」

　僕と夏月は絶句した。

　伊勢谷は右手を左手に重ね、傷を覆おおい隠かくした。両目で僕らをキッと睨にらむ。

「……私から魂裸醒を取り上げようと言うのなら、私は指一本動かせなくなるまで抵てい抗こうする」

　言い切って、勝手に建物の奥へと姿を消していった。

　とても「待て」と背中に声をかけられる雰ふん囲い気きではなかった。

　夏月は悄しよう然ぜんと立ちつくしていた。

「クソ」僕は毒づいた。「どうにもならないのか」

「あの……」

　黙って話を聞いていた高宮は、顔面蒼そう白はくになっていた。

「なにがどうなってるんですか？　殺したとか誘拐犯とか……」

　僕と夏月は顔を見合わせた。高宮に詳しよう細さいを教えるわけにはいかない、と視線を交かわして合意する。

「今、私たちは非常に微び妙みような問題に直面しています。今は何も聞かないでくれますか……？　然しかるべき時が来たら、お話しします」

　夏月は懇こん願がんした。

「……そうですか」

　高宮の顔は内心の不満をありありと伝えていたが、ともかく承しよう諾だくした。当然だろう、彼女はそもそもこの事件の調査を九里浜に依い頼らいした張本人なのだ。一いつ般ぱん的に、依頼人は真実を知る権利がある──九里浜が調査料をもらっているかどうかは知らないが。

　真実はジョニーの口から明らかになった。大河原を殺したのは伊勢谷だ、と。しかしその殺人の動機を正確に説明するためには、魂裸醒のことからわかってもらわなければならない。

　然るべき時が来たら話す、と夏月は約束したが、約束は破られることになるだろう。将来、然るべき時が来るとは思えなかった。




　　作戦会議




　話はこの事件が始まるさらに前、船子の事件が片づいた直後の頃ころに遡さかのぼる。




　僕たちが長坂と出会ったのは平磐二高の中、ある日の放課後のことだった。彼は僕たちが秘密の力──魂裸醒を持っていることを見み抜ぬき、ある依頼を持って接せつ触しよくしてきた。それは、「自分の許いい嫁なずけが怪あやしい連中に誘ゆう拐かいされかけている。助けて欲しい」というものだった。

　二一世紀という現代にあって、長坂は親から決められた許嫁を持つという化石的状じよう況きようにある人間だった。

　許嫁の名は葛か東とう絵え美み果か、同じ二高の一年生である。ただし単なる公立高校生ではない。葛東家というのは戦国時代から続く名門で、江え戸ど時代には平磐一帯を治めていた藩はん主しゆの末まつ裔えいである。現代にあっても、平磐の政財界に対する影えい響きようは絶大だ。平磐の政財界の規模など、日本全体の政財界に比べれば、琵び琶わ湖こに対するコップ一いつ杯ぱいの水のようなものだが。それでも平磐市民にとっては「葛東様」と奉たてまつられる名家である。

　そんな名家の娘むすめがなぜ地元の公立高校なんかに通っているのか、そしてなぜそんな彼女と長坂が許嫁同士なのか、色々と謎なぞめいてはいるのだが、とにかく長坂と葛東がお互たがい好きあっていることは間ま違ちがいない事実であり、長坂が葛東の親から信しん頼らいを置かれていることも事実だった。

　ゆえに、長坂が知り合いを葛東家の中に連れ込むことも、許されているらしかった。

　日曜午後二時、僕たち一同は葛東家の邸てい宅たくの中の一室を占せん拠きよしていた。フローリングの床ゆかで、片かた隅すみに四角いテーブルが置かれているだけ、という殺風景な部屋である。ただ、とにかく広い。室内運動用の部屋であるらしく、隅には畳たたまれたキャスター付き卓たつ球きゆう台が立っている。学校の室内運動場と呼ぶにはやや小さい、というところか。九里浜家もでかかったが、葛東家に比べれば犬小屋も同然である。

　何なに故ゆえ僕たちがここに集まったのかというと、葛東家のツテを頼たよるより入手方法が他ほかに無さそうな物品を受け取るためである。

「……こんなものでよろしかったでしょうか」

　葛東絵美果は双そう眼がん鏡きようの化け物のようなものを両手に抱かかえ、三千人さんに手て渡わたした。

「これが暗視装置か。初めて見るよ」

　三千人さんはそれを受け取ると紐ひもを首に回し、さっそく目に当てた。それに合わせ、長坂が部屋の電気を消す。窓のない部屋のため、真っ昼間とはいえ光源を消すとあっという間に真っ暗になった。

「おーおー。こいつはよく見える」三千人さんはさも面おも白しろげに言った。「こりゃすごい。現代の科学技術ってのは大したもんだな」

「熱を感知するタイプの暗視装置だそうです」長坂が説明する。「この中に姿が見えない奴やつがいるとしたら、そいつの正体はゾンビですよ」

　暗視装置を構えたまま、三千人さんは全員を見まわした。

「見る限り、全員生身の人間らしいな。……三み鶴つる城ぎ君、ちょっと君の魂裸醒で私を殴なぐってくれないか」

「……？　はあ」

　生返事をし、僕は席を立った。パープル・シックルを発現させて小さく振ふりかざし、三千人さんの頭を狙ねらう。

「あいたッ」

　意外なことに、三千人さんは避よけ損ねて棍こんを頭に食らった。

「ありゃ。大だい丈じよう夫ぶですか」

「う～ん」三千人さんは唸うなった。「暗視装置では、魂裸醒を見ることはできないらしいな」

「あくまで熱源を感知する暗視装置ですからね。熱を発する能力の魂裸醒でもねェ限り、見ることはできねェと思いますよ」

　答えつつ、長坂は再度部屋の電気のスイッチをオンにした。

「特性さえ分かっておけば、十分だろう」

　三千人さんはテーブルに暗視装置を置き、自らも着席した。

「さて諸君、状況をまとめよう。我々がジョニーを捕つかまえた報復行動として、奴らは九里浜豪君をさらうという挙に出た。現在のところ、九里浜家の親おや御ごさん方には純君が言い繕つくろっているものの、バレるのは時間の問題だ」

　緊きん急きゆう対策会議には、ジョニーも同席していた。隅の方に申し訳なさそうに、九里浜の視界内に入らないよう身体からだをちぢこませているが。

「豪の身になんかあったら、ただじゃ済ませないからね。ピカソのキュビスム時代の肖しよう像ぞう画がが超ちようハンサムに思えるような顔にしてやるからッ!!」

　と半はん狂きよう乱らんの九里浜に言われれば、誰だれだってすくみ上がるというものだ。ジョニーの責任ではないのだが。

「そして奴らは、今夜十時にジョニーを中ノ沢神社に連れてこい、と通告してきた。人質交こう換かんを行うという話だが、それは表向き。奴らの目的は我々を殲せん滅めつすることだと思われる」

　その主張に異存を唱える者は一人としていなかった。

「奴らがその気だというのなら、こちらにも考えがある。これを奇き貨かとし、逆に奴らを叩たたきのめす」九里浜の顔をちらりと見て、「……もちろん、豪君も助け出すという前提の元にな。長坂君、図を」

「了りよう解かい」

　長坂はホワイトボードを押し出し、三千人さんの背後に置いた。ホワイトボードには、ごく簡略化された中ノ沢神社内の地図が記されていた。

　三千人さんはホワイトボードと一同を交こう互ごに見やりながら、説明を始めた。

「君たちには、ここの神社の地形的特性をよく覚えておいてもらいたい。まず、舗ほ装そう道路から鳥居をくぐって石いし畳だたみを登り、急な石段を上がると、本ほん殿でんがある。ここが、奴らが我々を呼び出した場所だ。この本殿の上には奥の院があるが、ここは急きゆう斜しや面めんなので、直接上がることはできない。奥の院に行くためには、本殿右手脇わきの参道を登り、途と中ちゆう鐘しよう楼ろうのところで道を百五十度曲がってさらに登る、というルートを取る必要がある」

　大まかに言って、地形図はペナントの旗を想起させた。短い辺の両りよう端たんに本殿と奥の院があり、長い辺同士がぶつかる角に鐘楼がある。

「問題は、神山の魂裸醒が飛び道具型、という点だ。鐘楼からだと、本殿前の庭が丸見えらしい。そうだろう」

　三千人さんは僕に同意を求めた。

「その通りです。中ノ沢神社には除じよ夜やの鐘かねを打ちに行きますけど、鐘楼から本殿前はよく見えますよ」

「つまり、我々が本殿前にのこのこと出たら、鐘楼から一方的に狙そ撃げきされて一巻の終わり、というわけだ。神山はそのような狙いでここに我々を呼び出したんだろう。そこで」

　三千人さんは右手を掲かかげて注目を集めた。

「私は、神山の目論見を逆手に取った作戦を提案したい。実はこの神社、山の裏手から直接奥の院に出る山道があるらしい。そして、奥の院から鐘楼も丸見えだとか。私は直接奥の院に出向き、鐘楼に待機している狙撃手を逆狙撃する」

「具体的な持ち回りを言うぜ」長坂が語を継ついだ。「まず、三千人さんと俺が早めに出向き、山の裏側に登って、十時前に奥の院に身を隠かくす。三助と夏月と九里浜はジョニーを連れて、十分遅おくれくらいで本殿前に来てくれ」

「その間に、鐘楼に誰がいるのか観察するんですね」

　夏月が言うと、長坂は「そォだ」と答えた。

「おめェらにお願いしてェのは、絶対に鐘楼の方を振り向かねェでくれ、ってことだ。狙撃手に背を向けるのは気持ち悪いだろォが、奴やつらの作戦にこっちが気づいていないと思わせておきてェからな」

「わかりました」夏月が神しん妙みような声で答える。

「おめェらが本殿についたら、誰でもいい、携けい帯たい電話で俺に連れん絡らくしてくれ。呼び出し音を三回鳴らすだけでいい、こっちは電話をマナーモードにしておく。奴らもすぐには仕し掛かけてこねェだろう。交こう渉しようをもちかけるふりをするはずだ。その間に三千人さんが鐘楼に陣じん取どる狙撃手を片づけて、逆に鐘楼から本殿前にいる奴を狙う。鐘楼は真っ暗だろォが、この暗視装置があれば狙撃可能だ」

「もう一つ、この私の『ビースト・イン・ビュー』もあればな」

　手を高く掲げ、三千人さんは自らの魂裸醒を発現させた。一見なんの変へん哲てつもない竹たけ槍やりではあるが、三千人さんの手にかかれば剛ごう槍そうとなってあらゆる敵を貫つらぬく、地じ獄ごくの殺人兵器となる。

「そうなれば、もはや豪君を盾たてにされようが問題ない。私の『ビースト・イン・ビュー』の前には人質など無意味だ」

　テーブル上にあった二枚の白紙を放り投げ、三千人さんは同時に竹槍で貫いた。貫いた状態のまま竹槍を消しよう滅めつさせ、一いつ瞬しゆん空中に静止した紙切れをそれぞれ手でつかみ取る。

　一枚目、先に貫かれた紙はなんともないのに、二枚目だけに穴が空いていた。

「手前の障害物を透とう過かして、背後に隠れたもののみを貫くことなど朝飯前さ。狙ねらった獲え物ものは逃のがさない」

　今までの説明が周知されたかどうか、三千人さんは一同の顔を見み渡わたした。

「あとは各位、状じよう況きよう次し第だいで判断して動いてくれ──というところかな。九里浜君、これでいいかね」

　突とつ然ぜん名前を呼ばれて、九里浜は身体からだを浮うかした。

「へ？　突然なんですか」

「君の弟の命がかかっている。である以上は、君の承しよう諾だくを取っておくのが筋だと思ってね。どうだね、探たん偵てい志望として、今の作戦に文句をつけるところはあるかね」

　九里浜は少し考えてから、答えた。

「少なくともあたしには思いつきません。穴を見つけたかったら、他ほかの探偵を呼んでください」

「決まりだな」

　三千人さんは断言した。




　　飛び出せ！　賽さい銭せん箱




　今晩は、川かわ霧ぎりは出ていなかった。

　暗くら闇やみの中、僕とジョニーは軽トラックの荷台から飛び降りた。続けざまに、運転席から九里浜が、助手席から夏月が下りてくる。

「さすがは無む免めん許きよ運転の権けん威い、九里浜さんだ」僕は陽気に語りかけた。「実にスムーズな運転だった。高級車の後部座席に乗っているのかと勘かん違ちがいしたよ」

　当然、あまりに荒あらっぽい九里浜の運転への皮肉である。

「リムジンなんて乗ったことなんかないくせに！」

　とでも普ふ段だんなら切り返して来るところのはずなのだが、

「……あっそ」

　九里浜は素っ気ない返事を呟つぶやいただけだった。

　弟が危険に晒さらされていることで動どう揺ようしているのは明らかだ。こんな時こそ平常心を保っていて欲しいのだが──無理な相談か。

「純ちゃん！」

　いつにない険しい表情で、夏月が九里浜の手を取った。

「豪君は絶対に奪うばい返すから、だから純ちゃんも絶対に希望を捨てないで。ね？」

　夏月は夏月で、心の内ではまたも他者を巻き込んでしまったことに自責の念を感じているに違いなかった。だからこそ誓ちかったのだ──この責任は必ず取る、と。

「……そうね。落ち込んでても仕方がないものね」

　九里浜は手を握にぎり返した。そして、いつもの厳しい眼光を取り戻もどし、鳥居奥の暗闇を見上げる。

「ところで」僕は夏月に尋たずねた。「怪け我が、本当に大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫ですよ」夏月は自分の脇わき腹ばら、鉄球が直ちよく撃げきしたあたりをさすった。「もう痣あざ一つありませんから」

　夏月の顔色は健康そのものだ。その言葉を信じていいだろう。

「おい。俺をロープで縛しばるか、手て錠じようをかけるかしなくてもいいのか」

　複雑な内心を反映してか、ジョニーの表情は九里浜同様に暗い。僕は努めて明るく話しかけた。

「おいおい。君は君自身の自由意志でここにいるんだろ。そういう話になったじゃないか」

「あいつらと会った途と端たん、裏切るかもしれねーんだぜ」

「僕たちは拳こぶしと拳で分かり合った仲だろう？」

　ことさらそらぞらしく言いたててみた。

　ジョニーはしばらく僕を険しい顔つきで睨にらんでいたが、プイとそっぽを向いた。

　僕たち三人は同時に魂裸醒を発現させた。夏月は手てつ甲こう足あし甲こうを、九里浜は鉄てつ扇せんを、僕は棍こんを。お互たがい頷うなずきあい、鳥居をくぐり道を登った。

　鳥居のすぐそばにぽつんと一本だけ街灯が立っていたが、そこから離はなれるとすぐに視界は暗くなった。なだらかな石いし畳だたみをしばらく行くと、ほとんど壁かべのような急きゆう斜しや面めんの石段につきあたる。角度はかなり急で、一段一段の幅はばも狭せまい。大おお晦みそ日か、元朝参りに来る者全員が命の危険を感じる恐きよう怖ふの階段だ。今まで犠ぎ牲せい者しやが出たことがないのが不思議なくらいである。十分に注意しながら一歩一歩、石段を踏ふみしめた。

　僕たちは足あし下もとを照らす懐かい中ちゆう電灯を持っていなかった。一方的に狙そ撃げきされる恐おそれがあるからだ。神山は暗闇をものともしない照明弾だんを放つことができるようだが、だからといって狙いをつけやすくさせることはないだろう。

　時間をかけて、石段を登り切る。当然庭は真っ暗だった。そこそこ広く、周囲を竹の柵さくで囲まれている。柵を越こえた先にあるのは約十メートルの高さを誇ほこる石いし垣がきだ。下はツツジなどの背の低い植物が生えているが、常人が落ちたら大おお怪け我がは免まぬかれ得ない。

　本ほん殿でんは巨きよ大だいな影かげとなって来る者を威い圧あつするかのようにそびえ立っていた。その背後には急斜面と、急斜面に根を下ろす無数の立木がある。奥の院の姿は見えなかった。おそらく、奥の院側からもこっちは見えないだろう。が、そこには三千人さんと長坂が待機しているはずだった。

　僕たちが本殿に到とう着ちやくしたことを連れん絡らくすべく、僕は長坂に電話をかけた。打ち合わせ通り、呼び出し音が三度なるのを待つ。

「──おい」

　ところが、二度目の呼び出し音が終わらないうちに、長坂が電話に出た。

「ちょっと待て。電話を鳴らすだけって言ったのは君だろ」

　小声で言うと、長坂は切せつ羽ぱ詰つまった声を返してきた。

「鐘しよう楼ろうのところに誰だれもいねェ」

「なんだって」

「俺達はもう少し様子を探さぐる。おめェらは時間を稼かせげ」

　それだけ伝えて、長坂は電話を切った。

　どうやら、作戦行動にさっそく予定外の事態が出てきたようである。僕は小声で、一同にその事実を伝えた。

「ってことは、ここに神山以下全員が待機してるってこと？」

　九里浜が聞く。

　だがその予想も外れていた。本殿の陰かげを回り込んで現れたのは、猿さるぐつわをはめた豪、豪の腕うでを押さえる辻浦、そして豪の首元を棍で押さえつけている伊勢谷の三人だけだった。

「…………ジョニー」

　ジョニーがなんの束そく縛ばくも受けていないのを見て、伊勢谷はあからさまに驚おどろいた。すぐに表情を険しくし、

「まさか、あたしたちを売ったの……？」

「違ちがうぜ！」ジョニーは言い返した。「そうじゃねー。そうじゃねーんだ」

　が、具体的な反論の言葉が思いつかないのか。中身のない否定ばかりを繰くり返す。

「…………噓うそ」伊勢谷は断じた。「もう……信じられ……な……」

　不意の頭痛に襲おそわれたかのごとく、伊勢谷は顔に手を当てた。ほんのわずかの間その格好で固まってから、力無く手を落とす。

　さらけ出された顔面には、ごく薄うすくながらも過か醒せい紋もんの輝かがやきが宿り始めていた。

「伊勢谷さん！」夏月が一歩進み出た。「魂裸醒を引っ込めてください！　そうすれば苦しみが治まるはずです」

「…………罠わな」伊勢谷はうつむいたまま言った。「そんな子供騙だましの手には乗らない」

「私たちは、あなたを過醒から救うことができます。あなたたちが、神山の言いなりになる必要は──あなたが戦う理由はないはずです」

「…………理由？　理由ならある」

　伊勢谷は昂こう然ぜんと頭をもたげ、僕たちの視線を正面から受け止めた。僕はドキリとした──伊勢谷の表情が、あまりに穏おだやかだったからだ。常に全身の疼とう痛つうに苛さいなまれているはずなのに、そんな気配を微み塵じんも見せない。

「これは、私に課せられた義務。今根も、木村も、沢崎も、大河原も、──みんな私が殺した。彼らを苦しみから解き放つことができたのは、私に与あたえられたこの力のおかげ」

　伊勢谷の棍の先せん端たんに光が灯ともり、方ほう天てん戟げきの刃やいばが形を現す。刃が見えない豪はなんの反応も示さなかったが、その刃は豪の首筋すれすれの位置にある。

「私たちと同じ力を持った人たちが、他にもたくさん現れはじめている。彼らもいずれ、沢崎や大河原みたいな苦しみを味わうことになる。そんな人たちを苦しみから救うのが、私に与えられた義務。私は生きて、救いの死をもたらさなければならない。手を汚よごすのは私一人でいい。──そのためには、この力を無くすわけにはいかない」

　伊勢谷の説明は、理路整然としたものとは言い難がたかった。だが、大意は理解できる。

　伊勢谷は、過醒に陥おちいった人間を殺すことを、自分に課せられた義務だと信じ込んでいるのだ──幼おさな馴な染じみ達を片かたっ端ぱしから自分の手にかけたという事実から、自分の心を守るため。それが過醒による意識、記き憶おくの混こん濁だくと結けつ託たくして、固定観念として凝こり固まっている。

　船子の事件の時も思ったのだが、過醒の人間を説得するのはかなり難しいらしい。

「それで」九里浜が反論した。「あたしたちにも救いをもたらそうってわけ？　冗じよう談だん！　余計なお世話よぅ」

「辻浦先生！」夏月も叫さけぶ。「どうしてこんなことをするんですか！　私が知っている先生は、卑ひ劣れつな真ま似ねをする人じゃなかった……！」

「人は変わるものさ、君」

　平然とした口ぶりは、しかし取り繕つくろったもののようにも思えた。

「私は戸有内乱の時にある真実を学んだ──目的のためには手段を選ぶな、とね」

　辻浦は夏月に向かって右拳こぶしを突つきつけた。

「亘理の奴やつが、自分の身を守るため、君の母親に何をしたのか忘れたか？」

「…………」

　す、と夏月の目が細くなった。

　辻浦の言葉は、今の僕には意味を理解できないものだった。が、夏月の心の中にあるなんらかのスイッチを押した、ということははっきりとわかった。

　夏月の唇くちびるから漏もれ出る言葉には、もはや感情の欠片かけらもなかった。

「私が信じていた辻浦先生は、もうどこにもいないんですね」

「たしかに、私にはもはや、君から『先生』と呼んでもらう資格はないかもしれないな」

　わずかに辻浦は苦い顔を見せたが、すぐにすっと目を細めた。今にも飛びかかろうとする構えである。

「そう、それでいい。たとえ親しき相手とて、滅ほろぼすべきは滅ぼす──そう教えたのは私だからな」
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「……やるしかないんですか」

　夏月が一歩前に踏ふみ出し、右拳を肩かたの高さに上げて突きつける。

「ならば、先生であろうと容よう赦しやはしません──撲ぼく滅めつします」

　と、伊勢谷が豪の肩を摑つかんで引き寄せた。

「…………動かないで。こっちには人質がいる」

「待てよ、景……！」

　僕らの側の人質であるはずのジョニーが、夏月を押しのけ前に出る。

　その時、辻浦が動いた。左腕が突とつ然ぜんに発射され、伸のびた手がジョニーの襟えり首くびをわし摑みにした。

「何!?」

　簡単にジョニーは引っ張られた。バランスを崩くずして社の正面の石いし畳だたみにすぺーんと転ぶ。

　僕たちとジョニーとの距きよ離りが離はなれた瞬しゆん間かん、ボカン、と突然音がした。

　音源の方に顔を向ける。音は本ほん殿でんの鈴すずの真下に配された、賽さい銭せん箱から発せられていた。

　賽銭箱の蓋ふたを跳はね上げ、迫が飛び出してきた。僕らの至近距離で、クロスボウ型の魂裸醒を構えていた。標的はもちろん、僕たち。

「うおぁぁ──ッ!!」

　雄お叫たけびと共に、迫は矢を連射した。




　　灯とう籠ろう拳けん




　元朝参りをするたび、常々思ってはいたのだ──ここの賽銭箱、神社のサイズに比して大きすぎるんじゃないのか、と。しかしまさか、あの迫が身体からだを必死に丸め込んでチャンスをうかがっていたとは、想像の埒らち外がいだった。

　咄とつ嗟さに身を丸めた。こんな時アニメや漫まん画がなら、棍こんをくるくると回転させて矢をはじき返すものだが、僕がやったら逆に全すべての矢を身体で受け止めてしまいそうだ。普ふ通つうにかざして、飛来する矢のうち致ち命めい的てきな部位に飛んできたもののみを叩たたき落とした。しかし全てを防ぎうるはずもなく、肩や腕うでに突き刺さす痛みが走るのを感じる。

　僕たちを守るように夏月が飛び出した。至近距離から放たれた矢を、ブルー・ハンマーで次から次へと受け、弾はじく。

「くそッ」

　迫が毒づいた。連射機能の限界か、一いつ旦たん矢の連射がやんだ。

　夏月はくるりと身を翻ひるがえすと、石段のすぐ脇わきに立つ灯籠のてっぺんに乗っかっている宝ほう珠しゆをさらった。反はん撃げきとばかり迫に投げつけようとして、──

「動かないで！」

　伊勢谷が豪を押さえたまま前に出た。

　手から宝珠を離す寸前、夏月はピタリと動きを止めた。

　その間に、迫は再度クロスボウを構え直した。ターゲットを夏月の胸に合わせる。

「やめろ、迫も」ジョニーが声を出した。「おめーら、こんなことをしてなんの解決になるってんだ！」

　その時。

　霧きりをかきわけ、竹たけ槍やりが一直線に飛来してきた。

　鐘しよう楼ろうの方から飛んできた竹槍は、豪の背後にいる伊勢谷を正確に狙ねらっていた。

　人質を押さえたままでは逃にげられないと判断してか、伊勢谷は豪を突き飛ばし、自身は反動で反対方向に身を投げた。一瞬の後、竹槍は伊勢谷がいた場所を貫つらぬいて地面に突き刺さった。

　豪の身体は庭を囲う柵さくに当たって止まるはずだった。が──

　ぶつかった途と端たん、柵はメリメリと音を立ててはじけ飛んだ。

「しまっ──」

　伊勢谷が声を上げる。

　竹の柵は腐くさっていたらしかった。豪の足が地面を離れ、その身は自由落下を開始する。

「純ちゃん！」

　叫さけぶが早いか、夏月は九里浜を軽く担かつぎ上げると、頭の方からやり投げの要領で放り投げた。

「ひえッ」

　九里浜は恐きよう怖ふの悲鳴を短く上げたが、すぐに夏月の意図を理解した。夏月が放った九里浜の軌き道どうは、空中で豪と交こう錯さくするルートをとっていた。

　九里浜は空中で弟の身体をキャッチした。

　豪を拾ったのも束つかの間、その進路上には太い杉すぎの木が待っていた。激げき突とつコースだ──が、九里浜は身体を半回転させると、両足で杉の幹に「着地」した。魂裸醒の発現による身体能力の向上があってこそ、できる技わざである。膝ひざを折って衝しよう撃げきを受け止めると、幹を蹴けって地上へ──石段のはるか下方、石畳へ飛ぶ。

「逃がさん！」

　辻浦が後を追った。ジョニーを離して柵の裂さけ目へまっすぐ駆かけゆくと、まったく速度を落とさぬまま石いし垣がきから飛び出した。

　左腕を伸ばし、はるか頭上に張り出した杉の枝を摑む。辻浦の身体は振ふり子のような軌道を描えがいて空を飛んだ。

　予想着地点は、九里浜の着地点のさらに前方、神社の入り口寄り。より遠くへ飛び、回り込もうとしている。

「辻浦先生！」

　夏月は一瞬の間に、灯籠に無数のパンチとキックを食らわせた。ほぼ同時に、灯籠のパーツを全て「射出」する。

　笠かさ、火か袋たい、中台、竿さお──打ち出されたパーツが飛び行く先は、辻浦の予想進路だ。そして夏月自身も、灯籠の後を追って空中へ飛び出す。

　辻浦の判断は速かった。灯籠を避よけられないと悟さとるや、左腕を杉の枝から離はなして手元に戻もどした。その左腕で飛来してきた灯籠のパーツをことごとく叩き落とす。

　夏月は身体をしならせて反動をつけ、辻浦と空中で交錯しかけた瞬しゆん間かん、手に隠かくし持っていた宝珠を投げつけた。狙いは鳩みぞ尾おちだ──しかし、辻浦は左手を広げて宝珠を受け止めた。

　二人の身体は離れ、ほとんど同時に石いし畳だたみに着地する。

　九里浜は既すでに地面に降り、豪を抱かかえたまま鳥居へ、神社の外へひた走っていた。邪じや魔まするものは何もない。辻浦の着地点は、九里浜よりもはるかに石段寄りだった。振り子の軌道が上向く前に手を離したため、飛ひ距きよ離りを稼かせぐことができなかったようだ。

　左腕を伸のばして九里浜を捕つかまえようにも、間に着地した夏月が邪魔だった。

「純ちゃん！　そのまま行ってくださいッ」

　九里浜の背中に叫びを投げつけ、夏月は改めて師し匠しようと対した。

「やれやれ。一本取られたようだな」

　辻浦は、頭を軽く押さえながら立ち上がった。横目で九里浜の背を見やるが、あきらめて見送る。

　夏月は右みぎ腕うでを掲かかげて、いつもの構えを取っていた。

「ここでケリをつけましょう」

「ンフフ」辻浦は小さく笑った。「その意気や良し。だが、私に勝てると本気で思っているのか？」

　空中で受け止めた宝ほう珠しゆを、辻浦はそのまま左手に握にぎっていた。その宝珠を軽く放り投げる。

「…………？」

　宝珠は夏月を飛び越こえ、夏月の背後でガツンと音を立てた。

　夏月は背後を振り向き、そしてハッと息を吞のんだ。

　そこには一本の灯とう籠ろうが立っていた。たった今宝珠が出した音は、その灯籠の一番上に宝珠が乗っかった音だ。

　辻浦は、先ほど空中で灯籠のパーツと交錯した時、地上で順番通りに重なるよう調節しながら叩たたき落としていたのだ。

「こいつは、曲芸の部類だがね」

　余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべつつ、辻浦は突とつ進しんした。夏月の脳天を襲おそい、手刀を振り下ろす。夏月が大きく横に飛んで避けると、辻浦の左手は灯籠を縦真っ二つに叩き割った。




「…………よそ見しないの！」

　伊勢谷が斜ななめ上方から方ほう天てん戟げきを振り下ろす。

　僕は鎌かまの刃やいばの背で戟を受け止めた。二つの光が嚙かみ合って、まばゆい火花を放つ。

　夏月という標的を失った迫は、僕に矢を向けた。が、

「やめろ迫！」

　ジョニーが飛びつき、迫を本ほん殿でんの社内部へと押し込んだ。さすがに両手の爪つめは発現させていないものの、迫の射しや撃げきを止めようと動きを封ふうじにかかる。ジョニーが相手では射かけることもできず、迫はもみあったまま地面に倒たおされた。

「もうやめろ」交差する棍こん越ごしに、僕は訴うつたえかけた。「鐘しよう楼ろうのところから三千人さんが狙ねらっている。抵てい抗こうは止やめるんだ」

「…………そうはいかない。私は義務を果たす」

　押し返す伊勢谷の力が弱まる気配は一切無かった。

　なんだってこんな自信たっぷりなんだ、という疑問は、神山の存在を思い出させた。一人だけ姿を見せないってのはどういうことだ？　鐘楼には姿が無かったということだが、そもそも他ほかに隠れられる場所があるというのか。

　先ほど投じられた竹たけ槍やりは、既に消しよう滅めつしている。そろそろ三千人さんが第二投を放つか、直接姿を現すかしてもいい頃ころだ。

　まさか、鐘楼のところでなにかトラブルが起きているのか？

　鉄球がすっ飛んできたのは、そんな疑いが浮かんだまさにその瞬間だった。

「うわわッ」

　視界の隅すみギリギリから飛んできた鉄球に反応できたのは、ある意味奇き跡せきといってもいい。強ごう引いんに伊勢谷を突つき飛ばすと同時に、後方へ飛ぶ。

　途と端たん、着ちやく弾だんした鉄球が盛大な土つち煙けむりを上げた。僕も伊勢谷もまとめて狙ったような一いち撃げきだった。

　土煙をかいくぐって伊勢谷が駆かけ寄り、方天戟を振ふり抜ぬく。僕がもう一歩退くと、刃は空を切って横の杉すぎをえぐった。結構な樹じゆ齢れいであろう古い杉の幹を深く、まるで豆とう腐ふかなんかのように切り裂さいている。

　その事実が示す意味は一つ。伊勢谷は過か醒せいによって魂裸醒の威い力りよくを増しつつあるということだ。

「…………うううッ」

　さらなる攻こう撃げきを仕し掛かけてくるかと思いきや、伊勢谷は頭を押さえてよろめいた。

　過醒に苦しんでいるということは、まだある程度理性を保っている証あかしである。今すぐ処置を行えばまだ間に合うはずだが──

　それでも伊勢谷は踏ふみ込み、切りつけてくる。

　その瞬間、また鉄球が来た。

　今度は避けるまでもなかった。まるで伊勢谷を狙ったかのような軌き道どうだったからだ。

「…………誤射！」

　伊勢谷は慌あわてずに方天戟の柄つかで鉄球を叩き落とした。そして鐘楼を見返す。

「どういうつもりなの！　神山！」

　呼び声に応こたえるように、鐘楼に続く道から人が一人下りてきた。

　その姿は、三千人さんとは明らかにかけ離はなれていた。やややせ気味で背は中背、黒くろ縁ぶちの眼め鏡がねをかけていて、髪かみ型がたはマッシュルームカット。夏月に見せられた神山なる人物の写真そのものだった。四年という歳月が容姿にいくらか加か齢れいの趣おもむきを加えていたが、おおむね変わらない。

「悪いねえ。暗くてちょいと手元が狂くるっちゃったよ。ヒヒ！」

　そう言って、神山は右の唇くちびるをつり上げた。ひっかかった釣つり糸に引っ張られたようなその現象は、神山なりの笑いの表現らしい。

「君と会うのははじめてだね、三鶴城君」神山は僕を見た。「どんな奴やつかと思っていたが、センスは悪くなさそうだね。今のを避よけるとは恐おそれ入ったよ」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくの態度だった。気に入らない。

「そちらこそ、そんな場所に突っ立ってみせるとは恐れ入る。三千人さんが姿を現していないのに気づいていないのか？」

　そう言ってみたが、神山の態度は変わらない。

「八阪井のオッサンは、僕が倒したよ」

「くだらない冗じよう談だんを」

「おいおい。そうでもなきゃ、僕がここに姿を現すわけないだろ？　僕は鐘楼で待ち伏ぶせして、オッサンに至近距きよ離りから球を食らわせた。肋ろつ骨こつにクリーンヒットしたから、ありゃしばらく動けないだろうね。ヒヒ！」

「噓うそをつくな。鐘楼には誰だれもいなかったはずだ。暗視装置で確かく認にんしている」

「暗視装置？」意外な単語に神山は眉まゆをつり上げた。「変な双そう眼がん鏡きようをぶらさげていると思ったら、暗視装置だったのか。なるほど、狙そ撃げき手を相手にするにはいい道具だ──けど、運が悪かったね。僕は暗視装置でも見えない場所に隠かくれていたんだよ。僕の『サンダーボール』の力を見み越こしてカウンタースナイプを狙ったんだろうが、逆にカウンターをかましてやったというわけさ」

　今度は僕が眉をつり上げた。鐘楼は、それほど立派な建物でもない。かりに鐘楼の陰かげに身を隠かくそうとしたところで、頭隠して尻しり隠さず、ということになるはず。

　なんにせよ──僕は棍こんを握にぎり直した──どうやら、神山の言葉を信じるよりないらしい。三千人さんが動けるならば、神山がこうして長時間突っ立っていることを許すはずがない。

「さあて。早いところ姉さんの加勢に行かなくちゃならないから、さっさと死んでくれ」

　神山は右の握にぎり拳こぶしを僕に向けて突きつけた。と、神山の姿が揺ゆらぎ、光に包まれる。次の瞬しゆん間かん、右みぎ腕うでの肘ひじから下が巨きよ大だいな筒つつと化していた。金属の鈍にぶい光こう沢たくを放つそれは、まさに大たい砲ほうだった。

　中央部に空いた丸い穴が赤い火を放ち、途端鉄球が射出された。

　僕は棍を構えて鉄球を受け止めたが、威力を殺すことまではできなかった。勢いに押され、両足が滑すべる。靴くつに踏みしめられた砂が立てるジャリリという音が聞こえて、──ついでに腐くさった竹の柵さくが砕くだける音がした。

　気がつくと、足あし下もとにあるはずの地面が無くなっていた。




　　地じ獄ごくへ道連れ




　昔、京都の清きよ水みず寺でらに行ったことがある。

　清水寺の舞ぶ台たいから下を見下ろして、考えたものだ──かつて、清水の舞台から飛び降りて助かった人がいたというが、それは都市伝説に違ちがいない、と。そこは目もくらむような高さで、木の枝に引っかかったくらいで軟なん着ちやく陸りくできるとは思えなかった。おまけに、落下地点の土手には、地蔵らしき石像が多数設置されていた。それらは、落下してきた者をかみ砕く大口の獣けものの牙きばにも思えた。百歩譲ゆずって実際助かった奴がいたとしても、そいつは常人ではあり得ない。落ちた者の正体は実は鞍くら馬ま山やまから出てきた天てん狗ぐでした、としたほうがまだしも信しん憑ぴよう性せいがある。

　フリーフォールのさなかにあって、僕はそんなことを思い出していた。思いの外、心は平静だった。そしてもう一つ、大事なことを認識していた。

　僕ももはや常人ではないのだ、と。

「とりゃっ」

　かけ声一発、石いし垣がきを蹴けり上げ、落下コースを変へん更こうすると共に、僕は身体からだを背面方向へ回転させた。空中で膝ひざを丸め込み、草むらの中に着地する。

　自分に一〇点満点を与あたえてもいいような、見事な着地だった。すぐ横手には石いし畳だたみがある。ここに着地していたら下半身への衝しよう撃げきが大だったろうが、これもうまいこと避けることができた。誇ほこらしげに頭を昂こう然ぜんともたげ、上を見返す。

　すると、僕を追いかけて伊勢谷が飛び降りてきた。

「せやァァ──ッ」

　石垣を蹴り、僕めがけて勢いをつけた。方ほう天てん戟げきを大上段に構え、着地と同時に振ふり下ろす。

　僕は石畳の上に逃にげた。直後、方天戟が地面をえぐり、土と雑草とをはね上げる。

　息つく暇ひまを与えず、伊勢谷は突つきを連続で繰くり出した。鋭えい利りな切っ先が僕の顔を、胸を、腹を狙ねらう。時折腕や足への切りつけも狙ってくる。

　鎌かまの刃やいばを縦横に滑らせ、僕は伊勢谷の攻こう撃げきをことごとく受け止めた。しかし残念なことに、大鎌というものは身を守るのに適した武器ではない。なんとか攻撃を止めるのが精せい一いつ杯ぱいで、反はん撃げきに転じる余よ裕ゆうなんてない。

　どうせ棍で打ち合ったところで、僕が勝てる可能性は低いのだ。ならば──

「サイだ！」

　叫さけぶと共に、僕は念じた。応こたえて棍は脈動を打ち、次の瞬間には二本のサイへと姿を変えている。

　サイの鉤かぎで、僕は方天戟を受け止めた。

「なに!?」

　突とつ然ぜん魂裸醒が姿を変えるというあり得ないことが起こったのだ、伊勢谷が驚おどろくのも当然だ。僕も内心、僕の意志に応えてスムーズに変異が起きたことに驚いたが、それは押し隠して逆の手のサイで殴なぐり返す。

　咄とつ嗟さに伊勢谷はサイを打ち払はらった。攻撃の手を休め、僕と向かい合う。

　新たな事態に戸と惑まどっている。ここは反撃に転じるチャンスだ。僕は一歩踏ふみだし──

「危ない！」

　唐とう突とつな叫び声。

　夏月が僕を押し出すように割り込んできて、ブルー・ハンマーを鉄球に叩たたきつけた。鉄球は軌き道どうをねじ曲げられ、杉すぎの林の闇やみの中へ力無く飛んでいった。

「……なんだ……!?」

　数拍はく遅おくれて、僕は事態を理解した。本ほん殿でんの庭から神山が僕を鉄球で狙撃したのだ。全く気づかなかった。鳥居そばの街灯のおかげで、上からは一方的に丸見えだ。

「チッ」上で神山が舌打ちする。「惜おしい惜しい。でもいつまで持つかな。ウヒャハハ！」

　左手の砲ほう身しんが火を噴ふく。鉄球はまたもや僕を狙っていた。

　僕は横に飛んで避よけたが、避けた先には辻浦が待っていた。

　辻浦の左腕が伸のび、僕の顔面を襲おそう。二本の指を立て、目つぶしを狙うその手を、僕は首をねじ曲げて回かい避ひした。すると腕は僕の周囲を一回転するという物理的にありえざる飛行ルートを描えがき、木の幹に指を突き立てる。

　飛ぶ腕と辻浦の肘ひじとをつなぐ鎖くさりは輪を描き、僕の首を絞しめるように狭せばまった。

　瞬しゆん時じに反応して、僕は環わの中に両方のサイを突っ込んだ。鉤にうまいこと鎖を引っかけ、環が締しまるのを防ぐ。

「いい反応だ。だが……！」

　辻浦は鎖を右手で摑つかみ、引っ張った。ベクトルの方向が変わり、僕は身体ごと引っ張られた。転ばぬようなんとか踏みとどまる。絞こう殺さつを防ぐことはできるが、しかし鎖の環から抜ぬけ出るには至らない。今鉄球が飛んできたら避けようがない──

　と思っていたら、鉄球が飛んできた。

「大助君！」

　夏月が間に割り込み、鉄球をはじき返す。だが無理な姿勢がたたってか、足がずるりと滑った。

　伊勢谷はその隙すきを逃のがさない。夏月の右みぎ腕うでを肩かたごと叩き落とすべく、方天戟を縦に振り下ろす。

　夏月は身をねじり、無理矢理攻撃をかわしつつ、左腕の裏うら拳けんで反撃に出た。裏拳は肩口にヒットし、伊勢谷を吹ふき飛ばした。

　吹き飛んだ先は、辻浦が指を突き立てていた杉の木だ。伊勢谷が幹に激げき突とつした衝撃で辻浦の腕が外れ、同時に僕を締め上げる鎖の力が弱まる。即そく座ざに僕は鎖の環を抜け出て、夏月のそばまで退いた。

「夏月！　その傷は……！」

　伊勢谷の一いち撃げきを、完全には避けられなかったようだ。肩から真下へ一直線に服が裂さけ、そこから盛大に血が流出している。

「このくらい……大だい丈じよう夫ぶです」

　夏月は強がりを言うが、顔つきには焦しよう燥そうが表れている。豪を助け出すという目的は達成できたが、状じよう況きようは非常に苦しい。左右から迫せまり来る伊勢谷と辻浦に加え、上からは神山の砲ほう撃げきが降ってくるのだ。

　逃げた方がいいのか、という考えが頭をよぎる。しかしそれも、三千人さんと長坂のことを考えれば無理な相談だ。二人は今どういう状況にあるのか？　それが確かく認にんできなければ、退たい却きやくはできない。

　そして、それを確認する時間を神山は与あたえてくれそうになかった。

「ほれ、ジョニー」神山は庭の奥の方に呼びかけた。「君も景君に加勢するんだ。さっさとケリをつけたいだろ」

　それに応え、石いし垣がきの際きわにジョニーが姿を現した。

　そうだ、さらにジョニーがいたんだ。あいつも相手にしなければならないとなったら、敗北は必至だ。

　が──

「さあさあ。あいつらを殺さない限り、景君の命はないよ。わかってるよね？」

　神山が促うながす。

　沈ちん黙もくを保ったまま、ジョニーは階段下を眺ながめ下ろしていた。下した唇くちびるを嚙かみ、厳しい表情を見せていたが、やがて両手に魂裸醒の光を灯ともらせると、爪つめを装着する。

　そして天を仰あおぎ、雄お叫たけびを上げた。

「クソッタレがァァ──ッ!!」

　次の瞬間、ジョニーは神山に襲いかかっていた。

「なに!?」

　咄嗟に神山は砲身をかざして身を守る。ジョニーの右の爪は砲身の表面を滑すべり、空を切った。

　が、手が神山の襟えり首くびをつかみとる。

「地じ獄ごくに道連れだ──」

「離はなせェェ──ッ！」

　神山が振ふり払はらうより早く、ジョニーは頭から宙に身を投げた。引きずられて、神山も石垣から足を滑らせ、十メートルの高さから落下する。

　二人はもみあったまま、石垣真下のツツジのあたりに落下した。

「ジョニー!?」

「テル！」

　伊勢谷と辻浦が同時に声を上げる。アクシデントに僕と夏月もその場に硬こう直ちよくした。

　がさがさと草木をかき分ける音が聞こえ、先に顔を出したのはジョニーだった。ゆらりと立ち上がり、しばしの間放心していたようだったが、すぐに僕たちの姿を認めて顔を向ける。

「景！」

　ジョニーの声は痛みに歪ゆがんでいた。が、それでもジョニーは叫さけんだ。伊勢谷に声を届けるために。

「もうやめろ！　俺達がこいつらに従う理由なんてどこにもねー！　こいつらは──神山は、俺達を争わせて喜んでる！　こんなクソ野や郎ろうに俺達の運命を握にぎられてたまるか！」

　過か醒せい進行中にあって、しかし伊勢谷は今の言葉に動どう揺ようを見せていた。方ほう天てん戟げきを握る腕が落ち、表情からも煮にえたぎるような敵意が消えていた。

「いいか、景──」

　さらに何かをジョニーは言おうとしたが、その言葉は遮さえぎられた──後頭部への一撃によって。突とつ然ぜんの衝しよう撃げきに襲おそわれて、ジョニーはその場に倒たおれ、草木の中に埋うもれていく。

　ジョニーの背後から姿を現したのは、神山だ。

「──クソ野郎は──どっちだァァ──ッッ!!」

　倒れ伏ふしたジョニーを、神山は右腕の砲ほう身しんで打ち据すえた。憤ふん怒ぬの形相を浮うかべ、お構いなしに一発、また一発と連打する。

「人がいい顔してればつけあがりやがって！　今神社に来てんのも、そもそもてめーを助けるためだろうが！　なにわけのわかんねーことしてんだよおめーはッ！　クソがッ！　クソがッ！　クソがッ」

　狂くるったように、神山はジョニーを打って打って打ちまくる。まるきり人が変わったかのようだ。おそらく完全にキレているのだろう──はっきり言って、理性ある人間のやることではない。

　ついには、砲口をぴたりとジョニーの頭部に合わせる。鉄球が発射されれば、水風船のごとく頭ず蓋がい骨こつがはじけ飛ぶであろうことは想像に難かたくない。

「ジョニィィ──ッ!!」

　伊勢谷の絶ぜつ叫きよう。途と端たんに、伊勢谷の顔に過醒紋もんが一気にはい上がった。

　僕たちと対たい峙じしていることも忘れて、飛び出した。方天戟を右脇わきに抱かかえ、神山めがけて突とつ撃げきする。

「フゥーッ。君たちなんて、もうどうでもいいんだ」

　伊勢谷に気づき、神山は顔を上げた。

「八阪井三千人を倒すための手て駒ごまだったんだからね──あのオッサンを倒した以上、邪じや魔まなんだよ」

　スイッチを切り替かえたかのように、もとの口調に戻もどる。そして冷静に砲身を構え、その砲口を伊勢谷に向け──

　先に伊勢谷が方天戟を振り抜ぬいた。




　　重い荷物はみんなで担かつごう




　方天戟の先せん端たんから発せられる白色のきらめきが、残像を残しながら暗くら闇やみを走り抜ける。その輝かがやきはほんのわずかの間、神山の巨きよ大だいな影かげを背後の石垣に焼き付けた。

　沈黙。

　一いつ拍ぱくおいて、レーザーの通り抜けた後から、血しぶきが激しく吹ふき出した。

「ぐああァァ──ッ!?」
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　神山が絶叫する。鳩みぞ尾おちのあたりに突とつ如じよ生まれた横一文字の傷口を押さえ、信じがたい事実に目を剝むく。同時に石いし垣がきにも、レーザーの通った跡あとに沿って溝みぞが走った。砕くだかれた岩が飛んで散らばる。

　ほんの一いつ瞬しゆん、方天戟の刃はがレーザービームのようにほとばしっていた。

　以前、僕が赤池にとどめを刺さしたのと全く同じ現象だ。あの時、夏月が襲われると思った刹せつ那なに、レーザービームは現れた。大事な人を守るという思いが形になって現れたのだ、と三千人さんは言った。

　全く同じことなのだ、と直感した。一点違うのは、伊勢谷はそれを過醒の力をもって成し遂とげた、ということだ。顔面を過醒紋に冒おかされながら、ひるむ神山に向かって突つっ込んでいく。追撃を加えるつもりだ。

「う、うああーッ！　来るなーッ！」

　ひるみながらも、神山は砲撃を行った。しかし完全にパニックに陥おちいっているのだろう、鉄球は狙ねらいを外れ、伊勢谷の肩かた口ぐちをかすめるにとどまる。

　一切気にせず、伊勢谷は方天戟を振り上げた。

「まずい……！」

　辻浦が叫さけんだ。石いし畳だたみも割れよとばかり地面を蹴けり、跳ちよう躍やくする。

　辻浦の顔面にもびっしりと過醒紋の輝きが張り付いていた。過醒の力を利用して、たった二歩で伊勢谷の背後へ一挙に迫せまり、そのまま体当たりを仕し掛かける。

　方天戟が神山を捉とらえる寸前、伊勢谷の身体からだは背後からの衝撃に吹き飛びかけた。が、なんとか踏ふみとどまり、身体をくるりと回転させると、振ふり向きざまに方天戟を叩たたきつける。

　辻浦は左手で刃を受け止めた。

「逃にげろ、テル！」

　首だけ捻ひねって、神山に言う。

　神山は言われるまでもなく、転がるように逃げ出した。恥はじも外聞もなく、情けない悲鳴を上げながら。

　距きよ離りを置いて、ついさっきまで自分がいた場所を見やる。はじめは恐きよう怖ふに目を見開いていたが、やがて再び怒いかりがわいてきたのだろう、みるみる表情が険しくなる。

「クソッ！ クソクソッ！ どいつもこいつもなんで僕の言うとおりに動いてくれないんだ!?」

　叫ぶと同時に、神山の顔面も輝き始めた。過醒紋が一挙に皮ひ膚ふを覆おおい尽つくす。

「やめろ！　何をする!?」

　辻浦の制止も聞かず、神山は右みぎ腕うでを伸のばした。幽ゆう体たいがその右腕にまとわりつき、サンダーボール──大たい砲ほうの形を構成していく。ただし、サイズが尋じん常じようではなかった。砲身から足が生え、ドシンと地面に根を下ろす。砲口は人間二、三人が入ってもまだ余るような幅はばにまで広がっていた。

　過か醒せいの力が、神山の魂裸醒を巨大な大砲に変えていた。こんなのが発射されたら、地形が変わる。至近距離で食らえば肉体四散ではすまないだろう。

「吹っ飛ばすッ！」

　神山は、大砲の尻しりの部分に右腕を吸い込まれたような格好をしていた。怒りに我を忘れているのは明らかだ──伊勢谷を狙えば辻浦も巻き込むのは必至だというのに、なんのためらいもなく狙いをつけている。

「ちょっと待て！　テル!?」

　辻浦が叫ぶ。

　かすかな光が砲口に生まれる──と、その光は徐じよ々じよに強くなっていった。力を集中させ、強力な一いち撃げきを放とうとしているのだ。

　今度は辻浦が恐怖に目を見開く番だった。戟げきを振り払はらい、伊勢谷を突き放すのは簡単だろう。しかし、辻浦は伊勢谷をも砲口から救いだそう、と相手を捕つかまえようとしていた。

「先生……！」

　夏月が駆かけ出す。が、今の立ち位置からではあまりに遠すぎる。

「おおお──ッ!!」

　伊勢谷が辻浦に方天戟を打ちつける。理性をほとんど失いかけているのか、伊勢谷はサンダーボールの光を全く意に介かいさず、あくまで辻浦を叩っ切ることに固こ執しゆうしていた。このままでは辻浦ごと大砲の餌え食じきになってしまう。

「消し飛べよォォ──ッ!!」

　神山の絶ぜつ叫きよう。

　砲ほう弾だんが今まさに発射されようとした、その時──

　僕のすぐ横を一いち陣じんの疾しつ風ぷうが駆け抜ぬけた。

　一拍おいて、神山の身体が大砲から離はなれ、後ろ向きに二、三歩よろけた。

　何が起こったのか、神山自身理解できていないようだった。が、右腕に目をやった途と端たん、また絶叫した。

　右肩からすぐ下の部分が、すっぱりと切り落とされ、鮮せん血けつを激しく噴ふいていた。

　大砲がその実体を失っていく。光が消え去ったあと、残ったのは右腕──主あるじを失った右腕だった。完全に魂裸醒が消失すると、支えを失ってぽとりと地面に落ちた。

　神山の背後の石垣には、一本の竹たけ槍やりが突き立っていた。

「三千人さん!?」

　僕は背後を振り返った。そこには、槍を投げた後のポーズで固まっている三千人さんがいた。どういうわけだか、全身びしょ濡ぬれだった。

「三千人さん、どうしてここに──」

「そんなことは後回しだ!!」三千人さんは怒ど鳴なった。「彼女を止めろ！　ほとんど最終段階だ──これ以上放置したら取り返しがつかなくなる！」

　言い立てられ、僕はすぐさま夏月の後を追った。

　三千人さんの竹槍が神山の右腕を切り落としたのだと理解するや、辻浦は伊勢谷を体当たりではじき飛ばした。そして神山のもとに走り寄り、肩かたに担かつぎ上げると、左腕を頭上に飛ばす。枝をつかんで一気に上じよう昇しようし、石いし垣がきの向こう、本ほん殿でんの庭へ飛び降りた。

「…………待て……!!」

　しかし、伊勢谷の執しゆう念ねんはその程度では収まらなかった。すぐさま体勢を立て直すと、その場で方天戟を構え、下から上へ振り上げる。またもや刃は先さきが変化し、レーザービームとなって石垣を襲おそった。

　夜空そのものを断つかのように、またも白い光が走る。

　数秒間の沈ちん黙もく。

　石垣からつぶてがこぼれ落ち始めた、と思った次の瞬しゆん間かん、石垣が斜ななめにずるりと滑すべり落ちた。

　レーザービームは軽々と石垣を切り裂さいていた。神社の庭の一いち隅ぐうが、大きな音を立てながら崩ほう落らくを始める。

　辻浦は崩落に巻き込まれた。担いでいた神山を咄とつ嗟さに社の方に放り投げたものの、自身は重力に捕とらわれ、落ちていく。

　地面に激げき突とつするのはごめんだ、と辻浦は崩くずれていく地面を蹴けった。枝を摑つかんだままの左手の鎖くさりにぶら下がり、土砂に巻き込まれぬよう距きよ離りを稼かせごうとする。

　ところが、またも白い光が閃ひらめき、左腕から伸のびた鎖をさっくりと切断した。

「何──」

　思わぬ事態に、辻浦の身体からだが空中でバランスを失う。

　無防備になったところへ、背後から石せつ塊かいが襲う。崩れ落ちていく大量の土砂に、辻浦はなすすべもなく吞のみ込まれていった。

「伊勢谷さん──!!」

　夏月が伊勢谷に身体ごとぶつかった。二人の身体がもつれて倒たおれる。

「もうやめてください！　伊勢谷さん！」

　夏月は必死に訴うつたえかけた。が、伊勢谷は身体をはね上げ、夏月を突つき放した。体当たりされたショックで白い刃やいばは消しよう滅めつしていたが、すぐさま立ち上がると、棍こんの先せん端たんに方天戟の刃を復活させた。まだ体勢を整えていない夏月の頭上めがけて振ふり下ろす。

「夏月──!!」

　僕は思わず叫さけんだ。

　刃は、しかし夏月の頭上でピタリと止まった。

　夏月がブルー・ハンマーで刃を握にぎり止めていた。

　首をわずかに回し、夏月は僕を片目で見た。夏月の顔はバラ色に輝かがやき、過か醒せい紋もんに覆おおわれていた。

「大だい丈じよう夫ぶです。伊勢谷さんを止めてみせます。だから手を出さないで──！」

　声は小さいながらも、断固とした口調だった。気け圧おされて、僕と三千人さんも足を止める。

　不利な体勢ではあったが、夏月は片かた膝ひざを立てて徐じよ々じよに押し返し、ついには立ち上がった。頭上で刃を押さえたまま、夏月は真っ向から伊勢谷の目を見た。

「お願いだからもう止やめてください……もう戦う理由なんてないじゃないですか！」

「……私には、ある……！」伊勢谷も言い返す。「私から魂裸醒を取り上げようと言うのなら、最後の最後まで抵てい抗こうする！　前にそう言ったはず……！」

「……恐こわいんでしょう？」

「…………恐い……？」

「魂裸醒を──力を失うことが恐いんでしょ？」

　諭さとすように夏月は語りかける。

　伊勢谷は自じ嘲ちよう気味に笑った。

「…………私は、沢崎や大河原のことを忘れるのが恐い。沢崎達を殺したのは、絶対に忘れてはいけない私の罪。この魂裸醒が、私の罪の証あかしよ……これを無くすくらいなら、死んだ方がマシ……！」

　そう言って、伊勢谷はさらに方ほう天てん戟げきを押し込んだ。徐々に、夏月の膝が沈しずみ込んでいく。夏月の表情が苦しくなるが、伊勢谷の顔もまた同様に苦しげだ。過醒のさなかにあって、伊勢谷は理性と衝しよう動どうの狭はざ間まで苦しんでいるようでもあった。

「魂裸醒を無くしたら、罪の意識に耐たえられなくなる──そう思っているんですね」

　穏おだやかな口調を続けていた夏月が、突とつ然ぜん叫さけんだ。

「どうしてそうやって一人で抱かかえ込もうとするんですか！　ジョニー君や迫君や、支えてくれる友達がいるじゃないですか!?」

「苦しむのは私一人で十分……！　あなたに言われる筋合いはない……ッ！」

　伊勢谷は頑かたくなに夏月の言葉を拒こばむ。が──

「水くさいこと言ってくれるじゃねーか……景」

　ちょうどその時、横手から声がかかった。

　声の主を見やって、伊勢谷は目を見開いた。

「…………ジョニー……！」

　迫に肩かたを抱えられたジョニーが、伊勢谷のすぐそばに立っていた。

　ジョニーはゆっくりと手を伸ばし、方天戟を握る伊勢谷の手に重ねた。

「俺達は、景にばっかり重い責任を押しつけてきた。景が心の中でどんだけ苦しんでるのか、わかってたのにな。俺達の手を汚よごさせないように、って仕事を一手に引き受けて、一人で抱え込んで、……。もういいじゃねーか。これ以上、重荷を引き受けようとするんじゃねー」

　ジョニーの顔を見つめたまま、伊勢谷は長いこと黙だまり込んでいた。

「…………でも、これは誰だれかがやらなきゃならないこと……」

　ぽつりと言い返す。しかしジョニーは首を振り、

「そうだ。俺でも、迫でもいい。『誰か』でいいんだ。景一人が重荷に潰つぶされてしまったら、なんにもなんねーだろ」

「私は死んでも構わない……！」

「そりゃ噓うそだな」ジョニーはニヤリと笑った。「死んでも構わないってんなら、景、おめーは神山の提案を蹴って、遺書をしたためていたはずだぜ──過醒と分かった瞬しゆん間かんにな。だが、そうはしなかった。……死にたくねーと思うのが当たり前だ」

　伊勢谷は言葉を失った。

「俺も、景には死んでほしくねーんだよ。だから、ここまでだ。もうこれ以上、武器を振るうんじゃねー」

　伊勢谷の両手の震ふるえが止まり、方天戟にこめる力が弱まった。刃を押さえていた夏月の身体からだからも緊きん張ちようが消える。夏月が手を離はなすと、伊勢谷の方天戟の刃はぼとり、と地面に落ちた。

　方天戟が歪ゆがんだ。形を失い、雲散していく。同調して、伊勢谷の顔の過醒の輝きが弱まった。波が引くように過醒紋は消えていく。

　脱だつ力りよく感に襲おそわれて、伊勢谷の身体ががくりと落ちた。
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　ほとんど同時に、夏月のブルー・ハンマーと過醒紋も消えた。過醒の持続時間が切れたのだ。伊勢谷の目の前に膝をつくと、手を回して伊勢谷を抱だきしめた。

　一瞬伊勢谷は身を固くしたが、夏月に害意はないことをすぐに悟さとった。

　夏月は、静かな瞳ひとみで伊勢谷の顔をのぞき込んだ。

「今まで、つらかったんでしょう？　でも、もう楽になっていいんです」

　その一言で堰せきが切れたかのように、伊勢谷の瞳から涙なみだが流れ始めた。伊勢谷は夏月の胸に顔を埋うずめ、声もなく肩を震わせた。

　その場が安あん堵どの空気で満たされた。と、

「……なにがどォなってやがるんだ」

　雰ふん囲い気きを壊こわす声が背後から飛んできた。見れば、首から暗視装置をぶら下げ、全身びしょ濡ぬれの長坂が、困こん惑わくしきった顔で突つっ立っていた。

「長坂！　どこに行ってたの」

「悪い」長坂は軽く頭を下げた。「鐘しよう楼ろうに人がいねェ、って電話したのは覚えてるよな。で、俺と三千人さんは鐘楼まで降りたんだよ。ところが、三千人さんが竹たけ槍やりを投げた直後、神山がいきなり現れて、至近距きよ離りから俺たちに一発ずつ砲ほう弾だんをブチかましたんだ」

「鐘楼の裏手に、流れの速い沢さわがあってなあ」三千人さんが語を継つぐ。「かなり下流まで流されてしまったんだ。私一人だったらすぐに上がれたんだが、長坂君を救出するのに手間取ってしまってね。それで戦列復帰が遅おくれたのさ」

　三千人さんは神社の隅すみの方を指さした。つい先ほど、石いし垣がきが豪ごう快かいに崩ほう落らくしたあたりだった。崩くずれた土砂が、沢の方にまで流れ込んでいるようである。

「地形が少々変わっちゃいましたね」

「ああ。余よ韻いんに浸ひたるのもいいが、さっさとこの場を立ち去らないと近所の人たちが警察に通報するぞ。その前に後始末をしなくちゃな」

「後始末？」

「神山を処しよ刑けいする。君も来たまえ」

　三千人さんは平然と言い、本ほん殿でんに通じる階段を登り始めた。遅れて、僕もついていく。

「我々先天性魂裸醒は」石段を登りながら、三千人さんは言った。「過か醒せいを起こすことで一時的にパワーアップできる。だが、本来それは逃とう走そう用に使うべきものなんだ。先天性魂裸醒の過醒の持続時間はもって三分、そのあとは無防備な状態になってしまうからな」

　それは、夏月がたった今身をもって証明したばかりである。僕は頷うなずいた。

「神山は、度を失って戦せん闘とう中に過醒を起こすという失策を犯おかした。だから、逃走に過醒を使うことはできない。まだこの辺にいるはずだ」

　本殿前の庭には、誰もいなかった。石垣が崩落する際、辻浦にこの辺に身体ごと投げられたはずなのだが。

「ということは、きっと鐘楼だな。我々が気づかなかった、暗視装置に絶対ひっかからない隠かくれ場所に潜ひそんでやりすごすつもりだろう」

　というわけで、慎しん重ちように気を配りつつ僕たちは鐘楼に移動した。

　鐘楼は、相変わらずしょぼくれたたたずまいを見せていた。ここで行われた争いなど我関せず、とでも言いたげにただ物静かな存在感を発揮している。いつもの鐘楼となんら変わるところはない──一つだけ、鐘かねの真下に数滴てきの血けつ痕こんが広がっていることを除いては。

　そこをじっと凝ぎよう視ししているうちに、新たな血痕が一ひと滴しずく落ちてきた。

「なるほど」

　僕は思わず納なつ得とくした。

　三千人さんは足音を立てないように慎重に鐘楼に登ると、紐ひもを静かに引っ張り、そして鐘を叩たたき割るような勢いで鐘かね撞つき棒ぼうを激げき突とつさせた。

　がい～んという鐘の音と同時に、

「ギャオァァ──ッッ!!」

　絶ぜつ叫きようが轟とどろいた。べちょり、と血痕の上に神山の身体が落ちてきた。耳を聾ろうする残ざん響きよう音にのたうち回っているが、両耳を塞ふさぐには腕うでが一本足りない。

「いやいや、さすがに意表をつかれたよ」三千人さんは言った。「我々がここに来るまで、鐘の内部で手足を突っ張らせて隠れていたんだろう？　暗視装置でも透とう視しは不可能だものな。たしかに、その努力に見合う成果が得られたのは認めよう」

　右手を脇わき腹ばらにまわして押さえる。

「個人的には沢に突き落として、私が味わった苦しみをお返ししてやりたいところだが、そうなると後始末が面めん倒どうだ」

「ひ、ひえええ」

　情けない悲鳴を上げながら、神山は這はって逃にげようとする。

　三千人さんは右手の中に竹槍を発現させた。

「この場で処刑する」

　三千人さんはのたくる神山を足で踏ふんづけて押さえ、胸のど真ん中に竹槍を突き立てた。
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　　生きていれば




　豪を救出後、九里浜は全力で軽トラを走らせて弟を自宅に連れ帰っていた。幸い、豪の身体からだには傷一つ無かった。見知らぬ人間に誘ゆう拐かいされるという恐きよう怖ふ体験をしてさぞかし縮み上がっているだろうと思いきや、豪は不思議なくらいのほほんとしていた。

「いやー」豪は朗ほがらかに言った。「いきなりかっさらわれた時はどうなるかと思いましたけど、きっとお姉ちゃんが助けてくれると思ってましたから」

「君は、お姉さんのことを信じているんだな」

　僕が言うと、豪は朗らかに笑った。

「似たようなことは以前に何度も経験していますからね」

「……何度も？」

「お姉ちゃん、あっちこっちに喧けん嘩か売ってますんで、そのとばっちりで僕、何度かさらわれているんですよ」

「…………」

「さらわれる相手は、たいてい他ほかの学校の学生ですけど。でも、人質としてどう振ふる舞まえば怪け我がせずに済むか、コツがすっかり身に付いちゃいましてねえ。だから今回もおおむね問題なかったです。あの人達、ちゃんと一食食べさせてくれましたしね」

　豪は笑った。誘拐被ひ害がい者しやとしての多た彩さいな経験から来る静かな自信が、その笑いからにじみ出ていた。変に肝きもが据すわっているのは、さすが九里浜の弟というところか。褒ほめていいのかどうか、よくわからない。

　弟とは対照的に、九里浜はげっそりしていた。弟に手を出されたことが予想以上の心労となって、彼女の小さな身体にのしかかっていたようだ。

「とにかく、豪が無事に戻もどってきて何よりね。ただ、あたしが戦せん闘とうに参加できなかったのが残念だけど。もしあたしが残っていたら、豪をさらった奴やつを腐くさったカボチャより惨みじめな姿にしてやったのに」

　九里浜に豪を連れて行く役目を任せて本当に良かった、と心から思った。

「僕が君と変わってやれたらどんなに良かったか。でも豪を救出して軽トラを転がす役目は君にしか頼たのめなかったんだ」

「だったら、あんたもウチ来て軽トラ転がす練習する？」

「えーと、日本で車の運転免めん許きよが取れるのは十八歳からだったような気がするな」

「私有地だったら運転しても道交法にはひっかかんないでしょ。ウチの庭なら一日三十時間でも乗り回せるけど」

「……もしかして、秋の稲いねの収しゆう穫かく時に僕をかり出せるよう育成するつもりか」

「やーねえ。ンなことまで考えてないっての……って、それなかなかいいアイデアね」

「遠えん慮りよさせて頂きます」




　神山にとどめを刺さした後、辻浦も引っ立てるべく崩くずれた土砂の跡あとを一通り探したのだが、彼女の姿は見つからなかった。どうも、土砂の流れに巻き込まれて沢さわに落ち、そのまま下流に流されていったらしい。

「ま、よほど運が悪くねェ限り死ぬことはねェと思うぜ」と実際に流された長坂は言った。「流れは速いが、足がつかねェほど深いわけじゃねェ。かなり下まで流されたかもしれねェが、生きてんじゃねェの」

「生きているなら、後を追わないの？」

「目くじら立てて追いかけるつもりは無いみたいですよ、父さんには」

　そう言う夏か月づきの声は心なしかほっとしているようにも思える。そりゃそうだ──師し匠しようとの対決は、決して夏月の望むものではなかっただろう。翌日の地方紙に中ノ沢神社が荒あらされたという記事が載のったが、崩れた土砂の中から死体が出てきたという文がどこにもないのを確かく認にんして、夏月はほっと胸をなで下ろしていた。

　しかし、ほとんどの平磐市民は神社の石いし垣がきが半はん壊かいしたというニュースを聞き、心を痛めた。警察もはかりかねたのだろう、崩ほう落らくの原因は発表されなかったが、近所の住民は、中ノ沢神社をあまりにもほっときすぎたからついに来るべき時が来たのだ、天てん罰ばつだ、と思いこんだ。中ノ沢神社がオンボロであることは周知の事実だったが、誰だれ一人補修作業を行おうとはしなかったのである。

　その後有志により神社の修復を行うボランティア活動が何度か催もよおされたので、僕は自発的に参加することにした。自分の良心をなぐさめるだけの行こう為いにも思えたが、少なくとも神社は以前より綺き麗れいになった。




　バックネットに穴が開いたままではあったが、その程度で野球部が練習を中止するはずもなかった。

　ある日の夕刻、磐工グラウンドを見下ろす斜しや面めんに腰こし掛かけている伊勢谷と、そのそばに付き従うように立っているジョニーを見かけた。

　グラウンドでは、迫がホームベースのあたりに立ち、下級生達にノックを放っている。二人は迫の姿を漫まん然ぜんと眺ながめているようだった。

　と、僕が接近してきたことに気づいて、こっちを向く。

「……なんだおめー。何しに来た」

　ぶっきらぼうに言って、ジョニーは僕を睨にらんだ。が、以前の敵てき愾がい心しんにあふれまくった視線よりは、いささか和やわらいでいるようである。

　重傷を負ったジョニーだったが、なんとか一命を取り留めた。というか、魂たま裸ら醒せはきっちりととどめを刺さない限り死なないと考えた方がいいようだ。すごい勢いで回復して、今ではこの通り出歩けるまでになっている。

「バックネットの穴がどうなっているのか、見に来たんだ。そうしたら、君たちがいるのが見えたんでね。調子はどうだい」

「…………最低」

　ぽつりと言って、伊勢谷は僕を見た。

「微び熱ねつがあるみたい。ずーっと調子が狂くるってる」

　あの日、死にかけていた伊勢谷を、三み千ち人とさんは自宅に連れ帰った。

　僕と夏月が居合わせる中で、三千人さんは魂裸醒封ふうじを行おうとした。その前に本人の承しよう諾だくを取り付けようとしたのだが、伊勢谷は必死に三千人さんの手を払はらいのけると、言葉を絞しぼり出した。

「…………どうしても、それを飲まなければならないんですか」

「そんな若い身空で人生を捨てたくなければ、飲んだ方がいいね」

　さして表情も変えず、三千人さんが応じる。すると伊勢谷は歯を食いしばり、

「……私は、友達を殺したという罪を背負っています。やっぱり、私一人、記き憶おくも魂裸醒もなくしてのうのうと生きていくわけには……いきません」

「わがままなお嬢じようさんだな」

　そう言って、三千人さんは胸ポケットから黒い小さなものを取り出した。長さ二センチのラグビーボールの形状をした石ころに見える。

「これが醒せい核かくだ。ついさっき神山の体内からえぐり取ってきた」

　三千人さんは再度伊勢谷のそばにかがみ込んだ。

「そこまで言うんなら、君に機会を与あたえよう」

「…………機会」

「この醒核を飲み込めば、過か醒せいによる苦しみは収まる。魂裸醒を身につけたまま生きていくことができるだろう。ただし、一つ条件がある」

「…………言ってください」

「君の力を私に貸してくれ。今の平磐には、魂裸醒があふれている。全員が必ずしも能力に対する節度を持っているわけではない。超ちよう能力を手に入れたことで悪の道に走る輩やからもいることだろう。また、過醒に陥おちいる者も出てくる。だが、私の手は二本しかないんだ」

「あなたの命令に従え、と？」

「そう。私の目的は、過醒による死を迎むかえる人間を一人でも減らすことだ。これは、君の気持ちと合がつ致ちすると思うがね。もっとも、これを選せん択たくすれば、君はその手でさらに罪を重ねることになるだろう。君の場合、罪の意識はかなりの重荷になるんじゃないのかね」

　伊勢谷は黙だまり込み、しばらく考え込んだ。

　よもや意識を失ったんじゃないだろうな、と思えるような長い沈ちん黙もくの後に、伊勢谷はついに言った。

「…………約束します。重荷はみんなで分け合えば何とかなる、と思います」

「それは当然だ」三千人さんは言った。「君だけに人殺しをさせるものかね」

　伊勢谷は醒核を飲み込み、かくして先天的魂裸醒の性質を備えて復活したというわけである。

　川から吹ふき付ける湿しめった風を顔に感じながら、僕は伊勢谷のそばに進んだ。

「体内に蓄ちく積せきされていた裸ら光こうの毒を解消するのに、しばらくかかるっていうからね。それに、必ずしもすっかり消えるってわけじゃないそうだし」

「…………それは承知の上」伊勢谷は言った。「私は誓ちかった。この力は、人を救うために振ふるう。大河原達みたいな人を二度と出さないように。それに……私みたいな人間も、二度と出さないように。それが私の義務」

　遠い目をして、伊勢谷は空に視線を彷徨さまよわせていた。その先に見えているのは──昇しよう天てんしていった幼おさな馴な染じみ達の幻まぼろしか。

「……一つ心残りなのは、高宮ね」

　伊勢谷の言葉に、ジョニーも僕もうなだれた。

　九里浜は「大河原の失しつ踪そう事件は解決できそうにない」と高宮に通告し、頭を下げた。伊勢谷が大河原を殺したのだ、という真実を伝えるわけにはいかなかった。

「そうですか」九里浜の謝罪を受け、高宮は言った。「では、私は──ここで大河原君を待ち続けようと思います。きっと帰ってくる、って信じて」

　僕たちはそれ以上、何も言えなかった。

　しかし一番つらいのは、伊勢谷だ。大河原を待ち続ける高宮の姿を、ずっと見守っていかねばならないのだ──それが無益な行こう為いであると知りつつ。その胸中たるやいかばかりのものだろう。

　僕は短く言った。

「ま、生きていれば、きっといいことあるさ」

　その言葉を聞くと、伊勢谷は目を大きく見開いて僕を見た。が、その瞳ひとみはやがて理解の色に包まれる。

「そうか。あなた、三み鶴つる城ぎだったものね」

「……何か？」

「…………台詞せりふ。前にも言われたことがある。隕いん石せきが降ってきた時、幼よう稚ち園えんから助けられた時に」

「ひょっとして、父さんに？」

　伊勢谷は頷うなずいた。その表情は、古い友人に久しぶりにあった時のように和やわらいでいた。こんな穏おだやかな笑え顔がおを浮うかべることもできるんだ、と僕は思った。

　と、不意に伊勢谷の口元が引き締しまる。

「…………思い出した、もう一つ」

「何を？」

「そういえば、あの人も似顔絵がヘタクソだった」

　べたーん、と僕はその場に手をついてうなだれた。




「わかっている」三千人さんは辛しん抱ぼう強く、電話の向こうに声を送っていた。「だが、あんたは私の自由裁量にまかせると言っただろうが。……何？　事情が変わった？　そんなわけの分からない理由がまかり通ると……」

　通話の相手が何か言っているのだろう、三千人さんは黙り込んだ。が、少しすると再度口を開き、

「上等だ。私は出るところに出て申し開きをするからな。前回の貴様の通話内容は全部録音しているんだから……なに？　困る？　人に聞かれると困ることを言ったのかおまえは？　人をバカにするのもいい加減にしろよ」

　ポケットから携けい帯たい電話を取り出すと、通話中の電話の通話口にあて、最高音量の着信音──今度は工事現場のドリル音だった──を鳴らし、電話の向こうの相手に十分聞かせてから、通話を切った。それから壁かべに向かって電話を叩たたきつけようとしたが、

「──いや、電話に罪はないな」

　思い直して、穏おん便びんにテーブルの上に置いた。

「戸有の方ともめてるんですか」

　尋たずねると、三千人さんは大きなため息をついた。

「近いうちに、一度戸有に戻もどることになるかもしれない。実際に脱だつ走そう者しやがやってきたんだから、今度こそ人手を割さいてもらえると思っていたんだが、村に連れん絡らくしたら、今回の件について詳しよう細さいな事情を聞きたいので顔を出せ、人を出すのはそれからだ、だとさ。これだから平安人どもは困る」

　三千人さんの愚ぐ痴ちには、はっきりと怒いかりがこもっていた。

　どう慰なぐさめたものか、と知ち恵えを絞しぼる。

「まあいいじゃないですか。後ろめたいことなどないでしょう」

「なんで私がこんなに悩なやんでいると思っている。後ろめたいことがたくさんあるからに決まっているじゃないか」

「…………」

　三千人さんは頭に手を当てた。

「たとえば、神山の醒せい核かくを伊勢谷君に与あたえたこととか。あれがばれると、まずいことになるやも」

「まずいんですか？」

「後天性魂裸醒にとって過か醒せいは不ふ可か避ひだが、先天性魂裸醒の醒核を体内に取り込めば過醒に陥おちいることなく魂裸醒を振ふるうことができる。この意味が分かるかね」

　少し考えてから、僕は答えた。

「その事実を知れば、後天性魂裸醒が、醒核を奪うばうために先天性魂裸醒を襲おそう──ってことですか」

「戸有の長老派が、後天性魂裸醒を増やしたがらない重要な理由の一つさ。この事実が広まれば、先天性魂裸醒が後天性魂裸醒に狙ねらわれることになる」

「ははあ。なるほど、ばれたらまずそうですね」

「やれやれ。伊勢谷君を生かしたのは早まったかな？」

「三千人さん、まさか──」

　証しよう拠こ隠いん滅めつのために伊勢谷を殺すつもりですか、と聞きかけたが、それより早く三千人さんは手を振って否定した。

「冗じよう談だんさ。今いま更さら彼女を殺すわけないだろう。あの子はたいしたもんだ──たとえ親しき相手とて、滅ほろぼすべきは滅ぼす、という戸有の不文律がある。彼女はその精神を形にしたような子だな」

　神社で、辻浦が夏月に言っていた言葉だ。僕は頷うなずいた。

「幼おさな馴な染じみを手にかけるとは、よほどの覚かく悟ごがいることだろう。だが彼女は、普ふ通つうの女の子でありながらそれをやってのけたのさ。そう簡単なことじゃない──過醒の人間をほっとくわけにはいかない、と頭では分かっていても、だ。彼女の強固な意志の力は、尊敬するに値あたいする。……それに、彼女の魂裸醒は君と同様に興味がある」

　魂裸醒が起こす変異に、三千人さんは大いに興味があるらしい。

「変異を起こすのは、僕特有の現象ではないみたいですね」

「魂裸醒には色々なタイプがある。武装型、射出型、遠えん隔かく操作型というように。狭せまい戸有の中でもいろんな種類があるんだ、母集団が増えれば新たなカテゴリが発生するのも不思議じゃないだろう」

「平磐という場所を得て、魂裸醒が進化しつつあるということですか」

「多様性を獲かく得とくしているのだろうな。君の魂裸醒は見たところ武装型だが、変異型と呼んだ方がいいのかもしれん。もっとも、魂裸醒のカテゴリ分けに厳格なルールがあるわけではないがね。しかし──」

　不意に三千人さんは言葉を切った。

「どうしました」

「──三鶴城君、いつかでいいから君の父親と会わせてくれないかね？　隕いん石せき災害の時のことについて、話を伺うかがいたい」

「そりゃ構いませんけど、何な故ぜです」

　三千人さんは周囲に目をやり、夏月がいないことを確かく認にんしてから小声で言った。

「川向幼よう稚ち園えんの子供達を救ったカップルに、心当たりがある。おそらくは──私の弟だ」

「弟……？」

　夏月がいない隙すきに見た、あの写真が脳のう裏りに蘇よみがえる。

「そう、そして夏月の本当の父親でもある。弟──三十四は、妻と一いつ緒しよに隕石の調査に向かい、そこで行方ゆくえ不明となった。君の父親に話を聞けば、十一年前に何があったのか、少しは事情が分かるかもしれない。それに──」

　何か言いかけて、三千人さんは言葉を切った。夏月が帰宅し、居間に入ってきたのだ。

「あ。大助君、来てたんですか。なんの話をしていたんですか？」

「男同士の秘密の話さ」

　僕は適当に言い繕つくろった。そのまま世間話になだれ込み、それ以上三千人さんの弟のことが俎そ上じように上ることはなかった。

　世間話をしながら、僕はあることに気がついた──夏月の父親が十一年前に行方不明になったきりと言うんなら、どうして脱走者名めい簿ぼの中に名前があったんだ？

　しかし、それを聞くことはとてもできない。いつか向こうから話してくれることもあるだろう、と僕はその疑問を忘れることにした。




　昂治兄さんの死について哲矢兄さんにメールで質問したところ、こんな答えが返ってきた。




　兄さんが、隕石の落ちた数日後にいなくなったってのは覚えている。正確なことを言い出したら、兄さんの命日が八月一日ではありえない。でもいつ死んだのかなんてはっきり分からないだろう？　だから、俺は兄さんの命日を八月一日ということにしている。兄さんが隕石のせいで死んだのは間ま違ちがいない事実だからな。


鶴矢哲三






　隕石災害の年、哲矢兄さんは十五歳だった。兄さんの記き憶おくは信しん頼らいするに値する。

　よく考えてみると──父さんの話が正しいのならば、三千人さんの弟と僕の兄さんは知り合っていたということになる。意外な縁えんだ──宿縁とでも呼べばいいのだろうか？




　ともかく事件は解決し、日常が戻もどってきた。一つだけ、小さなトラブルを派生的に招いただけで。

　それはある日の昼休みのことだった。

「長坂──ッ！」

　声も盛大に、九里浜が僕の教室に飛び込んできた。

　先に教室に来ていた長坂は僕の背中に隠かくれようとしたが、九里浜はめざとく見つけ、長坂をはね殺す勢いで突とつ撃げきしてきた。鉄てつ扇せんを発現させ、長坂の脳天にねじ込もうとする。

　長坂は真横にすっ飛んで避よけた。

「ど、どうしたんですか、純ちゃん」

　夏月が声をかけると九里浜は怒いかりに目をつり上げ、

「どーもこうもないのよぅ！　うちの花か壇だんの花が全ぜん滅めつしたのよ──長坂のせいで！」

「俺が何をしたと言うんだ」

　不当な弾だん劾がいだ、とばかり長坂が言い返した。

「あんた、うちにペットボトル置いていったでしょ！　あの水をじょうろに入れて花壇に撒まいたら、ものの見事に全部枯かれちゃったのよぅ」

「へ？」長坂は間ま抜ぬけた声を上げたが、すぐに手を叩たたき、「あー、そりゃ当然だろォな」

「どういうことなの」

　僕が聞くと、長坂は努めて陽気な調子で答えた。

「ジョニーにハッタリが効かなかった場合に備えて一本、本物の毒どく手しゆ拳けん訓練溶よう液えきを用意しておいたのさ。そいつを花にやったら、そりゃ枯れるに決まってるぜ。いやー、毒液を使わずに済んだ、ってことでほっとして、つい九里浜んちに置き忘れちまったんだ。悪い悪い」

「謝って済む問題じゃないでしょ！」

　九里浜がもう一発鉄扇で殴なぐろうとする。

　長坂は素す早ばやくその手をつかんだ。

「逆に考えるんだ」

「……？　どういうこと」

「ペニシリンの発見を知っているだろう。細さい菌きんを培ばい養ようしていたフレミングは、ある日培養器の中に青カビが発生し、細菌が駄だ目めになっているのを発見した。実験は失敗だったが、フレミングは発想を逆転させた。青カビには細菌を殺す性質を持っているのではないか、と。それがペニシリンの発見に繫つながった。だから、発想を逆にするんだ」

「だいたいオチが読めたけど」九里浜は言った。「つまり、どういうことなの」

「俺の作った溶液には植物を殺す性質があるんだ。雑草駆く除じよ用として売り出せば、あるいは──」

「洗せん剤ざいを撒まけば植物が枯れるなんて当たり前でしょーがッ！」

　九里浜はつかまれていた腕うでを引きはがし、長坂の脳天に突つっ込みを入れた。

「人間枯かれ葉は剤ざいの伝説は健在だね」

　僕は短く言った。

「飼っている猫ねこがその水飲まなくて良かったですねー」

　夏月も言った。平磐二高は平和だった。




　　閉幕　夜明けの光の中に




　中ノ沢神社のはるかに下方に、川釣づりのポイントとして地元の人間に知られている場所があった。

　カーブしている川の内側には、土砂の堆たい積せきでできた足場が広がっている。その辺の石ころを裏返せば、エサにする虫がいくらでも捕つかまえられる。対岸側にはすぐ鬱うつ蒼そうとした林が生おい茂しげっており、木こ陰かげが昼間の直射日光を遮さえぎってくれるのも都合がいい。腰こしを据すえてヤマメやイワナを狙ねらうのに、非常に都合のいい場所だった。

　早朝、その石と砂とが露ろ出しゆつした足場に、明らかに釣り人ではあり得ない人物が転がっていた。チャンパオを身にまとい、全身水に濡ぬれ、砂にまみれている。川に落ちたところを命からがら上がってきた、という風ふ情ぜいだ。この川は人が溺おぼれるような水深はないのだが。

　中ノ沢神社から流されてきた辻浦だった。

　東の空、山の稜りよう線せんが白みつつあるのを見ながら、辻浦はやがて来たるべき死をぼんやりと待ち続けていた。川の流れから出ることで、残されていた体力を全すべて使いつくしてしまったようだ。

　魂裸醒の回復能力をもってしても、もうどうにもなるまい。今すぐ服を脱ぬいで暖かいベッドにでも潜もぐり込まない限り──意識が薄うすれゆくのを自覚しつつ、辻浦はそんなことを考えていた。

　やがて日が昇のぼり、辻浦の身体からだを曙しよ光こうが照らし出す。

　あれがこの世で見る最さい期ごの光か、と観念して辻浦は目を閉じた。

　…………

　と、自分の顔に影かげがかかるのを感じた。

　辻浦は薄うす目めを開けた。

「辻浦先生……」

　何者かが話しかけてくる。

　人ひと影かげが辻浦の上に覆おおい被かぶさり、見下ろしていた。逆光で相手の顔は見えない──が、その物もの腰ごしには見覚えがあった。

「とどめを刺さしに来たのか、夏月」力無い声で言う。「ご丁てい寧ねいなことだ」

　そして自じ嘲ちようの笑えみを浮うかべる。

　影は何も答えなかった。微び動どうだにせず、ただじっとしている。

　もうろうとしている辻浦も、黙だまって影を見返す。

　と、影が自分の頭に手を挙げ、さっと髪かみを梳すいた──ポニーテールを。

「先生、夏月にやられたんスか」

　その声に、辻浦は目を見開いた。

「夏月じゃない──葉は月づきか」

「あたしと夏月を間ま違ちがえるとは、重傷ッスね」

　影は辻浦のもとにしゃがみこんだ。逆光による影が薄れ、辻浦の目にも彼女の顔がはっきりと見えた。夏月そっくりながら、しかし明らかに別人と分かる顔。

「よっこいしょ」

　葉月と呼ばれた少女は、辻浦の肩かたを抱だいて持ち上げた。

「どうするつもりだ」

「さっさと手当するんスよ」当たり前のことを聞くな、という調子で葉月は言った。「先生にこんなところでのたれ死にされたら、寝ね覚ざめが悪いじゃないスか」

「……そうか」

　辻浦は息を吐はき出した。

　辻浦はなすがままに持ち上げられた。冷え切った身体はほとんど動かなかったが、密接した少女の体の熱を感じるうちに、まだ歩けそうだという気力がわいてくる。

「なあ……テルがどうなったか、知らないか？」

「テル？　……ああ、神山は殺されたらしいッスよ。三千人伯お父じさんに」

「……そうか」

　淡たん々たんと辻浦は答えた。八阪井父おや娘こを殺すつもりでいたのだ、力が及およばなければ逆に殺される。たとえ甥おいを殺されたとはいえ、かつて愛した人を憎にくむ気にはなれなかった。

　葉月は右へ左へ視線を振ふり、あたりの様子をうかがっていた。

「先生を探すのに夢中になって、道に迷っちまったな。先生、どっちに行けばでかい道に出られるか分かるッスか？」

「……私にそれを聞くのか」

「おっと。そーいやそーでした。……ま、ここはアメリカ大陸じゃあるまいし、適当に歩きゃどっかに着くッスかねー」

　葉月はごく適当なことを言い、なんの根こん拠きよもなく朝日の方向に向かって歩き始めた。遠くから、どこかの民家で飼っている鶏にわとりの鳴き声が聞こえてくる。身体を寄せ合い歩く二人の女性の姿は、夜明けの光の中に消えていった。
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　こんばんわ、ムツヅカアキラです。

　僕は関西に住み着いてそろそろ十年になります。人生の三分の一を関西で過ごしたことになるのですが、これだけ長いこと関西にいると、精神肉体ともに関西ナイズドされてしまいます。心や体のありようが関西に最適化されてしまうのです。環かん境きように適応するのは生物として当たり前の話ですが、たまに田舎いなかに帰ると「ああ、オレは身も心も関西化してしまったんだなあ」と愕がく然ぜんとしてしまうのもまた事実。

　前作が出版されるちょっと前。母方の祖父が亡なくなったとの報を受けたので田舎に戻もどってきたのですが、駅に降り立った途と端たん恐おそろしく寒かったのでひっくり返りそうになりました。一週間ちょっと滞たい在ざいしたのですが、その間ずっと最高気温が大阪の最低気温より下でした。ここは同じ日本じゃねえのかと嘆なげいてみても気温が暖かくなるわけでなし、クソタレ寒い気温の下、葬そう儀ぎに参列することになったのでした。

　一番つらかったのは通つ夜やの受付に立たされて冷え切った夜風にさらされた時で、このまま寝ねたら凍とう死しするんじゃなかろうかと思ったほどです。言い方は悪いけど、じいちゃんが亡くなったのが秋で助かったなあ。冬の葬そう儀ぎだったらどんなことになっていたやら。昔はたしかにここに住んでいて、秋の気温くらいで寒いなどとは露つゆほども思わなかったはずなんですけどね？

　あともう一つ、関西に長いこと住み続けたせいでえらい早口になってしまったようです。田舎に戻ると僕の喋しやべりも関西弁からズーズー弁に戻るのですが、喋るテンポは元に戻らないようで、田舎の老人方と話す際は妙みような顔をされました。どうやら僕は、ズーズー弁的発音と関西弁的テンポを組み合わせた、もはやズーズー弁でも関西弁でもない謎なぞの方言を喋る人間になってしまったらしいです。う～ん。




　さて。無事文庫二冊目出版の運びとなりました。この作品は亡き祖父に捧ささげようと思います。おそらく祖父はライトノベルという言葉すら知らなかったと思いますけど。





六塚　光　　
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カバーデザイン／伸童舎
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